




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　しずしずと──と言えば聞こえはいいが、人目をはばかるようにひっそりと女によう房ぼう行列が桐きり壺つぼをあとにする。

　だれもが視線をおとし、重たげに歩を進めるさまは、ほんの二ヶ月足らず前に華はな々ばなしく後宮入りした者たちと同じとはとても思えない。

　東とう宮ぐうの女によう御ごという身でありながら、男をひきいれようとした咎とがで宮中を逐おわれることになった大だい納な言ごん好よし文ふみの女むすめ・香たか子この一行を人々が遠巻きに見つめる中に、そのふたつの人ひと影かげはあった。

「もうすこしかかるかと思っていたが──ことのほか、うまく運んだな」

「はい。愚おろかな女で助かりました」

　普ふ通つうの考えの持ち主なら、意に染まない入じゆ内だいだったとはいえ、好いた男を連れこもうなどとは思いもしないだろう。よしんば考えたとしても、実際に行動に移すなどできないはずだ。

　それを立場も顧かえりみず実行した挙句、あこがれの相手とは別人だと最後まで気づかなかったのだから、愚かな、としか言いようがない。

「あの男──左さ大だい将しようも排はい除じよすることができたら、なおよかったが……」

　さすがにそこまでは望みすぎか、と鼻を鳴らし、男は遠ざかる行列に目を細めた。

「大納言も余計な真似まねをせねば、こんな憂うき目にあわずにすんだものを」

　ようやくここまできたのだ。万が一にも東宮に子ができて、おかしな欲よくを持たれても困る。

「このままあの方には、滞とどこおりなく仮の東宮の座を降りていただかねばならんのだからな」

「帝みかども一体なにを躊躇ためらっておられるのでしょう。すでに宮さまがいらっしゃるのですから、弟宮などさっさと廃はいしてしまえばよろしいものを……」

「──口を慎つつしめ」

　どこでだれが聞いているとも知れぬ場だ、と開いた扇おうぎ越ごしに周囲に目をやれば、

「……軽けい率そつでした」

　きまり悪げな声が返る。

　とはいえ、息むす子この言うことももっともだ。

　后きさきである中宮への寵ちよう愛あいが揺ゆるぎない今、いずれその時がくるのは疑いようがないが、『その時』は早ければ早い方がいい──我が家のためにも。

「あとは、なにか理由さえあれば……」

　扇の下で呟つぶやいた男の目が、剣けん吞のんに光る。

　そのまなざしは梨なし壺つぼをじっと見み据すえていた。
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「う、わぁ……」

　路上にひしめく人波に、百合ゆりは感かん嘆たんの声を零こぼした。

　どこからこれほど集まってきたのかと思うほど路みちの両側は人であふれかえり、物見車が所ところ狭せましと並んでいる。

　こうなると騒そう動どうが起こるのも当然といえば当然で、車の場所取りを巡めぐって随ずい身じんたちがせめぎあい、怒ど号ごうが飛び交かう。それだけですむならおとなしい方で、力ずくで場所を空けさせてしまうのも、ここではあたりまえの光景だ。

　貴き賤せん、老ろう若にやく男なん女によを問わず、ひと目祭の行列を見ようと都中の人々が集つどうさまは、まさに壮そう観かんの一言だった。

「噂うわさには聞いてたけど、これほどだなんて……」

　百合は驚きよう嘆たんするとともに、やや及および腰ごしになりながら、被かぶった笠かさにつけられた薄うすい垂れ衣ぎぬの隙すき間まからあたりを見回した。

「──祭見物に一度もきたことがないのか？」

　ぼけっとしてると流されるぞ、と周囲に圧あつ倒とうされ、ともすると人波に吞のまれそうな百合をさりげなくかばいながら尋たずねるのは龍たつ臣おみだ。

　百合は賑にぎわいに浮うかされつつも、緩ゆるやかに進む傍かたわらの牛ぎつ車しやへと身をよせた。

　この人ひと混ごみだ。一度はぐれてしまったら、車を見つけるのも追いつくのも一苦労に違ちがいない。下手をしたら迷子だ。

「今日がはじめてです。父はこういう場には興味がない人ですし、妹も幼かったですから」

　喧けん噪そうに負けじと声を張りあげて答えながら、これはこなくて正解だった、と内心頷うなずく。あののほほんとした、というか、のんびりした性格の二人では、あっという間に人波に吞まれるか弾はじかれるかで、祭の見物どころではなかっただろう。

「たしかに、俺としても好き好んできたい場所でもないがな」

　どこかのだれかのわがままのおかげでくるはめになったが。

　この騒さわがしさの中、聞こえないと思っているのか、聞こえてもかまわないと思っているのか、潜ひそめようともしない声で龍臣が言い添そえれば、牛車の前の簾すだれがすっと持ちあがった。

「──おかげで、百合ははじめて祭見物ができるでしょう？」

　扇で空けられた隙間から、笑い混じりの声が返る。

　東宮さま──とでかかった声を、百合は寸前のところで喉のどの奥へと押し戻もどした。




「明日でかけるから、準備をしておいてね」

　ことの発ほつ端たんはその一言だった。

　東宮付の女官として梨壺へ迎むかえいれられた翌日、唐とう突とつに告げられた百合は目を白黒させた。

「は？……あの、それはどういう……」

　でかけるとは、一体どこへ。準備とは、一体なにを。

　そもそも東宮とはそんな気軽にでかけられるものなのだろうか。

　次々に湧わいてでる疑問の中、なんとか問いを返した百合の胸のうちを知ってか知らずか、東宮はにこやかに続けた。

「今年は中の酉とりの日が遅おそめでよかった。祭の前に片をつけることができたからね」

「祭……」

「そう、賀か茂もの祭まつり」

　ついていけていない頭にひっかかった単語を呟けば、首しゆ肯こうが返る。

　賀茂祭とは、毎年四う月づきの第二の酉の日におこなわれている勅ちよく祭さい──帝から使者が派は遣けんされる賀か茂も神社の祭さい祀しだ。

　祭は宮中での儀ぎ式しきからはじまり、帝の使者である勅使が賀茂神社に奉ほう仕しする未み婚こんの皇女──斎さい王おうとともに下しも鴨がも、上かみ賀が茂も両神社へ参向する。

　祭に先立ち斎王の禊みそぎがおこなわれるなど、前後にはさまざまな行事があるが、なんといっても見所は参向する勅使の華か麗れいな行列だ。

　警護の列にはじまり、内蔵くら寮りようや馬め寮りようの役人、勅使の列に斎王の列と、葵あおいの葉の挿頭かざしをつけた総勢何百人という行列が、馬や牛車を連ねて内だい裏りから神社までむかうのである。

　その華はなやかな行列を見物に、通り道が人や牛車で埋うめ尽つくされるのは、都の初夏の風物詩だった。

　特に、勅使を任されるのが名高い人物ともなると、めったに見ることのできない姿をひと目見ようと人々が集まり、その混雑ぶりはひととおりではないという。

「今年の勅使は宰さい相しようの中ちゆう将じようだというから、賑やかな祭になるだろうね」

「え……!?」

　頭の中を見み透すかしたようにあげられた勅使の名に、百合は目を瞠みはった。

　宰相の中将といったら、北の方との恋こい物もの語がたりのこともあり、都では知らぬ者はないと言ってもいいほどの有名人だ。どれほどの人がつめかけるのか見当もつかない。

　そんなところへでかけようというのだろうか。東宮ともあろう人が。

「……本気、ですか？」

　つい素すの気持ちが唇くちびるから零れでて、はたと口を噤つぐむが、東宮は気にした素そ振ぶりもなく笑えみを深めた。

「もちろん。とはいっても、お忍しのび、という形になるけれど」

　いや、そういう問題ではない──と思うものの、さすがに再び口にだすような失態は犯おかさない。

「──そのような場所に出向かれては、危ないのでは……？」

　しかし、黙だまっていることもできず遠えん慮りよがちに、かつ遠回しに『止やめた方がいいのでは』と告げた百合に、東とう宮ぐうは「大だい丈じよう夫ぶ」と微笑ほほえむばかりだ。

「お忍びとはいえ、警護の者たちは連れていくから。ああ、龍臣もね」

　前まえ触ぶれもなくでたその名に、小さく鼓こ動どうが跳はねる。一方で、たしかにあの人なら市中にも慣れていそうだ、などと納なつ得とくしてしまったのが悪かった。

「そういうことだから」

　我に返った時にはすでに遅く、祭へでかけることは決定事じ項こうとなっていた。




「……お気き遣づかいはありがたいことですが、この人混みでは祭を楽しむどころではありません」

　楽しげな東宮の言葉に、百合は嘆たん息そく混じりに応じた。

　たしかに見たこともない光景に目を奪うばわれはしたが、すぐ傍そばで起こる荒あら事ごとをも目まの当たりにしてしまえば、いつそれに巻きこまれるかと気が気ではない。

　──まあ、お忍びとはいえ、身分の高い公く卿ぎようの方々も使うような車だから、よっぽど大丈夫だとは思うけど……。

　百合は傍らの檳び榔ろう毛げの車を見上げた。

　衣い裳しように格があるように、牛車にも格というものがある。上は公卿から下は中流貴族まで利用する八はち葉よう車ぐるまから、主に高貴な女性の使う糸いと毛げの車くるまなどだ。帝など皇族方が使用する車がもっとも格が高いのは言うまでもない。

　人々は、車の種類、つけられた紋もんの大きさ、飾かざりの色などから、中にのっている人物や身分を推測する。とはいえ、高位貴族がこっそり出歩く時などわざと格下の車を使うこともあれば、自らの身分より一段上の車にのりたがることもよくあるため、一いち概がいには判断できない。

　が、あきらかに高位貴族のそれとわかる車に、喧けん嘩かをふっかけてくる者はそうそういないだろう。──相手が大臣級の家でもないかぎり。

　そんな百合の心配をよそに、

「だから百合も、一いつ緒しよにこちらにのったらよかったのに」

　なんなら今からでものるかい？　と車の中からかけられた声に、ぎょっとする。

「いえっ、わたしなどは徒歩かちで十分ですから！」

　反射的に車から身を離はなして、首を大きく左右に振ふる。

　──東宮さまの車に同乗するとか、ないでしょっ……というか、無理！

　でかけ際にも、のるのらないで一ひと悶もん着ちやくあったのだ。

　東宮は気軽に一緒にのったらいいと言うが、そもそも百合の身分で傍に控ひかえるなど普ふ通つうならあり得ない。侍はべることを許されているだけでも異例なことなのだ。

　しかも、牛車の中は狭せまい。

　ごく一いつ般ぱん的な車よりは広いのかもしれないが──なにせ牛車自体が家になかったため、比ひ較かくのしようがない──それでもあんな中に男性と二人きりなど、考えただけでもかあっと顔に血がのぼる。

　それくらいなら炎えん天てん下かだろうが、人波に揉もまれようが、徒歩の方がましだ。

　というわけで百合は、纏まとった袿うちきの裾すそをひきあげて腰こしのところで紐ひもを結んで止め、むしと呼ばれる笠かさに長い薄うす物ものをつけたものを被かぶった外出姿で車につき従っていた。

「そう？」

　残念そうにおろされた簾にほっとする百合の隣となりで、まったく……と龍臣が苦い溜ため息いきだ。

「──息いき抜ぬきがしたいのはわかるが、巻きこまれるこっちの身にもなれ。祭が見たいんなら、『東宮』として堂々と見ればいいだろ」

「それだと息抜きにはならないじゃない。──ああ、そろそろかな」

　ぼやく龍臣を東宮が軽くいなすのと前後して車が止まる。どうやら見物の場所についたらしい。

　さすがにこの車と揉めるのは、とまわりが遠慮するのか、あらかじめ人をやって場所が確保してあったのか、たいした騒そう動どうもなくたどりついたことに胸をなでおろす。

　いや、ここに東宮がおられる以上、なにが起こるかわからない場で気を抜ぬくことはできないのだが……

「……わたしが気を張ったところで、できることなんてないしね」

　警護は龍臣たちに任せて自分はせいぜい祭を楽しむことにしよう、と開き直った百合は改めて周囲を見回した。

　さきほどまでは人の多さに圧あつ倒とうされるばかりだったが、おちついて見てみると祭行列とはまた違ちがう華やかさがそこにはあった。

　普ふ段だん屋や敷しきの奥に籠こもっている女性たちがこぞって見物に訪おとずれているのだろう。牛ぎつ車しやの簾すだれの下から衣ころもの袖そで口ぐちや裾をのぞかせる出いだし車も多く見かける。

「あれは『若わか菖しよう蒲ぶ』、あっちは『花はな橘たちばな』に『卯うの花はな』……」

　のぞくかさねの色目の鮮あざやかさに、この祭を楽しみにしていた人々の心が透すけて見え、こちらまで浮うかれた気分になってくる。

「濃こい蘇す芳おうから段々と淡あわい蘇芳を重ねていく『蘇芳の匂におい』に……あ、あの『萌もえ黄ぎの匂』、淡い色から濃い色へ変わっていくさまも綺き麗れいだけど、濃い萌黄と単衣ひとえの紅との対比がすごく目をひく」

「祭にきたってのに、結局見るとこはそこか」

「！」

　あれはどんな人が着ているのだろう、これはきっとまだ年若い方だろう、とつい夢中になっていた百合は、隣から聞こえた呆あきれたような、それでいて面おも白しろがるような声に、はたと指先で口を押さえた。

　──わたし、今、口にだしてた？

　今さらながらに気づき、顔が熱くなるのを感じる。

「あんなの、内裏でいくらでも目にしてるだろ」

　からかい混じりの指し摘てきが、すべて彼に聞こえていたことを伝えてくる。

「……それはそれ、これはこれです」

　百合は恥はずかしさを誤ご魔ま化かすように返しながら、赤くなっているだろう顔を背そむけた。視界を遮さえぎる薄手の帛はくを今ほどありがたいと思ったことはない。

　しかし、それすらもお見通しのように、くくっと笑った龍臣が、

「──お、きたようだな」

　遠くからわっとあがった歓かん声せいに、牛車の陰かげから軽く身をのりだす。

　百合は彼の意識がそれたことに、ほうっと息を吐はきだしながら、掌てのひらで火照ほてった頰ほおをそっと煽あおいだ。

　どうやらはじめての祭見物に思った以上に浮かれているらしい。

　──変なこと口走らないように気をつけないと。

　二度三度と深呼吸を繰くり返して胸を静めながら、近づいてくる賑にぎわいの方へと顔をむけた時だった。

「──!?」

　突とつ然ぜん、下半身に衝しよう撃げきを受け、百合はたたらを踏ふんだ。

「おいっ」

　前のめりになった身体からだを横から逞たくましい腕うでに支えられる。龍臣だ。

「なにをふらふら──」

「すみませんっ、急になにか──」

　互たがいにあげた声が、揃そろって尻しりすぼみになる。これまた揃って見下ろした先、百合の傍かたわらに小さな人ひと影かげが尻もちをつくようにして転がっていた。

　どうやら彼がぶつかってきたらしい、と気づいて百合は慌あわてて膝ひざを折った。

「大丈夫っ？　どこか怪け我がは？」

　びっくりしたように目を見開いて固まっている男の子へ声をかける。

　年のころは六つか七つくらいだろうか。仕立てのいい童わらわ水すい干かんを纏まとい、艶つやのある髪かみをひとつにくくった姿はいかにも貴族の子息という風ふ情ぜいだ。

　あたりを行き来している貴族に仕える小こ舎人どねり童わらわとはとても思えない。

　──迷子？

　親や供の者と祭見物にきてはぐれてしまったのだろうか。

　どうしたものかと戸と惑まどっていると、我に返ったらしい男の子の顔がくしゃりと歪ゆがんだ。

「ふぇ……」

　あ、泣く──と狼狽うろたえた百合の横から、さっと伸のびた腕があった。

「ったく、しょうがねえな」

　そのままひょいっと小さな身体を抱だきあげたのは、龍臣だった。装束についた土つち埃ぼこりを払はらいながら、驚おどろいたのか泣くのを止やめて再び固まった幼子の顔をのぞきこむ。

「どっか痛いのか」

　ふるふると横へ振られた首に、「なら大だい丈じよう夫ぶだ」と大きな手が乱暴にも見える手つきで頭をなでる。

「おまえ、どっからきた」

「……んない」

　心細げにあたりを見回した男の子が、ぼそりと零こぼす。その顔は再び今にも泣きだしそうだ。

「──どうかした？」

　かけられた声に視線を巡めぐらせると、車の簾の隙すき間まから東とう宮ぐうがわずかに顔をのぞかせていた。

「どうやら迷子のようです」

「迷子？　それは……」

　百合の言葉に東宮がつと眉まゆをよせた。この混雑の中で保護者を見つけだすのは困難だろう、と思っているのが手にとるようにわかる。

　まったくの同意見だ。

　そんなやりとりの間にも、男の子は「母上……」とぐずりだしていた。

「──わたし、すこしあたりを見てきます」

　人捜さがしが困難とはいえ、このままというわけにもいかない。だれかがこの子を捜しているかもしれない、と告げれば、「大丈夫？」と案ずるように問われる。

　人ひと混ごみに慣れていない自分が逆に迷子になるのでは、との気き遣づかいを百合は笑い飛ばした。

「大丈夫です。移動しているわけじゃありませんし、遠くへいくつもりは」

「俺もいこう」

　ない、と皆みなまで言う前に、横から挟はさまれた口があった。

「この子どもを抱いてれば捜してるヤツの目印になるし、こいつがうっかり人波に攫さらわれて迷子になる心配もない」

　こいつ、と顎あごで示され、百合はむっと龍臣を見上げた。

「どういう意味ですか？」

「そういう意味だが？」

　悪びれる風もなく見下ろされ、さらに言い返そうとしたところで、くすりと耳に届いた笑い声に、そうだった、とそんな場合ではないことを思いだす。

「二人でいってくるといいよ。もうすぐ行列がこのあたりにさしかかって、一層混雑するだろうからね。捜すならその前の方がいい」

　一人より二人の方が早いだろう、と至し極ごくまっとうな東宮の意見に、百合は顎をひいた。

　二人して自分が迷子になっても不思議はない、と思っているのは納なつ得とくがいかないが、人手は多い方がいいのはたしかだ。

「──では、すこしの間、失礼します」

「おまえはおとなしくしてろよ」

「うん、気をつけて」

　龍臣の軽口とも本気ともつかない言葉を流して、東宮が簾のむこうへと消える。

「いくぞ」

　まんざら冗じよう談だんでもなかったのか軽く鼻を鳴らした龍臣に促うながされ、百合は近づいてくる賑わいとは反対方向へと袖そでをあげた。

「こっちを捜しましょう。この子がぶつかってきた方向から考えると、そっちの方から駆かけてきたみたいなので」

「わかった。──今から一いつ緒しよにおまえの『母上』を捜してやるから、泣くな。見覚えのあるヤツを見かけたら教えろよ」

　歩きだした龍臣が腕に抱いた子どもに声をかける。物言いはいささか乱暴だが、小さくしゃっくりをしながら頷うなずく子の頭をなでる手つきは優やさしい。

　さきほどの様子といい、そのさまをすこしばかり意外に思いながら見上げていると、ちらっとこちらを見下ろした龍臣と薄うす物もの越ごしに目があった。

「なんだ」

「いえ……ずいぶん手慣れてらっしゃるなあ、と」

　左大臣家には今は幼い子などいなかったと記き憶おくしている。彼の異母兄である朱あけ貞さだには子があるが、左大臣家ほどの大貴族ともなればたとえ兄妹きようだいでも顔をあわせることはまれだ。住む屋や敷しきの違ちがう叔父おじと姪めいなど、相手をするどころか会う機会もほぼ皆かい無むだろう。

　どこか憮ぶ然ぜんとした面持ちの龍臣に素す直なおに答えると、ふいっと顔をそらされた。

「──ガキどもの相手をよくしてたからな」

　ぼそりとおちてきたそれに、ああ、と得心する。

　彼は左大臣邸ていにひきとられてからもよく屋敷を抜ぬけだしては市中へいっていた、と聞いてはいた。その時に培つちかわれた経験らしい。

　自分でもらしくないと思っているのだろう。ぶっきらぼうな反応が照れ隠かくしなのだと察してしまうと、笑いがこみあげてくる。

　くすり、とつい漏もらした百合を、龍臣が不ふ機き嫌げんそうに見下ろした。

「さっさと捜すぞ」

「あ、はい」

　そうだった、と百合は思いがけず知った彼の意外な一面に胸を温かくしつつ、周囲へ視線を投げた。

　母上、と言っているからには、この子は母親と祭見物にきてはぐれたのだろう。この身み形なりからしてどこかの貴族の子し弟ていなのは間ま違ちがいない。

　ならば祭の雰ふん囲い気きに浮うかれて車を飛びだしてきたか、自分たちのように車について歩いていたところを従者とはぐれたとみるべきだろう。

　そう推察し、母親というより、その人がのっているだろう女車を捜していく。

　──なんにしても、今ごろ大おお慌あわてで捜してるはず。

　いくら心配でもみだりに外へでていくこともできず、大層気を揉もんでいるだろう。この子もだが、母親のためにも早く見つけて帰してやらねばならない。

　所しよ詮せん、子どもの足だ。さほど遠くからきたわけではないはずだ。

　人波に逆らうように進みながら並んでいる車を中心に様子をうかがっていた百合は、ふと一点で目を留めた。

　隣となりをいく、自分とは別の方向へ目を走らせていた龍臣の袖をひく。

「どうした？」

「あれ……」

　いたか、と足を止めた彼に、百合はすこし先に停とまっている牛ぎつ車しやを指さした。

　牛車に従うおちつかない風ふ情ぜいの随ずい身じんたちは、一見周囲と変わりがないように見える。けれど、いよいよ近づいてきた行列に、我先にと身をのりだす人々とは逆に、彼らは忙せわしなくあたりを見回していた。

「なるほど。いってみるか」

　その様子だけでこちらの言わんとするところを悟さとったらしい龍臣は、腕うでの中の子を一いち瞥べつしたあとそちらへと足をむけた。

　だがいくらも進まないうちに、ぐずぐず鼻を鳴らしていた男の子が「あっ」と声をあげた。

　見知った顔があったのか、名らしきものを口にしながら、おろせ、とばかりに龍臣の腕の中で騒さわぎだす。

「っぶね…っ、わかったから暴れるな！」

　さきほどまでのおとなしさとはうって変わったそれに、危あやうく小さな身体からだをとりおとしそうになりながら、龍臣がなだめる。

　それが目をひいたのか、こちらに気づいた男が人々をかきわけながら駆けてくる。

　どうやら迷子騒そう動どうもこれまでらしい、と百合はほっと息をついた。

「若君！」

　息せき切って駆けつけてきた男が、顔に大きく安あん堵どを映し、こちらへ呼びかけてくる。

　じたじたと暴れるのを、龍臣がなんとかおとさず地面へおろせば、男の子はぱっと男へと飛びついた。

「若っ、ご無事でよかった！　どれだけ心配したことか」

「早く、父上のお姿を見たかったんだ」

「──それで迷子になってたら世話はない」

　二人のやりとりにぼそりと零こぼした龍臣に、男の方が思いだしたように顔をあげた。並んで立つ百合と龍臣を交こう互ごに見やり、慌てて頭をさげる。

「若君をお連れくださり、ありがとうございました。こちらは宰さい相しようの中将・源みなもとの雅まさ雪ゆきさまのご子息であられまして……その、あなたさま方は……？」

　──あ、宰相の中将さまのところの。

　男の科白せりふに混じった雅雪の名に、なるほどだからか、と得心がいく。

　おそらく行列が近づいてきたと聞いて、帝みかどの勅ちよく使しである父親の姿をいち早く目にしようと飛びだしていってしまったのだろう。

「いえ、無事に見つかってなによりでした。私は左さ兵ひよう衛えの佐すけを預かる藤ふじ原わらの龍臣。こちらはさる御お方かたにお仕えする女によう房ぼうどのです。今日はその御方の供としてこちらへ参った次し第だいです」

　百合が『宰相の中将』の一言に意識をむけている間に、春風のような、と評される爽さわやかな笑え顔がおをまとった龍臣がこちらの分までそつなく答えている。

　男は龍臣の名に、左大臣縁ゆかりの者だと気づいたらしい。『さる御方』については言げん及きゆうすることなく、「さようでしたか」と再度頭こうべを垂れた。

「そのような折に返す返す申しわけございませんでした」

「いえ、これは主あるじからの指示でもありますので……それより」

　何度も頭をさげられ居い心ごこ地ちの悪さを感じつつ、百合はいったん言葉を切って男にしがみついている男の子を見やった。

「早く若君を連れていってあげてください。北の方さまもさぞ心配されていることでしょう」

「ああ！　そうでした。北の方さまもひどく気を揉んでおられて……」

　申しわけありませんが今日のところはこれで、と男が踵きびすを返すより先に、『北の方』の一言に子どもが反応した。

「母上！」

「あっ、若！」

　迷子になったことをもう忘れたのか、ぱっと車へむかって走りだしていく幼い主に、男が慌てふためく。

「こちらのことはかまいませんから、いった方がいいでしょう。あの様子ではまた迷子になりかねませんので」

「はい、まことにあいすみません…っ」

　龍臣の促しに、男もまたこちらに背をむけると、幼い背中を追って人ひと混ごみへまぎれていく。

「……大だい丈じよう夫ぶかな」

　男の子のあの背せ丈たけでは、人の足ばかりでろくろく牛車の姿も見えていないだろう。

　見けん当とう違ちがいの方向へと走ってはいかないか、あの従者は男の子を見失ってしまわないか、と百合は爪つま先さきで伸のびあがるようにして彼らの様子をうかがう。はらはらしながら見つめていると、やがて母親がのっていると思おぼしき車のうしろの簾すだれがはらりと捲まくれあがった。

　その一いつ瞬しゆん、のぞいた人ひと影かげが、外の幼子へと腕を伸ばすのが見える。

　すぐに簾がおりてきて二人の姿は見えなくなってしまったが、どうやら無事に再会をはたすことができたようだ。

　──あんな風に人目もはばからず見つかったのを喜ばれるくらいだから、よっぽど心配してたんだろうな。

　なにはともあれよかったよかった、と百合は胸をなでおろしつつ何度も頷うなずく。

「無事に再会できて、よかったです、ね」

　にこにこと隣の龍臣を見上げれば、思いがけずこちらを見下ろしていた彼と目があう。その柔やわらかなまなざしに、どきりとする。

「あの、龍臣さま……？」

　なぜあの母子ではなく自分を見てそんな顔をしているのかと、戸と惑まどいながら呼びかけた百合に、彼はふっと口元に笑みを刻んだ。

　さきほどの作り笑いとは違う、自然と零れたようなそれに鼓こ動どうが騒がしくなっていく。

「他人ひと事ごとながら熱心なことだ、と思っただけだ。──いくぞ」

「──あ、はい」

　これ以上の長居は不要とばかりに顎あごをしゃくった龍臣に、彼の笑顔に気をとられていた百合は慌てて頷いた。

　──にしても、今のって感心されたの？　それとも呆あきれられた？

　どっちだろうと首を傾かしげつつ、龍臣を追って母子に背をむける。一歩先をいく大きな背中に遅おくれじと足を踏ふみだす。が、

「左兵衛佐さま！　お待ちくださいっ」

　うしろからかかった声に、二人は揃そろって足を止めることになった。

「この声って、さっきの宰相の中将さまのところの……」

　百合の指し摘てきに、龍臣はいかにも面めん倒どうそうに顔を顰しかめたあと、ひとつ息を吐はきだして声の方を振ふり返った。その面おもてにはすでに例の笑顔が張りついている。

　あいかわらずの変わり身の早さに感心しつつ、百合もまた再び人混みをかきわけてやってくる男を見やった。

「──はぁっ、まにあってよかった…っ」

「いかがしました？」

　肩かたで息をする男に、龍臣が今し方の不満をおくびにものぞかせずに問いかける。

「はい、北の方さまが、お二人にお礼が申しあげたい、と」

「いえ、礼を言われるほどのことではありませんから」

　わざわざ呼び止めたからにはそういうことだろうと予想していたとおりの申し出に、これまた思ったとおりの答えを龍臣が返す。

　あまりに想像どおりの展開に、思わず笑いを零しそうになった百合だったが、ふいにこちらを見た男に、え？　と瞬またたく。

「特に女房どのにおかれては、この先機会もないに違ちがいないからと仰おおせでして…」

「あ、そういえばそちらの北の方さまは、左兵衛佐さまの姉君でしたね」

　そうでなくとも公きん達だちならば夫を通じて屋や敷しきに招く、ということもできるだろうが、だれぞに仕える一いつ介かいの女房などこの先会う機会はほぼ皆かい無むと言っていいだろう。

　余計なことを……と言わんばかりの龍臣のまなざしとは逆に、男は得たりと大きく頷いた。

「はい！　ですので、ここは北の方さまの顔をたてると思って」

　お時間はとらせませんので、と百合にむかって懇こん願がんしてくる。

　龍臣よりおとしやすい、と思われているのは明白だが、無下にもしづらい。

　なにより、噂うわさの雅雪の妻がどんな人物なのか、興味がないと言えば噓うそになる。

「……龍臣さま、いいですか？」

　百合のうかがいに、龍臣は束つかの間天を仰あおいだあと、ふうっと嘆たん息そくした。

「すこしなら」

「！　もちろんです。ささ、こちらへっ」

　致いたし方なく、といった体ていで了りよう承しようした龍臣に、男は表情を明るくすると、気が変わらぬうちにと牛ぎつ車しやの方へひき返していく。

「すみません、勝手に」

　無理を言った自覚はある。

　そんな百合に龍臣は男の目がないのをいいことに、これみよがしに長嘆息をおとした。

「まったくだ。──だが、まあ、これですむんならその方が面倒がないのもたしかだ。あとであれやこれや言ってこられるよりはな」

　とっととすませて戻もどるぞ。

　そう、促うながすように背中へと添そえられた手に、ぴくりと身体からだが揺ゆらいだ。

　衣越ごしに伝わる感かん触しよくに、鼓動が駆かけだす。もう片方の腕うでで人波をかきわけるように進む龍臣に、彼が身を盾たてにしてこちらが揉もみくちゃにされるのを防いでくれているのだと気づいてしまえば、なおさらだ。

　──こんなの、ただの気き遣づかいだから…っ

　触ふれる掌てのひらに、近すぎる距きよ離りに、動どう揺ようしてしまう自分が意識しすぎなのだと、百合は必死に自らに言い聞かせる。

　それもあって、短い距離にもかかわらず、どうにか雅雪の妻のもとへとたどりついた時には、息を弾はずませているありさまだった。

「北の方さま」

　男の呼びかけに、衣きぬ擦ずれの音がして目の前の簾がかすかに持ちあがった。

「──左兵衛佐さま、女房どの、このたびはまことにありがとうございました。この子がご迷めい惑わくをおかけして……」

　そのむこうから聞こえた声に、息を整えていた百合は軽く目を瞠みはった。

　──この声……藤ふじ壺つぼの宮みやさまに似てる？

　中ちゆう宮ぐうである藤壺宮の声を聞く機会などほとんどなかったが、だからこそ似ていると感じる。双そう方ほうを聞き比べたら違うのだろうが、ぱっと耳に届いた印象がそう感じさせるのだ。

　声が似ているのなら顔も似ているのだろうか、と頭の片かた隅すみで思っていると、簾の隙すき間まからさきほどの男の子が顔をのぞかせた。

「さひょうえのすけさま、にょうぼうどの、ありがとう」

　母親を真似まねたのだろう。いかにもたどたどしい呼びかけに、自然と顔が綻ほころぶ。

　百合は目の高さをあわせるようにしゃがみこむと、小さな頭にそっと手を伸ばした。

「もうはぐれないようにしてくださいね。母上や父上に心配をかけてしまいますから」

　幼いころ妹にしていたようにその頭をなでると、軽く首を竦すくめた男の子がはにかみながら「うん」と頷いた。

「後日、改めてお礼をさせてもらいたいと思うのですが」

　従者の男から『さる御お方かたの女によう房ぼう』だと聞き及およんでいるのだろう。雅雪の妻の声に、どこの女房なのか聞いてもいいものかという躊躇ためらいがみえる。

　さすがに『さる御方』が東宮だと伝えるわけにもいかず、百合はとんでもないと頭かぶりを振った。

「いえ、そのようなことをしていただくほど、たいしたことはしておりませんので」

　こう言えば、答えられない、もしくは、答える気がないのだと察してくれるだろう。

「ええ。姉上のそのお気持ちだけで十分ですよ」

　援えん護ごするように龍臣が言い添える。

「……ですが」

　こちらの言わんとすることを察してなお、簾すだれのむこうからは躊躇う気配がする。そんな彼女へ龍臣がだめ押しするように言を継ついだ。

「ああ、行列がきたようですのでここで失礼します。我々にかまけてせっかくの義兄あに上うえの晴れ姿を見み逃のがしてしまっては元も子もないでしょう」

「父上！」

　龍臣の指摘に、表情を輝かがやかせた男の子の顔が簾の奥へとひっこむ。

　いくぞ、とすかさず龍臣に目配せされ、ここはさっさと立ち去るのが吉きちだと、百合は車にむかって一礼して踵きびすを返した。直後、

「お二人とも！」

　背中にかかった呼びかけに反射的に振りむけば、持ちあげられた簾の隙間からのぞいた女性と目があった。

「！」

「あのっ、本当にありがとう」

　垣かい間ま見みえる程度とはいえ、外に顔を晒さらすなど貴族の奥方としては普ふ通つうならあり得ない状じよう況きように驚おどろいていると、飾かざらない言葉で礼を告げられる。ついで、ぺこりとさげられた頭に、柔やわらかにきらめく髪かみがさらりと流れた。

　そのまま閉とざされた簾を、百合はしばし茫ぼう然ぜんと見つめた。

「あれが……宰さい相しようの中将さまの」

　けっして美しいとは言えない。けれど、陽光を弾はじいた淡あわい色の髪も、こちらを見つめた大きな双そう眸ぼうも、彼女を悪く見せるものではなかった。

　むけられた謝意とともに、飾らない明るい人ひと柄がらを表しているようで、かえって好感が持てた。ついでに、親近感も。

　──きっと、宰相の中将さまもあのお人柄に惹ひかれたのよね。

　そうでなくては──雅雪の誠実さも当然あるにしても──今もって妻が彼女一人だけということはないはずだ。逆に、見目形ばかりよくても性格に難があれば、男側に倦けん厭えんされ、早々に通われなくなるというのはよく聞く話だった。

　──撫子なでしこにもお二人みたいないい縁えんを見つけないと。

　姉莫ば迦かだと言われようが、撫子は見目形はもちろん、性格だって悪くはない。むしろ、悪い男に騙だまされないよう目を光らせていないといけないくらいだ。

　ここのところの騒そう動どうでそれどころではなくなっていたが、改めて後宮へきた目的の一いつ端たんを思いだした百合は、よし、と気合いをいれ直した。

「──おい」

　そこへ呆あきれたような声とともに、横から笠かさを小こ突づかれる。

「ぼさっとしてないで戻るぞ」

　咎とがめるまなざしに、そういえば、とさっさと退散しようとしていたことを思いだす。

　再び背を押され──今度はかばうというより、急せきたてるという方がしっくりくる──あたふたと足を動かしながら、百合は目だけで隣となりの顔を見上げた。

「──あんまり、似てないんですね」

　つい零こぼれたそれに、龍臣が軽く鼻を鳴らす。

「異母兄弟なんて、そんなもんだろ。兄弟なら似てるとはかぎらない」

「そう、ですか？　左さ大だい将しようさまとは似た面おも影かげがありますけど」

　持っている雰ふん囲い気きの違いか、年の差か、似ていないようにも思えるが、よく見れば二人は兄弟だとわかる顔立ちをしている。

　その指し摘てきに龍臣があからさまに顔を顰しかめた。

「冗じよう談だんはやめろ」

　いかにも嫌いやそうな様子に、百合は忍しのび笑いを漏もらした。

　本当に嫌きらっているわけではないのだろう。けれど、実力を認めることと、兄として尊敬することは、また別の問題のようだ。

　気づかれないようにしたつもりだったが、どうやら笑っていることが気配で伝わってしまったらしい。

　龍臣が顔をそむけ、小さく舌打ちした。

「──急ぐぞ」

　しかし、下手になにか言えば藪やぶ蛇へびになると思ったのか、短く告げると背を押す手にぐっと力がこもった。百合もまた、促されるままに歩調を速めた。

　さきほど龍臣も言ったように、祭行列の先頭がもうそこまで迫せまっている。せっかくここまで出向いたのだから楽しみたい。

　──宰相の中将さまの晴れ姿もしっかり拝見しないとね。

　急いだ甲か斐いもあり、先頭集団が牛ぎつ車しやの前を連なってよぎっていくころ、百合たちは東宮のもとへと戻ってきた。

「今戻った」

　龍臣が車の横を軽く叩たたいて声をかける。待ちかねていたのか、すぐに簾が持ちあがった。

「お帰り。無事に見つかった？」

「ああ。宰相の中将さまのところの子息だった」

「そう、宰相の中将の……せっかく彼の晴れ舞ぶ台たいを見にきたんだ、まにあってよかった。ご苦労さま──百合もね」

　周囲の喧けん噪そうを縫ぬって届いた労ねぎらいに、

「まったくだ」

「いえ、自分から言いだしたことですから」

　龍臣と百合、正反対の答えが被かぶる。

　どちらからともなく顔を見合わせた二人へ、くすり、と笑いがおちた。

「羨うらやましいね、仲がよくて」

「なっ!?」

　からかうような物言いに、今のどこがそう見えたのかと言葉を失っていると、「ああ、ほら」と簾の隙間からすっと扇おうぎがあがった。

「御ご幣へい物もつが運ばれてきたから、宰相の中将もそろそろではないかな」

「え？」

　つられるように通りへ目を戻もどせば、御ご幣へい櫃びつを担かついだ男たちが通過していくところだった。ちなみに、御幣物とは帝みかどから神社へ奉ほう納のうされる品のことだ。

　はじめての百合にはわからなかったが、これが運ばれてきたということは宰相の中将も近づいてきているということらしい。

　それは見過ごせないと、続く行列のうしろの方へ目を凝こらしながら、話がそれたことにどこかほっとしている自分に気づく。

　仲がいい、と言われて、なぜ動どう揺ようしたのかなど、考えない方がいい。

　東宮にしても、からかっただけなのか、ほかに意図があったのかさだかではないが、蒸むし返さない方が賢けん明めいだ。なにせ、龍臣だけ名を呼ぶのはずるい、自分も『高たか良ら』と呼んでほしいと言われたのは、数日前のことなのだから。

　その時、わあっ、と一ひと際きわ大きな歓かん声せいがあがった。

　見るともなしに眺ながめるだけになっていた百合は、はっと行列に意識を戻した。

　徐じよ々じよに馬ば影えいが近づいてくるのがわかる。周囲の盛りあがりからして、あの馬にのっているのが勅ちよく使しである宰相の中将だろう。

「わぁ……」

　はっきりと見えてきた姿に、百合は感かん嘆たんの声をあげた。

　葵あおいの飾りをつけた青毛の馬にまたがる宰相の中将は黒い袍ほうを纏まとい、凜りんと前を見み据すえている。あいかわらずその顔は『銀しろがね』にふさわしい冷ややかさだったが、今は彼の姿を威い風ふう堂どう々どうとみせるのに一役買っていた。

　ゆっくりと目の前を通りすぎていく宰相の中将の騎き馬ば姿を、百合は瞬まばたきも忘れて目で追う。

　やがて、それが完全なうしろ姿になったころ、ほう……と溜ため息いきを零した。

「──ああいう男がいいのか」

「え？」

　ふいによこされた言葉に隣を仰あおぐと、龍臣がじっとこちらを見下ろしていた。

「いやに熱心に見つめてたな」

「見つめてたって……」

　一いつ瞬しゆんからかわれているのかとむっとしかけるが、にしては表情が動かない。なにかを探さぐるようなまなざしに百合は戸と惑まどい気味に瞬いた。

「いいっていうか……素す敵てきだなって。まるで、絵巻物の中から抜ぬけでてきたようなお姿でしたから」
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「──それがいいってことだろうが」

　眉まゆをよせた龍臣に、うーん、と唸うなる。

「たしかにそうなんですけど、そうじゃなくて……こう、素敵な物語を眺めているような気分なんです。現実味がないというか」

　わかります？　と首を傾かしげるが、物語そのものを読まないのか好まないのか、彼の眉根はよったままだ。

「そりゃあ、ああいう方が妹と縁を結んでくれたらいいな、とは思いますけど。さすがにそこまで高望みはしてません」

「──妹？」

「はい、とはいっても裳も着ぎもまだなんですけどね。でも、父はあてにはなりませんから、わたしがどうにかしないと」

　だから今から色々と目星をつけておかないと、と百合が一人頷うなずいていると、ふっ、と笑うような吐と息いきがおちてきた。

「龍臣さま？」

　ん？　と再び隣へ目をやれば、彼はなにかをこらえるように片手で口元を押さえていた。さきほどまでよっていた眉み間けんは開かれ、掌てのひらの上からのぞく目が笑っているところからすると、やはり今のは笑いだったらしい。

　笑い事ではない、とこちらの咎めるまなざしに気づいたのだろう。

　龍臣はひとつ咳せき払ばらいをすると、しかつめらしく顎あごをひいた。

「そうだな、なにごとも情報収集と準備は大事だ」

「……」

　あからさまな誤ご魔ま化かしに胡う乱ろんげに見つめていると、笠を小突かれた。

「ほら、婿むこ候補を探すんだろ。見知ってるヤツならどういうヤツか教えてやるぞ」

「別に、それが目的というわけでは……」

　そんなやりとりに隣の車からはくすくすと笑い声が漏れ聞こえてくる。

「ほらほら二人とも。次は斎さい王おうがとおられるんだから、そのあたりでね」

　途と切ぎれることなく長い祭行列が続く中、東とう宮ぐうと龍臣の言動に振ふり回されつつも、百合ははじめての賀茂祭見物を楽しんだのだった。







　長い祭行列が通りすぎてしまうと、今日のところは終わりとなる。

　このあと還かえり立だちと呼ばれる儀ぎ式しきがあり、神社での祭さい祀しを終えた勅使たちが宮中へ参上する行列が戻ってくるが、明日の話だ。

　見物を終えた百合たちもあとは内だい裏りへ帰るだけ──なのだが、口で言うほど簡単なことではなかった。

　なにせ、これだけの物見車と見物人たちがいっせいに帰き途とにつくのだ。

　我先にと車を動かそうとする者もいれば、しばらく待とうとする者もいる。必然的に、押すな押すなの騒さわぎになるのは祭の前と変わらない。

「……もしかしたら、もっとひどいかも」

　急ぐ車の進路を動かない車が塞ふさぎ、随ずい身じん同士の争いになっているのを見つめながら、百合はそんな感想を零こぼした。

　はじまる前も混雑していたが一挙につめかけたわけではない。終わったあとの方が収しゆう拾しゆうがつかないのはあたりまえかもしれない。

「これはいつになったら動けるかわからんな」

「別に急ぐ必要もない。動けるようになるまで待っていたらいいよ」

　うんざりしたような龍臣に、東宮がおっとりと声をかける。

「おまえはそこにいるだけだから、かまわないだろうよ。明日はもうごめんだぞ、俺は」

「はは、さすがに二日続けてお忍しのびで梨壺を空けるような真似まねはしないよ」

　横で二人の会話を聞きつつ、百合は密ひそかに胸をなでおろした。

　はじめての祭見物はちょっとした不ふ慮りよの出来事もあったが、楽しむことができた。

　しかしながら、強い日差しの中、これだけの人ひと混ごみに揉もまれるのにはさすがに閉口する。慣れていない分なおさらだ。

　還立にも興味がないわけではないが、二日続けてというのは龍臣でなくとも遠えん慮りよしたかった。

　心配していた喧けん嘩かを売ってくる者も、いかにも身分ありげなこの車相手にはどうやらいなそうだ。ここは無理に動くより、東宮の言うとおり待った方が無難だろう。

　それこそいつになるかわからないが……と蠢うごめく人波を眺めていた百合は、

「どこを見て歩いてる!?」

　聞こえてきた怒ど号ごうにつられるように視線をむけた。と、ぶつかった拍ひよう子しによろけたのか、垂れ衣ぎぬ姿の女性が地面に膝ひざをつくところだった。

「あっ！」

　百合はとっさに駆かけだしていた。

「！　おいっ」

　うしろであがった制止を背で聞いて、人混みをかきわけていく。

　あちこちであがる文句に「すみません！」と声を投げつつ、自身も揉みくちゃにされながら、なんとか倒たおれた女性のもとへといきついた。

「大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　傍かたわらに膝を折り、起きあがるのに手を貸す。

「……ありが、とう」

　なんとか、という風ふ情ぜいで上体を起こした女性は、こちらに礼を言ったあと、はっとしたようにあたりを見回した。

「あ……」

　そして一点で目を留める。

　彼女の視線の先を目で追うと、そこには群衆に踏ふみしだかれ、もはや残ざん骸がいとしか言いようのない木もく片へんが散らばっていた。

「──大事なものだったんですか？」

「ええ……いいえ、あれはいいの」

　ゆるゆると頭かぶりを振った女性が、支えていた百合の腕うでを縋すがるように摑つかんだ。

「ああ…っ、だけど、どうしたら……！」

「あの、一体──」

　静かにとり乱す彼女にとりあえず事情を聞こうと再度声をかければ、自分の手が握にぎり締しめているのが他人の衣ころもだと気づいたように、女性がゆっくりと顔をあげた。

　拍子に乱れた薄うす衣ぎぬの隙すき間まからのぞいた女性の顔に、百合はぎょっと息を吞のんだ。

　──え……どうして、この人が……!?

　凝ぎよう然ぜんと目を見開き、しばしの間見つめあう。

「……三さん位みの局つぼね、さま？」

「え……？」

　百合の口から零れた呼びかけに、『三位局』と同じ顔をした女性が、不思議そうに瞬またたいた。かと思うと、こちらを見ていたはずの焦しよう点てんが揺ゆらぎ、ふっと瞼まぶたがおちる。

　どうしたのかと思う間もなく、支えていた手にずしりと重みがかかった。

「ちょっ……え、待って、噓うそでしょ？」

　支えきれず尻しりもちをつきながら、百合は意識を失ってしまった腕の中の女性を茫ぼう然ぜんと見下ろした。
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　どうしたらいいのかと途と方ほうに暮れながら、百合は目まぐるしく考えを巡めぐらせた。

「……とりあえず、こんなところに座りこんでるわけにはいかないから、どうにかしないと」

　だが、女性といえど人一人の重みを抱かかえられるほどの力はない。まずは助けを呼ばなければならないが、周囲の人々は座りこんだこちらを邪じや魔まそうに避よけていくばかりだ。

「そういえば、この人の連れは？」

　きょろきょろとあたりを見回すが、それらしい姿はなかった。しかし、さきほどの雅雪の息むす子こ同様、けして供もつけずに出歩くような身分の格好には見えない。

「──というか、この方、だれなの？」

　百合は腕の中の女性を改めて見下ろした。

　自分と同じ垂れ衣姿だが、身につけているのは染めも織りも上等な絹だ。今は乱れているが背でひとつにまとめられた髪かみは黒く艶つややかで、手入れがいき届いているのがわかる。

　くったりと投げだされた荒あれたところのない白い繊せん手しゆは、それだけで彼女の身分を物語っていた。

「なにより、この顔……」

「百合！」

　到とう底てい、彼と無関係だとは思えない、と今まさに思い浮うかべた人物の声が聞こえ、百合ははっと首を巡らせた。

「龍臣さま！」

「おまえっ、なにをして──」

「ちょうどよかった！　すみません、手を貸してください！」

　険しい顔でむかってくる龍臣の言を遮さえぎって助けを求める。

　ぐっと眉み間けんをよせた龍臣が、ずかずかと歩みよってくる。そうして百合の抱えている人ひと影かげに、片かた眉まゆをあげた。

「どうしたんだ、これは」

「わからないんです。転んだところへ手を貸したら、急に意識を失ってしまって……多分、この熱気と人混みにあてられたんだと思うんですけど」

「おまえは……」

　はあ、と龍臣が重い息を吐はく。

「どうしてそう、次から次へと」

　呆あきれたように言われても、自分が悪いわけではない。それにこれは彼にも関係あることのはずだ。

「龍臣さま」

「──なんだ」

　低く呼びかけた百合に、なにかを感じたように龍臣がこちらを見る。目顔で女性の顔を示せば、そちらへと視線を転じ──乱れた薄衣から垣かい間ま見みえるその面おも差ざしに、くっと目を瞠みはった。

「これ、は……」

「お心あたりは？」

　百合の問いには答えず、龍臣はぐるりとあたりを一いち瞥べつしたあと、むかい側へ回り、片膝をついた。意識のない女性の膝裏と背へ腕をさしいれると、もたれかかっていた百合からぐったりした身体からだを抱だきとる。

　そうして立ちあがる寸前、

「──おそらく、俺の異母姉あねだ」

　こちらに顔をよせ、耳元で囁ささやかれた正体に、息を吞んだ。

　──龍臣さまの、姉君……。

　驚おどろくと同時に、道理で、と腑ふにおちる。

　姉だという女性を抱えて立ちあがった龍臣が、「いくぞ」と顎あごをしゃくった。

　座りこんだままだった百合は、慌あわてて立ちあがった。さっと衣についた砂すな埃ぼこりを払はらうと、

「あっ、待ってください」

　一足先に歩きだそうとしていた龍臣を呼び止めた。どうかしたのかと首だけで振ふりむいた彼の前へと回りこむ。

　女性の捲めくれたままの垂れ衣ぎぬをすばやく整え顔が見えないようにすると、裾すその乱れも直すついでに軽く砂を払った。

「お待たせしました。いきましょう」

「……すまん」

「？　なにがですか？」

　唐とう突とつによこされた礼に、百合は双そう眸ぼうをしばたかせた。

「いや、なんでもない」

　しかし、龍臣は頭を振ると今度こそ歩きだす。

　百合も首を傾かしげつつ、小走りにあとを追いかける。「あの」とやや躊躇ためらいがちに、斜ななめ前をいく顔を見上げた。

「さっき、『おそらく』と言われましたけど……」

「あぁ、見たことがないからな」

　あっさり頷うなずいた龍臣に、えっ、と驚いたのは百合の方だった。

「会われたことがないんですか!?　姉弟きようだいなのに？」

「そんなもんだろ、異性の兄弟なんてのは」

　母親が違ちがえばなおさらだ、となんでもないことのように続ける彼に、大貴族の家庭事情を垣間見る。

　──そっか……普ふ通つうは親兄弟といえど、異性と御簾みすや几き帳ちようなしで会ったりしないんだ。

　母親が違えば同じ屋や敷しきの中でも住む対の屋が違う。母も屋やを挟はさんで西と東にわかれていることだってあり得るのだ。顔を見るどころか、会ったことがなくても不思議はないのだろう。

　敷地だけはやたら広いが、ほとんど使用人がいないために、よほどのことがないかぎり毎日顔をあわせていた自分の家とは違うのだ。

　それも寂さびしい、と眉び宇うを曇くもらせた百合は、あれ？　と龍臣と姉だと思われる人物を交こう互ごに見やった。

「会われたこともないのに、どうして姉君だってわかるんですか？　たしかに顔はそっくりですけど」

「こんな格好をしてるのは、都広しといえどあの異母姉くらいだ」

「格好？」

　呆れたように腕の中を見下ろした龍臣に、百合もまた視線をおとした。

　ものは上等だが一いつ般ぱん的な外出着だ。『こんな』と言われるほどの……と思ったところで、あれ、と袿うちきの柄がらに目を留めた。

「これは、鳥とり襷だすき文もん？」

　鳥襷文とは、四羽の尾お長なが鳥を背中合わせにし、斜め格こう子し状に連結させた織り文様の一種だ。主に男性がはく指さし貫ぬきに用いられる文様だが、それが袿に織りこまれている。

　なにか特別な謂いわれでもあるのかと不思議に思っていると、詳くわしく説明するつもりがないのか、「それに」と龍臣が続けた。

「……よく似てる、と家のヤツらが噂うわさしてるのを聞いたことがあるからな」

　どこか苦さの滲にじむ物言いに、百合の眉宇が再び曇った。

　今の彼の声を聞くだけで、左大臣家が龍臣にとって居い心ごこ地ちのいい場所とは言いがたいのが伝わってくる。

　突とつ然ぜん連れてこられたよその女の子どもなど、北の方にとったらいい思いはないだろう。それは女によう房ぼうたちも同じはずだ。あからさまに冷れい遇ぐうされはしなくても、子どもながらに歓かん迎げいされていない、というのは感じるものだろう。

　幼いころから左大臣邸ていを抜ぬけだしていたという話だが、それも致いたし方ないと思えた。

　だが、詳しいことも知らない自分がわかったような顔をするのは失礼だろうと、百合は曇りを払うように龍臣の前へでた。

「先にいって、東とう宮ぐうさまに事情をお知らせしてきます」

　言い置いて、東宮の待つ車へと足を速めた。

　そうして、一足先に車のもとへ戻もどった百合が、東宮へと声をかけようとした時、

「なにかあった？」

　逆に中から問われる。

　見えているのか、というようなそれに思わず声を吞のんで首しゆ肯こうした百合だったが、これではわかるわけがないと慌てて口を開き直した。

「はい。むこうで人に押されて女の方が倒たおれていたのですが……どうやら、その方が龍臣さまの姉君らしい、と」

「姉？　龍臣の？」

　さすがに驚いたらしい東宮が、簾すだれを腕うでで押しあげ、軽く身をのりだすようにして顔をのぞかせた。

「左大臣家の姫ひめが、こんなところに？」

「はい。外出姿でお一人でした」

「一人？　左大臣家の人間は……」

「いなかった」

　東宮の疑念に百合が答えるより早く、龍臣の声が届く。

「まわりを確かく認にんしたが、それらしい車もない」

「だとしたら、本当に一人で？」

「わからん。それより問題は──」

　車のもとへと戻ってきた彼は一度言葉を切ると、嘆たん息そく混じりに腕の中を見下ろした。

「こいつをどうするか、ってことだ」

「それは……」

　たしかに、と頷く。彼女がだれなのか、どうしてこんなところに供もつけずにいるのか、ということばかりに気をとられ、この後のことを考えていなかった。

「こいつが本当に『異母姉』なら家に連れて帰ればすむことだが……」

「だめなんですか？」

　それが一番手っ取り早い方法だろうと龍臣を見やれば、首を左右に振られた。

「確証がない。万が一違った場合、厄やつ介かいなことになる」

　たしかに、彼が左大臣家と無関係──とは思えないが──な女性を連れ帰ったら、どこかの姫を攫さらってきたと思われそうだ。

「──いや、君の姉君であっても厄介なことになるんじゃないかな。私が送り届けたということになると、ね」

　いくらなんでも左大臣家まで抱かかえていくわけにはいかないだろう、という東宮の指し摘てきに龍臣が苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情になる。

「そう、ですよね」

　東宮の言い分も一理あった。

　彼女を運ぶためには、どちらにしろ車の助けが必要になる。仮に東宮の車に同乗させてもらって左大臣家に送り届けたとしたら、すわなにごとか、と大おお騒さわぎになるだろう。

「だからといって、正体を明かさず送り届けるだけ届けるだなんて、できそうにないですし」

　必ず家人に止められる。むこうは関白左大臣だ。なんの遠えん慮りよもなしにどういうことか追つい及きゆうしてくるだろう。下手をしたら拐かどわかしの犯人扱あつかいだ。

「……しようがないね。一度、梨壺へ連れていこう」

「！　身元不明の者を内だい裏りに連れこむ気か!?　しかも、いかにも訳ありをっ」

　東宮の判断に、龍臣が食ってかかる。

　しかし、怯ひるむ東宮でもなかった。

「君が姉だと思うのなら、おそらく間違いはないよ。あとは目覚めてからその姫に直接聞いたらいい」

　君が一いつ緒しよにいるんだ、危険なことなどないだろう？

　そう、簾の隙すき間まからにっこりと微笑ほほえんだ東宮に、龍臣が苦々しげに舌打ちした。

「ほらほら。いつまでもこんなところで女によ人にんを抱えていたら、余計な耳じ目もくを集めるだけだよ」

　促うながすように、東宮が一層簾を持ちあげてみせる。

「……どうなっても、俺は知らんからな」

「うん、どうにかしてくれるとわかっているから。──ほら、百合も手伝って」

「あ、はいっ」

　しかして、いかにも訳ありげな、龍臣曰いわく『異母姉』は、密ひそかに梨壺へと連れ帰られることとなった。
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　う……と身み動じろいでぼんやりと目を開けた女性に気づき、百合は彼女の顔をのぞきこんだ。

「起きられましたか？」

「……あな、たは」

　ぼうっとこちらを見つめた彼女に、安心させるように微笑みを浮うかべる。

「わたしは百合と申します。祭のところでお会いしたのを覚えていらっしゃいませんか？」

「まつり……」

　まだ意識がはっきりしないのか、ぽつりと呟つぶやいた女性は、数すう拍はくの沈ちん黙もくのあと、はっと目を見開いた。

「──なくては…っ」

　かと思うと、なにごとかを口走りながら急に身体からだを起こそうとし、目め眩まいでもしたのか、頭を枕まくらへ戻した。

「大だい丈じよう夫ぶですかっ？　倒れられたんですから、急に起きあがるのは無理です」

「──倒れた？　わたくしが？」

「ええ。どなたかとぶつかって地面に倒れられたあと、そのまま意識をなくされて」

　それでもなんとか起きあがろうとする彼女に手を貸し、背中を支えて抱だき起こす。

「……ああ、そういえば」

　目眩をこらえるのか、あの時のことを思いだそうとしているのか、瞼まぶたを閉じて息を吐はいた女性の面おもてを百合はのぞきこんだ。

「大丈夫ですか？　どこか痛かったり、具合が悪いようなことは？」

「ええ、ありがとう。すこし、頭がくらくらするだけだから。それよりも、ここは……？」

　そろりと瞼をあげてあたりへ首を巡めぐらせた彼女の問いに、なんと答えたものかと悩なやむ。

　──梨壺だって、言っちゃっていいのかな？　それより、まずはこの人の身元をたしかめるべき？

　さて、どうしよう……と考えていると、

「──百合？　目を覚ましたの？」

　見計らったように御簾みすのむこうから声がかかった。東宮だ。

　百合はこれ幸いとあとを託たくすことにして、はい、と返事を投げる。

「今、起きられました」

「そう。──入るよ」

　一言断るなり、御簾を潜くぐり抜ける気配がした。

　几き帳ちように囲われているとはいえ、見知らぬ人物の登場に顔と身体をこわばらせた女性に、「わたしのお仕えしているお方です」と小さく囁ささやく。

　二人分の衣きぬ擦ずれの音が聞こえ、几帳のむこうに座したのがわかった。

「気分はどうです？」

　かけられた声に、女性が戸と惑まどいがちにこちらを見る。おそらく身内以外の男性と直接言葉を交かわしたことなどないのだろう。

　──うーん、こういう表情とかは『三さん位みの局つぼね』には見えないんだけどなぁ。

「すこし目眩がされるようですが、それ以外にはこれといった不調は感じておられないようです」

　百合は内心別のことを考えつつ、見知らぬ場所でいきなりというのは酷こくだろうと、代わって答える。

　そのあたりは東とう宮ぐうも察しているのか、「それはよかった」と特に不快に感じている様子はない。

「百合、今の状じよう況きようをどこまでお伝えした？」

「いえ、目覚められたばかりなので、ほとんどなにも」

　だからお願いしますね、という気持ちをこめて返した百合に、苦く笑しようした東宮が見えるようだった。

「そう……なら、私のことから伝えないといけないね。──そうだな、ここは梨壺だ、と告げればわかってもらえるかな？」

「梨壺……？」

　怪け訝げんそうに呟いた女性が、次の瞬しゆん間かんひゅっと息を吞のんだ。

「まさか……東宮、さま？」

　信じがたいとばかりに彼女の口から零こぼれたそれに、わかるわかる、と傍かたわらで小さく頷うなずく。意識を失って目覚めたら東宮の御ご所しよにいるなど、だれも夢にも思わないはずだ。

「いかにも。そういう貴女あなたは？」

　軽く肯こう定ていした東宮に逆に問われ、しばし茫ぼう然ぜんとしていた女性は、我に返ったように起きあがったままだった体勢から居住まいを正した。

「このたびは、大変ご迷めい惑わくをおかけいたしました。わたくしは──」

　言い止さして生まれた間に、躊躇ためらいが見える。が、意を決したように彼女は再び唇くちびるを開いた。

「関白左大臣の女むすめ、雅まさ子こと申します」

　あげられた名乗りに、ああやっぱり、と自分たちの推測が間違っていなかったことを知る。
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　几帳のむこうの二人も同じなのだろう。束つかの間の沈黙のあと、ふっと息がおとされた。

「──だそうだよ、龍臣」

　続いた、傍そばにいるのだろう彼への言葉に、返ったのはやはり溜ため息いきだった。

「あんなところで、なにをされておいでです、姉上」

「龍臣？　姉上？」

　ここではじめて聞こえてきた龍臣の声に、女性、もとい、雅子は双そう眸ぼうをしばたかせたあと、ゆっくりと目を見開いた。

「──まさか、あなた、西の対の……」

「ええ、その『龍臣』ですよ」

　雅子の言わんとするところを察した龍臣が肯定を返す。

「まあっ、このような場所で会うことになるだなんて」

「ですから、それはこちらの科白せりふです」

　たしかに家でも会ったことのない兄弟と、よりにもよって内だい裏りで出くわせば驚おどろきもするだろう。しかし、それもこれも龍臣が言うように雅子が『あんなところ』にいたからだ。

　龍臣からよこされた呆あきれ混じりの吐と息いきに気づいたのだろう。雅子がきまり悪げに身動ぐ。

「それで？　どのような故ゆえがあって、あのような場所に？　供はどうされたのです？」

「供は……」

　異母弟の遠慮のない問いかけに、雅子は逃にげ道を探すように視線をさまよわせ──傍らに控ひかえた百合の存在を思いだしたのか、手元へ目をおとした。

「供は、いないわ」

「いない？　どういうことです？」

「だってわたくし、家出をしてきたんですもの」

「家出!?」

「家出だとっ？」

　ここまできたら、と開き直ったのか、覚かく悟ごを決めたのか、決然と顔をあげて宣言した雅子に、百合はつい声をあげていた。

　同じように几帳のむこうであがった龍臣の叫さけびとともに空気を震ふるわせる。

「そうよ。だから供もいないし、わたくしがどこへいったのかを知っている者もいないわ」

　続く言葉をなくした百合は、啞あ然ぜんと『三位局』とよく似た表情になった雅子の横顔を凝ぎよう視しした。

　──左大臣家の姫ひめが家出って……。

　信じがたい行動力に、顔がん貌ぼうばかりでなく、こういうところも異母弟たつおみと似ているのかもしれないと思う。

　呆あつ気けにとられる一同の中で、いち早く立ち直ったのは東宮だった。

「それはそれは……左大臣家の姫君が家出とは、一体またどうして？」

　当然の質問は自分も知りたいところで、百合は身をのりださんばかりにして雅子を見つめた。

「それは……」

　言いづらそうに口を開いた雅子だったが、すぐに唇を嚙かむようにして閉とざしてしまう。

　その横顔に憤いきどおりとともに焦あせりにも似た色がよぎり、百合は内心首を傾かしげた。

　──そういえば、意識を失う前も目を覚ました直後も、焦ってるっていうか、とり乱した感じだったような？

　一体、なにが彼女をそこまで──家出にまで駆かりたてたのだろうか。

　だれもが雅子の言葉を待つ沈ちん黙もくの中、当の彼女は気持ちを鎮しずめるように目を閉じて細く息をついた。

「……父に、意に染まぬことを命じられて」

「意に染まぬこと？」

　それはなんだ、と問うように繰くり返した龍臣に、雅子は「ええ」とあいづちを返した。

「到とう底てい受けいれることなどできず、祭の騒さわぎに乗じて屋や敷しきを抜ぬけだし、兄の屋敷へむかう途と中ちゆうだったのですが……」

　だが、『意に染まぬこと』について語る気はないらしく、淡たん々たんとことのあらましを説明した。

「兄、というと左大将？　彼の屋敷にむかう途中で、迷ったということ？　貴女のいた場所は左大将の屋敷がある場所とは離はなれていたけれど」

　今のところ理由について追つい及きゆうする気はないのか、子細を確かく認にんする東宮に「はい」と答え、雅子は項うな垂だれるように視線をさげた。

　その手がきつく衣ころもを握にぎり締しめていることに気づき、百合はそっと手を伸のばした。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　のぞきこむようにして囁けば、はっとこちらを見た張りつめた顔が、ゆるゆると弱々しい微笑ほほえみに変わった。

「ええ。ごめんなさい、迷惑をかけて」

「そのようなことは。けれど、具合がよくないなら無理をされない方が……」

　顔色があまりよくない、と百合が指し摘てきする声が几帳のむこうにも聞こえたのだろう。

「いえ、だいじょう」

「そうだね。倒たおれたばかりだ、無理はしない方がいい。とりあえず左大将にはこちらから連れん絡らくをとろう。幸い、龍臣もいることだしね」

　大丈夫、と言いかけた雅子を遮さえぎって、東宮が労いたわるように声をかける。

「それまで休んでいくといい。──ああ、心配しなくても左大臣に報しらせたりはしないから」

　龍臣もね、と彼への口止めも兼かねた東宮の言葉に、慌あわてたのは雅子だった。

「そんな…っ、これ以上ご迷惑をおかけするわけには」

「迷惑をかけていると思うのなら、ここでおとなしくしていてください。こうなったら、ひとつやふたつ厄やつ介かい事が増えたところで変わりありません」

　今にも「でていく」と言いだしそうな雅子を、龍臣がぴしゃりと抑おさえつける。

　そう言われてしまえば雅子としても押し黙だまるしかない。

　初対面の姉弟きようだいの間に流れた気まずい空気に、まあまあ、と東とう宮ぐうが割ってはいった。

「龍臣の言い方はどうかと思うけれど、一理ある。貴女が今すぐここを辞すと言うのなら、こちらとしても供をつけないわけにはいかない。また迷子になられても困るからね。それなら迎むかえがくるまでここで過ごすのも変わらないと思うよ」

　祭のこともあるから今日明日というわけにはいかないかもしれないけれど、なるべく早めに左大将にはきてもらうようにしよう。

　結局、この鶴東宮の一声で、朱貞が迎えにくるまでの間、雅子は梨壺に滞たい在ざいすることになった。







　翌あくる朝、雅子の着き替がえを手伝った百合は、装束の形を整えて、よし、と頷いた。

「よくお似合いです」

　緑の濃こい色に淡あわい色、間に白をさし挟はさみ、さらに紅梅の濃い淡いを重ね、白いすずしの単衣ひとえへと移りゆく、初夏の装いである『菖しよう蒲ぶ』のかさねは、『三さん位みの局つぼね』に似ている雅子にはお世辞ではなく似合っていた。

　──なにしろ、『三位局』用に用意されてたものだしね。

　砂すな埃ぼこりにまみれた昨日の装束をそのまま着てもらうわけにもいかず、かといってほとんど着の身着のままで家をでてきた雅子は着替えなど用意していなかった。

　自分のものを貸そうとした百合だったが、『三位局』が使用していたものが残っているのでは？　と思いたち、東宮の乳母めのとであるあこに尋たずねたところ、案の定だったというわけだ。

「ありがとう。でも、よろしいの？」

「はい──というか、お古で申しわけありませんけど」

「それこそ、そんなこと……こちらが迷めい惑わくをかけているのだから」

　穏おだやかに頭かぶりを振ふった雅子に、内心ほっとする。

　自分が実際に見知っている大貴族の娘むすめが、以前の主あるじである元桐きり壺つぼの御み息やす所どころの香子だけだったため、彼女のような自己中心的な性格だったらどうしようかと思っていたのだ。

　──まあ、家出してくるような方なんだから、普ふ通つうの貴族の姫君とも違ちがうと思うけど。

　方向性が違うが、我が強い、という意味では似たようなものだろう。

　普通がわからなくなってきた、と密ひそかに苦く笑しようしつつ、百合は今度は櫛くしを手にとった。

「御お髪ぐしを整えましょう」

　そう鏡の前へと促うながせば、雅子は素す直なおに腰こしをおろした。

　百合は背後に回ると、豊かな黒くろ髪かみへと丁てい寧ねいに櫛をいれていった。

「左大将さまは本日のお務めが終わり次し第だい、こちらへいらしてくださるそうですよ」

　よかったですね、と東宮から聞いていた報せを告げるが、「ええ」と鏡越ごしに微笑んだ彼女の顔は晴れない。

　よほど左大臣から命じられたことが、意に染まぬことだったのだろうか。

　──でも、たしかに家出して左大将さまのところへいったからって、解決する問題じゃないんだろうし。

　反はん抗こうの意思は示せるだろうが、それで父親の命がなかったことになるかは、また別問題だ。

　憂うれい顔が気にはなるが、触ふれられたくないと彼女が思っていることに首を突つっこむわけにもいかない。

　百合はもやもやしたものを抱かかえつつも、念入りに髪を梳くしけずったあと、ひとつに結ゆった。

「はい、できました」

「ごめんなさい。わたくしに仕えているわけでもないのに、こんなことまでさせてしまって」

「いえ、家にいたころはよく妹の髪をこうして梳すいていたので、」

　なんだか懐なつかしかったです、と続けようとしたところで、ふいに聞こえてきたバサバサッという音に百合は言葉を切った。

「──羽音？」

　使った道具を片付けていた手元から顔をあげ、音が聞こえたと思おぼしき庭へと視線をむける。

　しかし、普ふ段だん見かける雀すずめやなにかにしては、羽ばたく音がやけに大きい気がした。

「どこから……」

　なにがいるのだろう、と視線をさまよわせた時、大きな白っぽい影かげが騒がしい羽音とともに視界をよぎる。

「えっ、なに」

　見慣れぬそれに驚おどろいていると、目の前でがたりっと雅子が立ちあがった。

「雅子さま？　どうさ、れっ!?」

　雅子は百合の呼びかけなど耳に届いていないかのように、外を凝ぎよう視ししたまま駆けだした。廂ひさしの間と簀子縁すのこえんを仕切る御簾みすをばっと捲まくりあげ、飛びだしていく。

　ぎょっと目を瞠みはった百合は茫ぼう然ぜんと揺ゆれる御簾を見つめた。

「──って、雅子さま！」

　が、すぐに我に返ると立ちあがり、雅子のあとを追った。彼女が梨壺にいることはほとんどの者が知らないのだ。姿を見られたら面めん倒どうなことになる。

　しかし、一足遅おそかった。

　簀子縁へと走りでて、高こう欄らんに手をつき身をのりだすようにしてあたりを見回す雅子へ、「中へお戻もどりください」と声をかけようとした寸前、

「あら、そちらにいるのは三位局どのでは？」

　横合いから別の声がかかる。

「──三位局？」

　いきなり別人の名で呼びかけられた雅子が、はっとしつつ怪け訝げんそうにそちらを見やった。

　しまった！　と急いで御簾から顔をのぞかせた百合が、「その方は違うのです」と否定するより先に、嬉うれしそうな声が響ひびく。

「ああ、そのお顔はやはり！　どうしたのです？　あなたもこちらで東宮にお仕えすることに？」

　にこやかに告げたのは、あこ同様東宮が子ども時代から仕えている古参の女によう房ぼうだ。彼女は元桐壺御息所の供としての『三位局』しか面識がないため、二人の違いには気づいていないらしい。

「あのっ」

　これ以上面倒なことになる前に百合は声を割りこませた。

「この方は違──」

「ええ、そうなんです」

　だが、それを遮ったのは、だれあろう雅子本人だった。

　こともあろうに女房の言を肯こう定ていした彼女に、思わず耳を疑う。

「そうなんですって、なにをっ!?」

　血相を変える百合を尻しり目めに、雅子は女房からこちらの姿を隠かくすように彼女の前へとすばやく、しかしながら優ゆう雅がに滑すべりでた。

「なにぶん勝手が違うため、ご迷惑をおかけすることもあるかと思いますけれど、よろしくお願いいたします」

「まあまあ、こちらこそ。深ふか草くさの式しき部ぶといい、若い人が増えればここも華はなやぐわ」

　雅子を完全に『三位局』と思いこんだ女房が喜ぶ中、百合は思ってもいない事態に途と方ほうに暮れる。

　ここであえて強きよう硬こうに別人だと主張すれば、当然『ではだれなのか』という話になる。左大臣家の姫ひめが東宮の御ご所しよである梨壺にいるとなったら、いらぬ憶おく測そくが飛び交かうはめになるのは目に見えていた。

　下手をしたら東宮の名めい誉よはもちろん、雅子の名にも瑕きずがつきかねない。

　──昨日はこれ以上迷惑はかけられないって言ってたのに、どうしてこうなったの!?

　なぜ止めなかったのかと龍臣の苦む顔が見える気がして、百合はこの先を思い、こらえきれなかった溜ため息いきをおとした。
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「『鳥愛めづる姫君』ですか？」




　雅子の兄である朱貞が梨壺へとやってきたのは、その日、日もおちてからのことだった。

　妹を迎むかえにきたはずが苦笑いの東とう宮ぐうと渋じゆう面めんの異母弟、さらに困り顔の百合に出迎えられた朱貞は、

「──そういうわけで、左大将さまのお屋や敷しきにはいかない、しばらく梨壺で女房として置いてほしい、とおっしゃっているのですが」

　百合から一通りの説明を聞いたあと、やれやれ、と首を振って、冒ぼう頭とうの言葉を口にしたのだ。

「そう、貴族の間ではそれなりに知られていることでね」

　ねえ龍臣、と同意を求められた彼は、渋しぶい顔をさらに渋くした。それだけで朱貞の言うことが誇こ張ちようでないことがわかる。

「あの子は無類の鳥好きでね。雀や鶯うぐいす、メジロなんかを飼っているのはそう珍めずらしいことでもないが、一羽や二羽じゃないんだ。あまりの多さに、うるさい、と母に北の対の屋から追いだされたくらいでね。挙句、鷹たかまで飼いだす始末だ」

「はあ……」

　なんとも言いがたい話に、百合は曖あい昧まいにあいづちを返した。

　鳥も一羽や二羽ならかわいらしい、ですむだろうが、そこまでいくとさぞや賑にぎやかなことだろう。

「それで、『鳥愛づる姫君』ですか……」

「父も娘かわいさに多少のことは目を瞑つぶっている間に、『多少』どころではなくなっていたというわけさ。楽も琴きんや箏そうの琴ことを習わせていたはずが、鳴くということに似ているからと龍りゆう笛てきを好んで吹ふくようになったあたりで、名を間ま違ちがえたと嘆なげいていたよ」

　いかにも楽しげに笑う朱貞に、ああ、と東宮が得心顔で頷うなずく。

「『雅』の旁つくりの隹すいは『小さい鳥』という意味だから」

「ええ、花の名でもつけるのだったと言っていましたね。──そうして、父の屋敷を訪おとずれる者たちの間から話が広がって、いつのまにか『鳥愛づる姫君』なんて噂うわさされるようになっていた、と」

　そんな二人のやりとりを聞いていた百合は、はたと合が点てんした。

　──そっか、鳥とり襷だすき……だから龍臣さまは彼女がだれだかわかったんだ。

　鳴くということに似ているという理由で笛を吹くような姫だ。自らの装束に鳥の文様をとりいれることくらいは平気でするだろう。たとえ習わしから外れていたとしても。

　一時期、左大臣もまた娘むすめを女によう御ごにと考えていたらしいが、一いつ般ぱん的とは言いがたい雅子の趣しゆ味み嗜し好こうと藤壺宮の懐かい妊にんに続く男御み子この出産もあって断念したのだという。

「──けれど、そこまでかわいがっている鳥たちを置いて、家をでてくる理由とはなんだろうね？」

　小首を傾かしげた東宮に、答えたのは朱貞だった。

「おおかた、鳥以外に興味のないあの子に業ごうを煮にやした父が、結けつ婚こんの話でも持ってきたんでしょう。さすがにそうなったら、対の屋が鳥だらけというわけにはいきませんから、反発したんでしょう」

「なるほど……ま、左大臣家の婿むこになれるなら、多少変わっていようと目を瞑る、ってヤツはいくらでもいるからな」

　兄の予測に龍臣が鼻で笑った。異母姉をというより、権力に群がる者たちに呆あきれているようだ。

「おまけに美び姫きなのは間違いない。なにせ、私やおまえと血が繫つながっているんだからね」

　妹をとおして自らをいい男だと言う朱貞に、同じく持ちだされた龍臣は嫌いやな顔だが、百合はたしかにと頷いた。

　貴族の姫君など、直接顔を見る機会はほぼないと言っていい。偶ぐう然ぜん垣かい間ま見みることがあるかないかだ。となれば、親兄弟から推測するしかない。

　実際、龍臣と雅子はよく似ている。

「深草式部どの、梨壺で聞き慣れぬ羽音を聞いたと言っていたね？」

「あっ、はい」

　ふいにこちらをむいた朱貞に、百合は面めん食くらいながら首しゆ肯こうした。

「それも理由のひとつかな」

「それ……急に梨壺ここへ留とどまると言いだされた理由、ですか？」

　問い返すと、朱貞は返事の代わりに息をついた。

「父から身を隠すにしても、私のところでは所しよ詮せん一時しのぎにしかならない。その点、女性ばかりの後宮は身を隠すのにうってつけではある。意図していなかったこととはいえ、はいりこむことができたなら利用しない手はない。──というのは表向きの理由で、おそらく鳥好きの血が騒さわいだんだろうね」

　困ったものだ、と苦く笑しようした彼に、「それは……」と龍臣が兄以上に苦い顔だ。

「そいつの姿をたしかめるまで居座る気じゃないだろうな？」

「その可能性は大いにある」

　ゆったり頷いた朱貞に、龍臣は「おいっ」と食ってかかり、百合は思わず東宮と顔を見合わせていた。

　屋敷での様子を聞いただけでもすごいと思ったが、鳥に対する情熱はなまなかなものではないようだ。呆れをとおり越こしてむしろ感心する。

　その間にも「連れて帰れよ！」とつめよっていた龍臣に、朱貞は諦あきらめたように再び首を横に振ふった。

「考えてもみなさい。私の言うことを素す直なおに聞くようなら、最初から家出などするはずがないだろう？」

「それは──」

「こうと言いだしたらあの子は聞かない、おまえと一いつ緒しよでね。無理に連れ帰ってうちからも姿をくらまされたら、それこそ面めん倒どうなことになる」

　ぐっと言葉につまった龍臣をよそに、朱貞は東宮へとむき直った。

「──というわけで、大変申しわけありませんが、しばらくこちらへ置いてやっていただけますか？　むろん、女によう房ぼうとしての扱あつかいでかまいません」

　なんならこき使ってやってくれ、と笑え顔がおでのたまう朱貞に、東宮はいつものように微笑ほほえみながらもわずかに眉まゆをさげた。

「こちらはかまわないけれど……左大臣の方はいいのかい？　ずいぶんな騒ぎになっていると聞いているよ」

　龍臣が昨日屋敷に戻もどった時点で、左大臣家は上を下への大騒ぎだったという。

　あり得ない事態に母である北の方は心痛で寝ね込こみ、龍臣の暮らす西の対の屋まで東と北の女房たちが押しかけてきてあちこちひっくり返していった、と今朝梨壺へやってくるなり龍臣がぼやいていたくらいだ。

「無事さえ伝えておけばどうとでもなるでしょう」

　あいかわらずの笑顔の朱貞は、どうやらこの件で動く気はないらしい。

　──……もしかして、またなにかを狙ねらってる？

　桐壺の幽ゆう霊れい騒そう動どうの時もそうだったように、なにもかも見通した上で自分の目的のために利用しようとしているのかもしれないし──単に、身内の起こした騒動に呆れているだけかもしれない。

　彼の場合、これがふりなのか本気なのか、判断がつかないのが厄やつ介かいなところだ。

「なにを企たくらんでやがる」

　龍臣もそう思ったのだろう。警けい戒かいした目つきで兄を睨にらみつける。

　集まった三人の視線に、朱貞は小さく肩かたを竦すくめた。

「企むだなんて心外だな。これでも弟や妹をかわいいと思っているんだけどね。──そうだな、しいて言うなら三さん位みの局つぼねには興味がある」

　彼の口からでた『三位局』の名に、百合はとっさに動きかけた目をかろうじて朱貞の上に留めた。

「……三位局、さまですか？」

　困こん惑わくした様子は隠かくさず、どうしてそんな話になったのかと首を傾かたむける。龍臣と東とう宮ぐうはさすがというべきか、眉ひとつ動かさなかった。

「その女性と間違われたことがきっかけだったわけだろう？　どれほど似ているのかと思ってね」

「あいかわらずの色好みだな。妹と同じ顔した女に言いよる気か？」

「まさか、そんな趣味はさすがにないさ。ただ、ここ最近耳にするようになったものの、今まで噂ひとつ聞いたことがないだろう？　一体、どこに隠れられていたのかと思ってね。──どこで見つけてこられたんです？」

　龍臣の嫌みをさらりと流し、東宮へ意味深な笑みをむけた朱貞に、百合の掌てのひらに嫌な汗あせが滲にじむ。

　それこそ、なにもかもわかっているかのようだ。

　──まさか！　さすがの左大将さまでも、自分の弟が女装して後宮に潜もぐりこんでただなんて思わないでしょ。

　そんな百合をよそに東宮は揺ゆらがぬ笑顔を返すと、

「さあ？　とはいえ、宰さい相しようの中将の北の方の例もあるからね、ないことではないと思うよ。雅子どのと三位局が似ていることについては、私も驚おどろいているよ」

　こんなこともあるんだね、とにっこりと笑みを深めた。

　見ているこちらの背中が寒くなるやりとりだ。

　そんなふたつの笑顔に割ってはいるように龍臣が荒あらく嘆たん息そくした。

「ともかく！　妹がかわいいっていうならさっさと親父おやじの方をどうにかして、あれを迎むかえにきてくれ」

「善処するよ」

　笑みを含ふくんだ返答には、まったくその気が感じられない。

　なりゆき上しかたなかったとはいえ、香子の一件がおさまってすぐに持ちあがった厄介事に一いち抹まつどころではない不安を抱かかえつつ、百合の梨壺での新生活ははじまることになった。
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　百合が雅子へことの次し第だいを伝えに東宮の前を辞したあと、龍臣は「で？」と隣となりに座したままの朱貞を見やった。

「あいつがいなくなるのを待って、一体なんの話だ」

「おや？　酒でも飲んでゆっくり語り明かしたいからだとは思ってくれないのかい？」

「帰れ」

　からかいを一刀両断すれば、冷たいことだ、と朱貞は苦笑を浮うかべたあと、すっと表情を改めた。

「なに、すこしばかりきな臭くさい話になりそうだからね」

「きな臭い話」

　それは先の桐壺の一件のことだろうと、龍臣は東宮と目を見み交かわした。

「──民みん部ぶの少輔しようからなにかでたの？」

　東宮の言葉に、朱貞が軽く片眉をあげた。

「気づかれていましたか」

「いや、けれどなにかあるとしたら、そこしかないからね」

「ご明察です」

　薄うすく微笑んで目を伏ふせた朱貞は、改めて東宮へまなざしを据すえた。

「どうやらあの者に、私の名を使えばいいと囁ささやいた者がいるようです」

「へえ……？」

「あの男の浅あさ知ぢ恵えじゃなかったのか」

　いかにも小物の考えそうなことだと思ったが、どうやら違ちがったらしい。

「あの者から聞いたところによると、大だい納な言ごん家で偶ぐう然ぜん垣かい間ま見みた彼女の姿を忘れられずにいたところ、ならば左大将の名を騙かたればいいと吹ふきこまれたようですね。文ふみを交わして心を摑つかみ、枕まくらを交わしてしまえばこちらのものだ、と」

「下げ劣れつの極きわみだな」

　思わず吐はき捨てる。言う方も言う方だが、鵜う吞のみにする方もまともではない。

「──いや、まともじゃないのはわかりきったことか」

　まともな人間ならそもそもこんな騒動を起こすはずがない。

　つい零こぼれた嘲あざけりに、朱貞もまた皮肉げに口元を歪ゆがめた。

「まあ、恋こいは人を愚おろかにするものだけど、だからといって他人になりすまして心を通わせて、なんになるんだろうねぇ」

「唆そそのかされた方の愚かさはともかく、唆した方には明確な悪意があるね。そのころ、大納言は主上おかみに香子姫ひめの入じゆ内だいの打だ診しんをしていたのかな？」

　疑問の形をとってはいるが、単なる事実確かく認にんでしかない東宮の言葉に、ええ、と朱貞が首しゆ肯こうする。

「内々という形をとってはいましたが、公く卿ぎようの間では公然の秘密でしたね」

「父親に撤てつ回かいするよう働きかけるより、肝かん心じんの娘むすめをどうにかしてしまえば、否いや応おうなく撤回せざるを得なくなるというわけか」

「その目もく論ろ見みはうまくいったものの、あの女が東宮女によう御ごになったのは想定外だったんだろうな」

　東宮の言をひき継ついで、龍臣は兄の方を見やった。

「だとしたら、そいつはあの男にまた吹きこんだんじゃないのか？　『せっかく想おもいが通じたのにここで諦あきらめていいのか』ってな」

「そのとおり。そんな言葉に踊おどらされるとは、恋は盲もう目もくとはよくいったものだ」

　唆されるままに民部少輔は桐壺の香子へと文を送り──やがて、あの幽霊騒動へと発展したというわけだ。

　すこしでも障害になりそうなものは徹てつ底てい的に排はい除じよしようという『明確な悪意意志』がそこには垣間見えた。

　ここまでくると浮かぶ人間──というより、家はひとつだ。

　ちらりと東宮へ視線を投げると、気づいた彼から軽い頷うなずきが返る。おそらく、今脳のう裏りに思い描えがくのは同じ人物だろう。

　──右大臣、か。

　藤壺宮・照しよう子この父にして、いずれ今の東宮に代わってその座に就つくだろうと目されている今きん上じよう帝ていの一宮の外祖父だ。

「ちなみに、知り合いに聞いてみたんだけどね。民部少輔を右大臣家の集まりで見かけたことがあるそうだよ」

　そこへ朱貞が決定的な一言を口にした。

「そもそもあの男自体が、右大臣寄りだったってことか」

「よくそんなこと、教えてもらえたね？」

　龍臣と東宮が違う箇か所しよに反応する。互たがいに気にするところはそこか？　と顔を見合わせると、朱貞がふっと笑いを零こぼした。

「それくらいの伝手つてがなくては、宮中ここでは立ち回っていけませんよ。──そういうわけで、先の一件に右大臣が関かかわっているのはほぼ間違いありません」

　しかし、と朱貞は一度言葉を切ると、悩なやましげに嘆息した。

「確たる証しよう拠こもありません」

「あの男は自分を唆したヤツの名を言ったのか？」

「ああ、事件直後は悄しよう然ぜんとした様子だったけれど、冷静になるにつれ自分が利用されていたことに気づいたんだろう。自分で考えたことじゃない、唆されたんだ、とよくしゃべってくれたよ」

　その口からでたのが、右大臣の息むす子こである権ごん中ちゆう納な言ごん・藤ふじ原わらの時とき明あきら配下の者の名だったらしい。

「……質ただしたところで知らぬ存ぜぬで終わりだろうな」

「まさしくトカゲの尻尾しつぽ切きりだね」

　東宮と二人、揃そろって溜ため息いきをつく。

　右大臣側にしてみたら、当事者二人──民部少輔と香子の愚かさで、予想以上にうまくいったと思っているくらいだろう。

「右大臣か……ついに動きだすかな」

「自分のことだろうが」

　他人ひと事ごとのように呟つぶやいた東とう宮ぐうに、なにをのんきにとつっこめば、「そうなんだけれどね」と苦く笑しようが返る。

「なにもしなくとも次期帝の外祖父という地位が転がりこんでくるのは間違いないのに、わざわざご苦労さまだとは思わない？」

「そんな悠ゆう長ちようなこと言ってる場合か」

　この幼おさな馴な染じみに、今の座にしがみつく気持ちなどこれっぽっちもないのはよく知っている。あわよくばさらなる高みへ……など考えたこともないだろう。

　だが、自身が権力欲よくで凝こり固まっている者たちは、そうは思わない。自分が望むからこそ、ほかの人間も同じだと思いこむのだ。

「おまえは東宮の座を降りても、主上から姓せいを賜たまわって臣下にくだるくらいだと思ってるかもしれんが、下手に政略にはめられたら出家、最悪流る罪ざいだぞ！」

「おちつきなさい、龍臣」

　言葉を発するうちに語気を荒あらげていた龍臣は、横合いから兄に肩かたを叩たたかれ、我に返った。

「……っ」

　熱くなったばつの悪さに、東宮から顔を背そむける。

「龍臣の言うことは大げさですが、間違ってはいません。右大臣側がいつ仕し掛かけてきてもおかしくはない。一宮の着ちやつ袴この儀ぎが近いですからね」

「ああ、そういえばそうだったね」

　着袴もしくは袴はかま着ぎともいうそれは、幼子がはじめて袴をつける祝いの儀ぎ式しきだ。通常三歳でおこなわれ、今年三つになる帝の一宮も近くおこなうことになっていた。

　兄の言うとおり、それを機に右大臣が東宮の座をいれ替かえようと目論んでいてもなんら不思議はない。なにかあればここぞとつけいってくるだろう。

　──あの異母姉のことといい……。

　一難去ってまた一難。

「これだから宮中は」

　龍臣は忌いま々いましげに舌打ちした。

　扇おうぎの下に表情を隠かくし、見えぬところで互いの足をひっぱりあう。自分に関係のないところで勝手にやっていればいいものを、否応なくひきずりこまれる。

　それが面めん倒どうで逃にげ回っていたが──もう、そういうわけにはいかない。

　したり顔の兄は気にいらないが、目の前の幼馴染みと対等でいるには、欲しいものを手にいれ、守り抜ぬくには、宮中ここで通用する力が必要なのだ。

「平へい穏おん無事、とはなかなかいかないね」

「まったくだ」

　苦笑した東宮に、龍臣は深く頷いた。
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　──……くし

　　──……しぃ…ね




「……？」

　耳に届いた音に、百合は簀子すのこを歩いていた足を止め、あたりを見回した。

「空耳？」

　今、人の話し声が聞こえたような気がするのだが……と小首を傾かしげる。

　しかし、どこかで会話しているのがたまたま届いたのかもしれない、とすぐ気をとり直して歩を再開させる。

　東宮の乳母めのとであるあこなどは、梨壺は古参の女によう房ぼうも多く桐壺に比べて華はなやぎに欠けるだろうと言うが、そこは東宮の御ご所しよだ。見目のいい若い女房がいないわけではない。

「話が弾はずんでつい声が大きくなっちゃうことだってあるしね」

　うんうん、と頷きつつ目的の御簾みすの前で立ち止まり、手をかけようとして──

　ギャアッギャーァッ

　突とつ然ぜんあたりに響ひびき渡わたった悲鳴じみた鳴き声に、びくっと大きく肩が跳はねた。

「！　なに……？」

　思わず伸のばした手をひっこめ、身を竦すくめる。

　じっと耳をすませて様子をうかがったあと、百合は恐おそる恐る周囲へ視線を巡めぐらせた。

　だが、さきほどの話し声同様、これといった異変は見当たらない。

「多分、鳥かなにか、だよね？　聞いたことのない鳴き声だけど」

　百合の知る範はん囲いでこれほどけたたましく鳴くのはカラスだが、さすがに違ちがうのはわかる。

「……もしかして、この前の？」

　数日前に見かけた白い影かげが頭をよぎる。

「雅……っと三さん位みの局つぼねさまに聞いたらわかるかしら」

　首を捻ひねりつつ、百合は再び御簾へと手を伸ばし、隙すき間まから身体からだを滑すべりこませた。

　途と端たん、密ひそやかな、それでいておちつかないざわめきが肌はだをなでた。

　扇や袖そでで口元を覆おおいながら顔をよせあった女房たちが、「まただわ……」「恐ろしい」と囁ささやきあっている。

「あの──」

　どうやら自分がはいってきたことに気づいていないらしい彼女たちへ、そっと声をかける。

「ひっ……！」

　と、こちらに背をむけていた女房の一人がひきつった悲鳴を零こぼした。それにあたりにいた女房たちがいっせいにこちらをむいた。

　一様に怯おびえを映した表情とその勢いに、百合の方がたじろいでしまう。

「え……あの、申しわけ、ありません？」

　気け圧おされたように謝れば、シン……と静まりかえっていた室内を、これまた揃って安あん堵どの息が震ふるわせた。

「あぁ、深草式部……驚おどろかさないで」

　大おお仰ぎように息をつきながら胸を押さえた古参の女房の一人に、百合は周囲をうかがいつつそろりと近づいた。

「あの、どうされたんですか？」

「まあ、あなたには聞こえなかったの？」

「聞こえ……ああ、さきほどの鳴き声ですか」

　その言葉に、ようようこの空気の原因が件くだんの鳴き声だと気づく。

「一体、なんの鳴き声でしょう？　多分、」

「本当に恐ろしい……！　まるで物の怪けのようじゃありませんこと？」

　鳥だと思うんですけど、と続けかけたところを、別の一人があげた昂たかぶった声に遮さえぎられる。

　それを皮切りに、胸に巣食う恐れを吐はきだすように次々と声があがった。

「まさか、昼間から物の怪とは思いませんけれど……」

「得体の知れない獣けものであっても恐ろしいわ」

「──あれは、獣などではありません」

　不安にひきずられてだれもが饒じよう舌ぜつ気味になる中、ぽつり、と震える声がおちる。小さな、けれど確固たる意思を持った響きに、自然と視線が集まった。

「獣ではない、と言うと？」

　青ざめた顔をうつむかせたまだ年若い女房に、大だい丈じよう夫ぶだろうかと案じつつ問いかける。

　彼女はふるっと身体を震わせたかと思うと、ばっと面おもてをあげた。

「わたし、聞いたんです！　不気味な声が『いとにくし』『うれたし』って言ってるのをっ」

　獣がものを言うはずがない。これは物の怪の仕し業わざだ。

　そう、堰せきを切ったようにまくしたてる。

　その勢いに吞のまれながらも、百合は「わかったから、おちついて」と息荒く大きく上下する背をゆっくりと擦さすった。

　──その声と、さっきの鳴き声が同じモノとはかぎらないんだけど……。

　口にすればなおさら興奮するのは目に見えているため内心で呟つぶやきつつ、でも……と御簾越ごしに外を見やった。

　──さっき、あの鳴き声の前に話し声のようなものが聞こえたのも、たしかだし。

　彼女の言う不ふ穏おんな声と鳴き声の正体が別だとしたら、それはそれで問題だ。

　にしても、憎にくらしい、忌々しい、とは穏おだやかではない。

　そうしている間にも、彼女の怯えは波は紋もんのように室内に広がっていた。

「……そういえば、わたくしもそんな声を聞いた覚えが」

　一人が言いだせば、「あなたもなの？」「言われてみたら」と我も我もと目もく撃げき情報ならぬ耳にしたという証言がでてくる。さらには、

「わたくしは、耳慣れぬ羽音を聞いたわ」

「ああ、あの大きな？　普ふ通つうの鳥ではないわよね」

　そんなことを言いだす者たちまで現れる始末だ。

　耳から聞くばかりで姿を見た者がいないため、いや増す得体の知れなさが、居合わせた者たちの間に伝でん染せんしていく。

　皆みなが一様に不安そうな表情になっていくのとは裏腹に、声こわ高だかに交かわされていた言葉が小さな囁きになり、さらに細って沈ちん黙もくとなった。まるで声にすれば、それが形をとって現れるとでもいうかのように──。

「……そういえば、わたし、頼たのまれていたことがあったわ」

　その重苦しい空気から逃のがれるように、一人が立ちあがる。そそくさと御簾を潜くぐってでていく背に、「そろそろわたくしも……」ともう一人、また一人と続く。

　場の重苦しさからというより、得体の知れないものからすこしでも遠ざかりたいという気持ちなのかもしれない。

　きっかけとなった年若い女房も、百合に頭をさげて立ちあがると、逃げるように部屋をでていく。

　──ここをでてっても、同じだと思うんだけどな。

　部屋の中で起こったことならまだしも、外だとしたらどこでも起こりうる。

　次々に消えていく女房たちの背を、百合は戸と惑まどいながら見送った。

「まあまあ、おちつかないこと」

　呆あきれた色の呟きに振ふり返ると、気づいた古参の女房が困ったように微笑ほほえんだ。

「こんな昼間から物の怪などでるわけがないでしょうに」

　ねえ？　と同意を求められ、曖あい昧まいに微笑みを返す。さすがにここで「いえ、物の怪自体信じてませんから」とは言えない。

「ところで、なにか用事があったのではないの？」

　問われて、はたと思いだす。

　そうだった。声をかけた途端悲鳴をあげられてそれどころではなくなり、すっかり頭から抜ぬけおちていた。

「こちらに三位局さまがいらしてないかと思ったんですけれど……」

　閑かん散さんとした室内をぐるりと見回す。残っているのはさすがと言うべきか、比ひ較かく的年とし嵩かさの酸すいも甘いも嚙かみわけた女によう房ぼうたちばかりだ。

「三位局どの？　いえ、こちらでは見ていないわ」

　お見かけした？　という問いかけに、全員が否いなを返す。

「東とう宮ぐうさまのお近くに控ひかえているのではなくて？」

「それが、今は東宮さまは講義を受けておられる最中で……」

　さすがにその場に三位局、もとい雅子を同席させているはずがない。

「あらあら、まるで小こ丸まるのようね」

　聞いていた別の女房がころころと笑い声をあげる。

「小丸？」

　東宮の飼っている猫ねこのようだとはどういうことかと首を傾かしげると、居合わせた者たちが「たしかに」と笑いあった。

「あの子は繫つながれているのを嫌きらって抜けだしては、別の御ご殿てんへはいりこんでしまうのよ。気がつくといなくなっているの」

「ああ……」

　そういえば、と龍臣や東宮の本ほん性しようを知るきっかけになった出来事を思いだす。あの時も桐壺へはいりこんだ小丸に、香子があやかしだと騒さわぎ、自分が梨壺まで送り届けたのだ。

　──あやかしだの物の怪だのの正体なんて、そんなものよね。

「まさか三さん位みの局つぼねどのがそのようなことはなさらないでしょうけど……ああ、もしかしたら小丸を捜さがしておられるとか」

　小丸はいた？　と問われるが、その可能性は考えてもいなかった。

「わかりました。確かく認にんしてみます」

　ありがとうございました、と残った女房たちに礼を言って、百合は部屋をあとにする。

　まずは小丸か、と呟く彼女の脳のう裏りからは、さきほどの怪あやしげな鳴き声のことなどすっかり消え去っていた。

　足早にきた道を戻もどり、普ふ段だん小丸が繫がれている廂ひさしの間を御簾みすの合間からのぞきこむ。

「……いる」

　しかし、当の黒くろ猫ねこは柱の陰かげで丸くなっていた。繫がれたままの紐ひもには抜けだしていたような形けい跡せきもない。

「だったら、一体どこに……」

「そこでなにをやってる」

「！」

　急に背後からかけられた声に、御簾の中をのぞきこんだままだった百合は、弾はじかれたように身体からだを返した。そこに見知った顔を見つけ、胸をなでおろす。

「あ、龍臣さまでしたか」

「用があるならはいればいいだろう。怪しげな真似まねをしてないで」

　逆に龍臣の方はだれだかわかっていて声をかけたのだろう。いかにも訝いぶかしげな顔つきでこちらを見下ろしていた。

「いえ、用があるというか、雅……」

　雅子さまを捜していて、と言いかけたところで百合は口を噤つぐんだ。

　不用意にこの名をだすのはまずい、とあたりを見回して人ひと影かげがないのをたしかめ、「こちらへ」と龍臣の袖そでをひく。

　怪け訝げんな様子を崩くずさず片かた眉まゆをあげた龍臣は、しかしなにも言わずひかれるがまま手近な御簾を潜った。

「──で？」

　ぐるりと首を巡めぐらしたあと、龍臣が口を開く。どうやら人目を避さけた話だと、こちらの態度から察したらしい。

「ようやく時間がとれたので雅子さまとお話でもと思ったんですけど、お姿が見当たらなくて」

「姿が見当たらない？」

「はい。簡単に『三位局』についてはお話ししてありますけど、そもそも宮仕えなどされたこともない方なので戸惑うこともあるでしょうし」

　ずっと気にはしていたものの、百合自身梨壺に移ったばかりで慌あわただしく、なかなかゆっくり話す時間がとれないでいた。

「それにあの方の詳くわしい事情も探さぐれたら探るように、とのことでしたから」

　さすがにいつまでも左大臣家の姫ひめを東宮の御殿においておくわけにもいかない。

　だからこそ話を、と思ったのだが、肝かん心じんの雅子が見つからないのではどうしようもない。

「どこかで……龍臣さま？」

　見かけていないか、と尋たずねようとしたところで、思わぬ厳しい表情に出会う。どうしたのかと声をかけると龍臣は、いや、と息をついた。

「うろちょろと勝手な真似を、と思っただけだ」

「もしかして、例の羽音の正体でも捜してるんでしょうか」

　あり得る話だが、こんなことが続くようなら『三位局』としての外聞も悪くなる。

　そうでなくても変なところへ迷いこんでいないといいが……とこちらも嘆たん息そくした百合は、ふと龍臣を見上げた。

「そうだ。龍臣さまの方から宮仕えの心得を話してさしあげたらどうですか？」

「なに？」

　いいことを思いついたとばかりに表情を輝かがやかせた百合とは反対に、なにを言いだすんだこいつはと龍臣が眉み間けんに皺しわを刻んだ。

「わたしなんかよりよっぽど梨壺の様子にもお詳しいでしょうし、女房のお役目についてだって……」

　経験があるだろう、と言いかけたところで、細められた双そう眸ぼうに気づいて尻しりすぼみになる。

「──って、無理、ですね」

　梨壺云うん々ぬんはともかく、女房のことについて男の龍臣が語るなど、おかしなことこの上ない。

「気づいてもらえたようで、なによりだ」

　呆れた色を隠かくさずあいづちを返した龍臣が、次の時、なにを思いついたのかくいっと口の端はしを持ちあげた。

「そう、だな。不慣れなのはおまえもだったな」

　片かた笑えんだ彼になにやら嫌な予感を覚えて後あと退じさりかけた百合の腕うでを、大きな手がすばやく捕とらえた。そのまま彼の方へとひっぱられる。

「え、ちょ…っ」

「なら、心得のひとつも授さずけてやろうか？──男に言いよられた時のあしらい方、とかな」

　たたらを踏ふんだ拍ひよう子しに顔へと零こぼれかかった髪かみを一ひと房ふさ、龍臣がすくいとった。

「ん？」

　どうだ？　とでも言いたげに、指を滑すべらせるようにして髪を自分の方へとひきよせる。とともに、色いろ香かを滲にじませたまなざしが面おもてをなで、瞬またたく間に百合の頰ほおを朱しゆ色いろに染めあげた。

[image: ]

「な……やっ、そ」

　ふいに男の色をのぞかせた龍臣に間近であてられ、頭にまで一気に熱がのぼり、まともな言葉がでてこない。

「この程度でそれか？　やはり必要があるか」

「……っ」

　今度は反対の指の背で、熱をたしかめるようにするりと頰をなでられる。

　その感かん触しよくに、びくりっ、と身を震ふるわせて、百合は懸けん命めいに頭かぶりを振った。──のに、かすかに顔が振れただけで、彼の手から逃のがれることすらできない。

「──わっ、わたしに、い、言いよる人なんて、いま、いませんから！」

　ならば、と呂ろ律れつが回らない口でなんとかそう言い募つのる。

　だが、龍臣は笑って目を細めただけだった。甘やかさの増したそれに、これ以上ないほど高鳴りっぱなしの胸がくすぐられる。

「そんなのはおまえの思いこみだ。──この絹を束ねたような艶つややかな黒くろ髪かみも、」

　言葉を切った龍臣が、ひきよせた髪に触ふれるか触れないかの口づけをおとす。瞬しゆん間かん、

「ひゃ…っ」

　百合は目を見開いて、大きく飛び退すさった。はずみで龍臣の手から髪が滑りおちる。

「い、いないって言ったら、いませんから……！」

　反射とはいえ身体が動いたのをこれ幸いと、百合はばっと御簾を捲めくると脱だつ兎とのごとく逃にげだした。

　あとに残ったのは、その逃げっぷりに呆あつ気けにとられたあと、くっと楽しげに喉のどを鳴らした龍臣と、

「……ニァー」

　昼ひる寝ねを邪じや魔まされて迷めい惑わくそうに鳴く黒猫の姿だった。
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　ふと視線を感じて百合はきょろきょろとあたりを見回した。──と、顔をよせあい、口元を覆おおった袖そで越ごしにこちらを見ていた女によう房ぼう二人と目があった。

「あの──」

　途と端たんに二人はさっと顔をそらすと、そそくさと立ち去っていってしまう。

　あげかけた声が虚むなしく簀子すのこにおちる。

　ぱちぱちと瞬いて、百合は首を傾かしげた。

「なんだろう……？　今、あきらかに避けられたよね」

　なにかしただろうか？　と梨壺へきてからの十日ほどを思いだしてみる。

「もしかして、あれを見られてた、とか？」

　真っ先に浮うかんだ先日の一件に、ぶわっと顔が赤くなる。その熱を払はらうように百合は、勢いよく首を左右にした。

「ううんっ、あの時、どこにも人影なんてなかったし！　そもそもあれはいつもみたいにからかわれただけだし！」

　ないない、とこれ以上思いださないよう深呼吸をして心を静める。とはいえ、これといって思いあたる節もなかった。

「……気づかないうちにやらかしちゃったかな」

　我が家の常識は世間の非常識。わかっているからこそ気をつけているつもりだったが、知らないうちにしでかしていても不思議はない。

　ここ梨壺は後宮のほかの御ご殿てんに比べて古くから仕えている者が多いからか、東とう宮ぐうの微び妙みような立場ゆえか、あまりぎすぎすした雰ふん囲い気きがない。新入りの百合も華はなやかになると歓かん迎げいこそされ、嫌いやがらせのひとつもされたことはなかった。

　それに甘えてしまっていた自覚はあった。

「なにも言わないからって、なにも思ってないわけじゃないものね」

　梨壺へ仕えることになった理由が理由だけに、東宮の傍そばに侍はべることも多く、先の一件の協力者だった乳母めのとのあことも親しく言葉を交かわさせてもらっている。

　事情を知らない者から見たら──しかも若く美しい女房たちからしたら、いきなりやってきて重用されているように映る自分は、けして面おも白しろくないはずだ。もちろん、龍臣とのことも。

「だからって、呼ばれていかないわけにもいかないし」

　さりとて、ことの経けい緯いを説明して回るわけにもいかない。

　いや、そもそもそのことが原因だと決まったわけではないのだが。

　こういう雰囲気は苦手だ……と百合が再び息をついた時、ぽん、とふいに背後から肩かたを叩たたかれた。

「ひゃ…っ！」

　まったく気づいていなかった人の気配に飛びあがる。

　とっさに距きよ離りをとりながら振ふり返れば、戸と惑まどい顔の雅子の姿があった。

「……三さん位みの局つぼねさま」

「驚おどろかせてしまったみたいで、ごめんなさい。声をかけたのだけど、気づいていないようだったから」

　どきどきいっている胸を鎮しずめるように手をあてながら、百合は緩ゆるく頭を振った。

「いえ、こちらこそ気づかず申しわけありません。──なにかご用でしたか？」

「乳母どのが捜さがしておいでだったわ」

「あこどのが？」

「ええ、手が空いたからとおっしゃっていたけど」

「あ、はい。知らせてくださってありがとうございます」

　あこには時間がある時に、内だい裏りのしきたりや行事についてなど教えてもらっているのだ。女によう御ご付と東宮付ではやはり違ちがう点もある。

　──東宮さまは約束を守って梨壺付にとりたててくださったけど、その温情に甘えていられないし。

　めざせ、できる女、だ。

　もしかすると、こういうところが知らず知らずのうちに反感を買っていたのだろうか？──だとしても、家のためにも、目をかけてくれている東宮のためにも、止やめるつもりはなかったが。

「どうかなさった？」

　それでも漏もれていたらしい溜ため息いきに、雅子が小さく首を傾かたむけた。

「ああ、いえ」

　なんでもないのだと百合が微び苦く笑しようを浮かべた背後で、ばさばさっ、と羽音が響ひびいた。

「！」

　反射的に振り返ると、遠ざかっていく鳥の影かげが見える。

「──イエバトね」

　同じようにはっとそちらへ顔をむけた雅子が、目を細めながら呟つぶやいた。さすが、朱貞に無類の鳥好きと称しようされるだけあって、あの姿だけで鳥の種類までわかるらしい。

　──違った……。

　あの白い影ではなかった、と灰色の姿を見送る。

　どうにも近ごろは、音の大小にかかわらず、羽音というだけで過か敏びんに反応してしまう。

　それは百合だけでなく、梨壺のほとんどの者に言えることだった。

　例の白い影を目にして以降、不可解な出来事はいっこうにおさまる様子がなかった。おさまるどころか、日に日に怪かい異いの遭そう遇ぐう談は増える一方だ。

　それらはいずれも、不気味な羽音を聞いた、怪あやしい鳴き声やしわがれた声で「にくし」「うれたし」と呟くのを聞いた、というものだ。

　ここまでくると、それぞれ違う原因によるものとは考えづらい。ナニカがここ梨壺に棲すみついているのはもはや疑いようがなかった。

　幸い、それらが聞こえるのは昼間だけのため、かろうじて冷静さが保たれている状じよう況きようだ。これが桐壺の時のように夜間だったら、とっくに恐きよう慌こう状態に陥おちいっていただろう。

　梨壺の空気は今やぴんと張った糸のように張りつめ、皆みなどこかぴりぴりした雰囲気をまとっていた。

「──一体、なにがいるんでしょう？」

　思わず呟いた百合に、雅子が鼻先で笑った。

「物の怪けだなどと、莫ば迦かげてるわ」

　やけに確信に満ちた物言いに、こういう表情は本当に龍臣そっくりだ、と頭の片かた隅すみで思いつつ、外をむいたままの雅子の横顔を見つめた。

「なにかお心あたりが？」

「……いいえ」

　一いつ瞬しゆんその表情が強こわばったように見えたが、すぐに緩く首を振られた。

「けれど、内裏に物の怪などでるはずがないのではなくて？　しかも夜ならいざしらず、この昼日中に」

「そう、ですか……鳥のことにお詳くわしいと兄君にお聞きしたので、なにかご存じかと思ったんですけど」

　アレのことを探さぐっているんですか、とはさすがに聞けず、あたりさわりのない言葉で誤ご魔ま化かす。なんにしろ、雅子が噂うわさの元げん凶きように強い関心を抱いだいているのは間ま違ちがいないだろう。

「──なんであれ、一日も早く面めん倒どう事がおさまってくれるといいんですけどね」

　こんな雰囲気が続けば皆が些さ細さいなことでいらだつのも当然だ。あやかしの類たぐいだとは思わないものの、正体不明のものにはやはり胸が不安にざわつく。

　そんな気持ちから零こぼれたぼやきに、「ええ」と思いのほか強い頷うなずきが返った。

　はたして彼女には『面倒事』の一いつ端たんを自分が担になっている自覚はあるのだろうか、とちらりと雅子の顔をうかがった百合は、はたと思いだす。

「いけない！　あこどのをお待たせしてるんだった。──知らせてくださってありがとうございました」

　失礼しますね、と慌あわててその場をあとにする。

　この時の百合は、面倒事がおさまりをみせるどころか、思わぬ方向へ飛び火していることなど知るよしもなかった。

　　　　[image: ]

「──ほんと、なにかしたかなぁ」

　与あたえられた局つぼねから、御簾みす越ごしに今にも降りだしそうな空を眺ながめ、溜息をおとす。

　ここ数日で百合をとりまく環かん境きようは悪化の一いつ途とをたどっていた。

　遠巻きになにやら囁ささやきあうなどかわいいもので、自分が姿を現すなり席を立つ者や話しかけようとするとそそくさと身を翻ひるがえす者もいて、あからさまに避さけられている。

　おまけに、任されているはずの仕事は横からとられ、ならばと別の仕事を手伝おうとしても「手は足りている」とすげなくされる始末だった。

　若い女によう房ぼうたちだけならまだしも、親切にしてくれていた古参の女房たちまでもがその調子なのだ。おかげで手持ちぶさたどころか、居所もない。

　しかし、彼女たちの顔に浮うかぶ怯おびえや薄うす気き味み悪わるそうな色を認めるにつけ、理り不ふ尽じんさより戸惑いが勝まさった。

「反感を買うならまだわかるけど、怯えたりされるような覚えはないんだけど……」

　誤解なら解く努力もできるが、そもそもの原因がわからない以上、対処のしようがない。

　この先が思いやられる、とここのところ癖くせになってしまった溜息をつきながら百合は針仕事を再開させるべく手元に目をおとした。

　ほぼ唯ゆい一いつ、態度の変わらないあこから「これならどこでもできるでしょう」と気き遣づかわれた仕事だ。

「できることからこつこつと、ってね」

　結局のところ、認めてもらえるようやれることをやっていくしかない。

　気持ちを切り替かえて、百合は台に張られた布地に針を刺さし、刺し繡しゆうを施ほどこしていく。細かい仕事だが、その分集中力がいり余計なことを思い煩わずらわずにすむ。

　そうして無言で針を進めていた百合がその物音に気づいたのは、ずいぶんと近づいてきてからのことだった。

「？……足音？」

　どしどしと床ゆかを踏ふみ鳴らす荒あらい音と床板の軋きしみが、御簾みすのすぐむこうから聞こえてくる。

　この音からして、男性だろう。しかも急いでいるのか、気がたっているのか、なりふりかまわぬ様子だ。

　なにかあったのだろうか？　と百合が針を持つ手を止め、顔をあげるのと、ばさっと御簾が勢いよく捲めくりあげられるのがほぼ同時だった。その勢いのまま公きん達だちが二人、中へと踏みいってくる。

　礼を逸いつした突とつ然ぜんの男性の乱入に、あちこちから非難めいた悲鳴があがった。

　が、公達たちはそれに怯ひるむ様子もなく、ぐるりとあたりを睥へい睨げいした。

「深草式部とやらはどこだッ？」

「!?」

　前まえ触ぶれもなく叫さけばれた名に、ぎょっとする。

　──え、あの人たち、だれ？

　覚えもなければ、心あたりもまるでない。

　百合が驚おどろきに固まっているうちに、他の女房が教えたのか、男たちのまなざしが鋭するどくこちらへむけられる。ずかずかと歩みよってくるのを、呆あつ気けにとられて見ているしかなかった。

「おまえか」

　間仕切りに立てかけられていた几き帳ちようを乱暴に押しのけ、男の一人がこちらを見下ろす。その双そう眸ぼうに宿るのは、まぎれもない敵意だ。

　百合はぎこちなく喉のどを上下させた。

「……はい。深草式部は、わたしですが。なにか──」

「きさまっ、東とう宮ぐうさまの御ご所しよになにを連れこんだ!?」

　ご用でしょうか、と告げる前にもう一方が怒ど鳴なり声をあげた。

　降り注いだ糾きゆう弾だんに反射的に身を竦すくませつつ、百合は困こん惑わくを浮かべるしかなかった。

　──連れこんだって、なにを？　もしかして、『三さん位みの局つぼね』のこと？

　彼女が彼らを怒おこらせるようなことをしたのだろうか？　と頭をよぎる。

　──……ううん、雅子さまがどうこう以前に、彼女を梨壺へ連れ帰ったこと自体、多くの人は知らないはず。

　東宮や左大臣家の兄弟以外に知っているのは、祭に同行していた随ずい身じんたちか、あこくらいのものだろう。彼らにしてもお忍しのびの供にするくらいには信のおける者のはずで、おいそれと他言したりはしないはずだ。

　百合が当惑を隠かくせないままなにも言えないでいると、男たちは顔をさらに憤ふん激げきに染め、眉まゆを吊つりあげた。

「しらばっくれるつもりか！」

「──申しわけありません。なんのことをおっしゃっているのか……」

「白々しいっ、あの怪かい異いの原因はおまえだろう！」

　このままでは埒らちがあかないと、なるべく刺し激げきしないよう注意して口を開いた百合は、叩たたきつけられた怒ど声せいにぽかんとした。

「……怪異？」

　水を打ったように静まりかえった室内に、不思議そうな呟つぶやきがおちる。

　一瞬なにを言われたかわからず零れたそれが、彼らにはとぼけているとしか映らなかったらしい。

「きさま……！」

「ぃ、た…っ」

　憤ふん懣まんやるかたないとばかりにむかってきた男に二の腕うでを摑つかまれる。

　遠えん慮りよのない力に百合は顔を顰しかめたが、相手はおかまいなしだ。逆にひきずりあげるように力をこめられ、否いや応おうなしに腰こしが浮く。

　拍ひよう子しに刺繡台がひっかかり、音をたててひっくり返った。

「あの不気味な鳴き声と呪じゆ詛そを唱えるあやかしは、おまえについてきたんだろうッ」

　それとも自ら怪あやしげな術で呼びこんだのか？　と険しい顔つきでのぞきこまれ、百合は目を剝むいた。

「──ってください、どうしてそんな話に？　わたしはなにも…っ」

「あくまですっとぼけるつもりか」

　一体なんの話だという必死の抗こう弁べんも、低い声と鋭いまなざしに跳はね返される。

　ここへきて百合はようやく、例の不可解な出来事の原因が自分にあると思われていることを悟さとった。

　──だから、みんなよそよそしかったんだ……！

　ここ数日の謂いわれのない態度は、これだったのだと合が点てんがいく。

　しかし、どうしてそんな話になったのかはわからないままだ。

　百合の疑念に答えるように男が言葉を突つきつけてくる。

「おまえがきてからだ、あんな得体の知れないナニカがでるようになったのは。ならば、原因はおまえにあると考えるのは当然だろう！」

「そんな！　言いがかりですっ」

　それを言うなら三位局も条件は同じはずだ。──とはさすがに口にするのははばかられるが、理不尽さは否いなめない。

　腕を摑んでいる男とは別の方が、やはりこちらを見下ろしながら、はっ、と鼻先で笑った。

「きさまは先の桐壺の幽ゆう霊れい騒さわぎにも関かかわっていたそうではないか？」

「……それが、なにか？」

　香子の父である大だい納な言ごんがおおっぴらに武官を動かしたせいで、あの騒そう動どうに式しき部ぶの大たい輔ふと彼の娘むすめである女房が関わっていたことは宮中に広く知れ渡わたっていた。

　なんの話だと知らぬふりをするのは、それこそ怪しい。だからといって、陥おとしいれられそうになったことを、あたかも積極的に関かん与よしていたかのように言われるのは腑ふにおちず、肯こう定ていも否定もせず慎しん重ちように相手をうかがう。

　男はじっとりと目を細めた。

「あれも本当にきさまのせいだったのではないか？」

「なっ……」

　あまりの言いように百合は言葉を失った。

　ことの顚てん末まつは内だい裏り、いや大内裏に出入りする者ならだれもが承知のはずだ。当然幽霊が狂きよう言げんだったこともだ。

　濡ぬれ衣ぎぬを着せられそうになった挙句、ろくに騒動について知りもしない者に諸悪の根源扱あつかいされてはたまらない。

「──なにを根こん拠きよにそのようなことを」

　ばかばかしい、と口を突きかけた文句を深い嘆たん息そくに変えた百合に、しかし男たちは滲にじむものを感じとったのだろう。揃そろって眦まなじりを吊りあげた。摑まれた腕にぎりぎりと一層の力がこもる。

「根拠だと？　そんなものっ、おまえが内裏へくる以前はこのような騒ぎはついぞなかったのだ、それで十分だろう！」

「……っ」

　なんて横暴な、と思うが、口を開けば苦鳴が漏もれそうで唇くちびるをひき結ぶ。

「我らだけが申しておるわけではない。皆みながおまえが妖よう術じゆつを使って桐壺御み息やす所どころを貶おとしめたのではないかと囁ささやきあっておるわ」

「おかげで、梨壺に──東宮さまに悪あしきものが憑ついたと、不ふ名めい誉よ極きわまりない噂うわさが流れる始末よ！」

「──え？」

　東宮にまで話が及およぶにいたって、百合は瞬まばたきも忘れて男たちの顔を凝ぎよう視しした。

「どうして、そのような話に……」

「怪異はここでしか起こっておらぬのだから、当然だろう！」

　ともかくだ、と男は力任せに腕をひっぱりあげる。

　強ごう引いんに立ちあがらされた百合は、力のはいらない足でよろめくように身体からだを支えようとした。しかし──

「どんな手を使って東宮さまにとりいったのかは知らんが、即そつ刻こくここから去いねッ」

　どんっ、と突き放すように身体ごと腕を御簾みすの方へと押しやられる。

「きゃ…っ」

　体勢を立て直す間もなく放ほうりだされ、足がもつれる。百合はそのまままろぶように御簾へと倒たおれこんだ。

　あちこちから悲鳴があがる中、御簾を突き破る勢いで縁えんへと押しだされた身体が、簀子すのこに叩きつけられそうになった時、

「──百合！」

　駆かけこんできた影かげに抱だき止められる。

「……、……っ」

　胸が早はや鐘がねを打つ。息がつまって、言葉がでてこない。

　膝ひざが笑い、無意識のうちに触ふれたものにしがみつくようにしてその場にくずおれれば、力強い腕に上体を支えられた。

「大だい丈じよう夫ぶかッ？」

「……っおみ、さま」

　焦あせったような声にのろのろと顔をあげると、険しい表情をした龍臣がこちらをのぞきこんでいた。

「すまん、遅おそくなった」

「……ぇ」

　そんなことはない、と言いたいのに、喉のどに声がひっかかり擦かすれたような音しかでてこない。

　代わりに百合は緩ゆるく頭かぶりを振ふった。

「左さ兵ひよう衛えの佐すけ！」

　その背に尖とがり声が叩きつけられる。

　百合はびくっと肩かたを揺ゆらがせると、龍臣を押しのけるようにして身を離はなそうとした。

　自分をかばったことで彼の立場が悪くなるのは避さけたい。

　だが、こちらの思いとは裏腹に、支える龍臣の腕に力がこもった。

「龍臣、さま…っ」

　咎とがめるように声を絞しぼりだすが、その腕は緩まない。どころか、鋭するどいまなざしで百合の背後を睨にらみつけた。

「その女をかばうなど、どういうつもりだ？」

　ばさっと御簾を払はらい退け、公きん達だちたちがでてくる気配がする。

　このままでは巻きこんでしまうと焦る百合をよそに、龍臣はゆっくりと口を開いた。

「──どういうもこういうも、」

「それは、こちらが聞きたい」

　彼の声に、別の声が被かぶせられる。

「！」

　響ひびきは穏おだやかだが、穏やかならざるものを孕はらんだ声こわ音ねに、百合ははっと首を巡めぐらせた。

　男たちもまた弾はじかれたように声の方をむいたのが視界の端はしに映る。

「っ……東とう宮ぐうさま」

　いつからそこにいたのか、うっすらと微笑ほほえみを浮うかべて簀子縁に佇たたずむ東宮に、彼らは慌あわてて膝を折った。

「それで？」

　これはどういう事態なのか、とゆったりと歩みよりながら、言葉少なに問いを投げる。そこには聞いているだけで背筋が薄うすら寒くなるような、言いようのない迫はく力りよくがあった。

「これは……その、御おん身みのためを思って」

「さ、さようです！　この女がいては、東宮さまのためにならないと……」

　いつもとは違ちがう雰ふん囲い気きを肌はだで感じるのだろう、男たちはしどろもどろになりつつ自分たちの正当性を主張する。

「女によ人にんにこのような扱いをすることが、東宮さまの御おん為ため、ですか」

「──っ、きさまは黙だまっていろ、左兵衛佐！」

　冷ややかに告げた龍臣に、男の一人がいきりたつ。

「左兵衛佐の言うとおりだよ」

　しかし、にこやかに同意した東宮に、ぐっと押し黙る。ただ黙ったままではいられないのか、「恐おそれながら」ともう一人が意を決したように顔をあげた。

「この者を東宮さまのお側そばに置いておくわけにはまいりません。このまま怪かい異いが続けばどうなるかなど、」

「それはだれが言っているの？」

「火を見るより──は？」

　自身の言い分に挟はさまれた東宮の問いに、男が呆あつ気けにとられた表情を晒さらす。なにを言われたのかわからないというその顔に、東宮は小さく首を傾かしげた。

「ここ最近の出来事に彼女が関与していると、だれが言っている？」

「だれ、とは……その、皆が」

　男にとっては問われること自体不可解なのだろう、なぜそんなことを、とばかりにもごもごと口を動かす。

「だから、その『皆』とは？　陰おん陽みよう寮りようの者がそう言ったとでも？」

「いえ……」

　緩まない追つい及きゆうに、男は言葉を失う。どちらも顔をこわばらせてうつむくさまは、完全に彼らの独り合が点てんであることをうかがわせた。

「噂に踊おどらされて、確証のないことで人を責めるのはどうかと思うよ。──皆もだ」

　東宮はひとつ息をつくと、男たちから御簾へ──その奥で息を潜ひそめてなりゆきを見守っているだろう者たちへと視線を走らせた。

「深草式部に含ふくむところがあるのなら、私に言うといい。彼女にきてもらうことを決めたのは、ほかならぬ私だからね」

　東宮の宣告に、あたりに気まずげな沈ちん黙もくがおりる。

「──左兵衛佐」

　衣きぬ擦ずれの音ひとつしない中、東宮が手にしていた扇おうぎをぱちりと鳴らした。

　それに「はっ」と臣下らしく頭こうべを垂れたあと、龍臣が小声でこちらへと囁いた。

「立てるか」

「は、い。申しわけありません」

　百合は震ふるえる足に力をこめ、龍臣の手を支えに立ちあがる。

　よろめきつつも自らの足で立つ彼女を確かく認にんすると、東宮は踵きびすを返した。

「いくぞ」

「え……ですが」

　かばわれた上にこのままついていけば、それこそなにを噂うわさされるかわからない。

　自分はまだしもこれ以上龍臣や東宮に迷めい惑わくをかけるわけには……と躊躇ためらっていると、龍臣が軽く鼻を鳴らした。

「おまえがここに残ってなんになる。いいから、こい」

「ちょ、待っ──」

　ぐいっと腕うでをひかれ、もつれた足が前へでる。あとはもうなし崩くずしだった。

　そのまま龍臣にひきずられるようにして、百合は東宮のあとへと続いた。







　横から高たか坏つきにのった碗わんがさしだされ、百合ははたと瞬またたいた。すこしぼんやりしていた。

「ありがとうございます」

「いいえ。それより大丈夫ですか？　まったく、女人に狼ろう藉ぜきを働くなど……」

　軽く憤ふん慨がいするあこに、百合は小さく微笑んだ。

「はい。東宮さまと龍臣さまがきてくださいましたから」

　いただきますね、とだされた白湯さゆを口にする。まだ温かいそれがじんわりと染しみ渡わたる。

　掌てのひらで包みこんだ碗から広がる熱の心ここ地ちよさに、百合は自分の手がひどく冷たくなっていることを自覚した。

「──あこどのは、ご存じでしたか？」

　ぽつりと零こぼすと、困ったように微笑まれる。

　それだけで自分と例の怪異にまつわる噂を彼女が知っていたことがわかる。

　百合は碗へと溜ため息いきをおとした。

「東宮さまにご迷惑をおかけしてしまいました」

「迷惑だなどと、あの方はそんな風には思っておられませんよ」

「ですが、わたしが梨壺にいることで、おかしな噂が……」

　自分のことだけなら莫ば迦かなことをと笑い飛ばせるが、東宮にまで累るいが及およぶとなると話は別だ。

　大だい納な言ごんと香子、そして民みん部ぶの少輔しようの身勝手さを知りもしないで、深草式部自分のせいだなどと言われるのは腹立たしい。が、ことの真しん偽ぎは別として、自分がここにいること自体が噂を助長しているのもたしかだろう。

「──たしかに困った噂だけれどね、百合が気に病やむ必要はないよ」

「東宮さま」

　静かにさし挟まれた言に、百合は面をあげる。

　自分を母も屋やへと連れて戻もどった東宮は、あこに人ひと払ばらいをさせたあと、奥で龍臣と話しこんでいたため、すっかり意識の外だった。

　百合は碗を置くと、礼をとった。

「さきほどはありがとうございました」

「すこしはおちついた？　こちらこそ、彼らが悪いことをしたね。母の方の縁えん者じやなんだけれど、私の東宮という地位を利用してなんとかのしあがろうという者たちでね」

　あの人ともども困ったものだ、と東宮が息をつく。

「龍臣がまにあってよかったよ」

「あれをまにあったっていうのかは微び妙みようだがな。──ったく、身内の手た綱づなくらい握にぎっとけ」

　奥から戻ってきた龍臣が、どかりと百合の隣となりに腰こしをおろす。

「あいつが言うとおり、おまえが気に病む必要はない。おまえがいようといまいと騒さわぎになる時はなる」

「それはそうですけど……」

　東宮も龍臣も慰なぐさめてくれているのはわかる。だからといって心が軽くなるかといえばまた別の問題だ。

「事実がどうであれ、深草式部という存在が梨壺によくない影えい響きようを与あたえているのは間ま違ちがいありませんから」

　役にたつどころか迷惑をかけるなんて、と百合は眉まゆをさげた。

　花になれるほどぱっとした容姿でもなく、主あるじの知性を高めるような飛び抜ぬけた教養があるわけでもない。楽の才は琵び琶わの名手である父の手ほどきを受けただけあって、多少人よりあるかもしれないが、所しよ詮せんその程度だ。

　唯ゆい一いつ役にたてそうなのは衣い裳しように関してだが、そこは東とう宮ぐうという立場、身の回りにかかわることにはそれぞれ専門に司つかさどっている部署がある。そうそうこちらが手をだす余地があるわけではなかった。

「百合。私は役にたつとかそういうつもりで君を梨壺付にしたわけじゃないよ」

「はい、わかっています。約束を守ってくださったんですよね」

　だからこそ、それに甘えてはいられないと思っているのに、この体ていたらくだ。これでは『三さん位みの局つぼね』を超こえるなど夢のまた夢だ。

　──ともかく、まずは噂のもとを絶たないと。

　きゅっと唇くちびるをひき結んだ途と端たん、

「おまえ……おかしなことを考えてるんじゃないだろうな？」

　横からすかさず釘くぎを刺さされる。

　百合は内心ぎくりとしつつ、「おかしなこと、ですか？」と空そら惚とぼける。

　幽ゆう霊れい騒さわぎの時も二人からは危ないと注意されたくらいだ。例の怪異について探さぐろうとしているなどと知れたら、確実に止められる。

　だからこそ、素知らぬふりをとおした百合だったが、『表情からばればれ』と評された自身の隠かくし事のできなさを失念していた。

　心にやましいものを抱かかえるがゆえに無意識に龍臣と東宮から視線をそらしていた百合は、彼らがすばやく目を見み交かわしたのを見ることはなかった。
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　これは、まるきり吊つるしあげだな。

　清せい涼りよう殿でんの縁えんの端はしに控ひかえながら、龍臣は内心呟つぶやいた。

　あいにくと自分の位置からでは中の様子をうかがうことはできないが、ここにいても肌はだを刺すぴりぴりとした空気がただならぬ雰ふん囲い気きを伝えてくる。

　急に東宮が御ご前ぜん会議に呼びだされたと思ったら、これだ。

　やはり、と思いこそすれ、驚おどろきはない。が、中で公く卿ぎようたちとむかいあっている幼おさな馴な染じみを思うと、苦い息が漏もれた。

　──魑ち魅み魍もう魎りようはどっちなんだか。

　兄の忠告どおり、ここぞとばかりに仕し掛かけてくる抜け目のなさに、舌を巻く。もっともそうでなければ宮中ここでのしあがることなどできないだろう。

　はっきり言って、あれは東宮などいつ降りてもかまわないのだ。

　だが、ひきずり降ろされるとなれば話は別だ。それも謂いわれのない汚お名めいを着せられてなど、それこそ甘受する道理はない。

　ここが正念場だと、龍臣は中から聞こえてくるやりとりに耳をすませた。




「ここのところ、梨壺で怪かい異いが続いているとの話を小耳に挟はさみましたが……」

　実際のところどうなのか、と暗に問う右大臣の言葉から、会議ならぬ東宮に対する追つい及きゆうははじまった。

　ざわざわと揺ゆらめく場の声は、言葉としての形を拾えない。おそらくは追従や疑念などが近い者同士でとり交わされているのだろう。

「あれを怪異と呼ぶのかはわかりませんが、少々不可解な事こと柄がらが続いているのは間違いありませんね」

　東宮が認めたそれに、ざわめきが大きくなる。

「……得体の知れない鳴き声や羽音、怨うらみ言を呟く声が、少々、ですか」

「怨み言は言い過ぎでしょう。あれをしかと聞きとるのは困難ですから」

　なにを言っているのかまではわからない、としれっと告げる声からは、平然と受け答えをする東宮が目に見えるようだった。

　証しよう拠こに、動どう揺ようのひとつも見られない東宮に、ざわめきの方が戸と惑まどいを濃こくしたのがわかった。

　己おのれをとりまく雰囲気をよそに、それに、と続ける声がする。

「なにぶん、日のあるうちのことですので」

　言外に『あやかしの類とは違うだろう』と告げた東宮に、「そうだな」と返ったあいづちがあった。

　聞こえてきたその声に、龍臣は目を細めた。

「実際、ほかの者からもそのように報告を受けている」

　帝みかどだ。なんの気負いも感じられない常と変わらぬ響ひびきに、帝自身は『怪異』をさほど重要と捉とらえていないことがうかがえた。

　しかし、納なつ得とくできないのは右大臣側だ。

「っ……昼間のことだから悪あしきものではないとは、言い切れないのではございませんか？」

「だが、実際陰おん陽みよう寮りようの方からそういった兆候はあがってきていないが？」

　荒あらげそうになったのを押し殺したような低い右大臣の声に、帝が正論でもって応こたえる。

　ぐっと言葉をつまらせる気配に、龍臣は右大臣側が確たるなにかを握っているわけではないと察した。

　──このままおとなしくひきさがる……くらいなら、はじめから仕掛けてくるわけがないか。

　しかして、龍臣の予想どおり、束つかの間の沈ちん黙もくのあと反はん駁ばくがあがった。

「──しっ、しかし、怪異が起こっているのはまぎれもない事実です！」

　右大臣よりは若い、けれどよく似た声こわ音ねは息むす子この権中納言時明だろう。それに加勢を得て右大臣の声が続いた。

「さようです！　今は一宮さまの御おん袴はかま着ぎが近づいている大事な時。そのような折に怪異騒そう動どうなど縁えん起ぎでもありません」

　あからさまに東宮より自身の孫でもある一宮に重きを置いた発言だったが、表立って咎とがめる者はいなかった。

　それはそうだろう。ここで東宮をかばうような真似まねをすれば、逆に一宮を軽かろんじているととられかねない。

　遅おそかれ早かれ東宮の座が一宮に移るのは、もはや確定事じ項こうなのだ。下手なことをすると自分の身が危ないとばかりに、日ごろ右大臣と反目しあっている左大臣──父でさえ、口を閉とざしたままだ。

「そもそも東宮さまは、なにゆえご自身の御ご殿てんで起こっている怪異を手をこまねいて見ておられるのか」

　再び東宮にむいた矛ほこ先さきに、一度は静まったざわめきが戻もどってくる。「たしかに……」「もしや……」と龍臣のところにまで届く呟きには、色いろ濃こい疑念が滲にじんでいた。

　自らの地位を脅おびやかす一宮を快く思っていないのでは？　というのはまだいい方だ。交わされる低語の中には、東宮がすでにあやかしにとり憑つかれているのでは……という彼の言動を疑うものまである。

「……もとはといえば、怪異の原因だと噂うわさされている女によう房ぼうは、東宮さまがお連れになったのだろう？」

　ならば怪異騒動そのものを東宮が仕組んでいるのでは、と龍臣同様控えている者たちの間からは、無責任に囁ささやく者まで現れる始末だ。

　好き放題言ってくれる、と表情は変えないまま、龍臣が苦く息をおとした時、

「おや」

　新たにおちた声は、場にそぐわない笑いを含ふくんでいた。

「東宮さまがまるでわざとそうなさっているかのような口ぶりですね」

「……左大将」

　歯に衣きぬ着せぬ、どころか面おも白しろがってさえいる様子に、右大臣が唸うなるように朱貞の呼び名を口にする。声こわ色いろから苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔つきになっているのが、目に見えるようだった。

「そうは言っておらん」

　しかし敵も然さる者、そのままでは終わらず応おう酬しゆうの声をあげる。

「だが、なにかしら含むところがおありなのでは、と思われてもしかたのない状じよう況きようかと」

　これにも表立っては賛同はあがらないものの、同調する者たちがすくなからずいることが空気をとおして伝わってくる。

　一度は失いかけた流れを再度ひきよせた右大臣が、この先言いだすことは想像に難かたくない。

　現東とう宮ぐうの廃はい位いだ。

　怪異によって穢けがれを受けている、とするか、一宮ひいては今上帝に対して二心あり、とするかは彼の心ひとつだが、どちらにしろ東宮に不利な流れがあるのはたしかだった。

「──そろそろだな」

　龍臣は口の中で呟くと、軽く身み動じろぎした。

　あたかもこちらの動きが見えていたかのように、静かなざわめきの中、ひとつ溜ため息いきがおちた。やけに響いたそれに、水を打ったような静せい寂じやくが満ちる。

「ああ、失礼」

　しかし、当の本人はあいもかわらず動揺の欠片かけらもない。

　当然だ。この流れも自分たちにとっては予測どおりなのだから。

「困りましたね。私としては、どんな珍めずらしい鳥が住みついたのだろうぐらいに思っていたものですから」

「と、鳥？　怨み言を言うような鳥など、」

「しかし、謂われのない疑いをむけられるとなれば、そうも言ってはいられません」

　あやかし以外のなにものでもない、と続けようとしたのだろう右大臣の言葉を、淡たん々たんと、けれどきっぱりと東宮が遮さえぎった。

「左さ兵ひよう衛えの佐すけ」

「──はっ」

　ぱちん、と扇おうぎが鳴らされる音とともにかかった呼びかけに、龍臣はすばやく立ちあがった。なにごとか、と周囲が好こう奇きと驚おどろきの目をむけてくる中、滑すべるように簀子すのこを進み、あげられた御簾みすの手前で膝ひざを折った。

「ここに」

　左右に公く卿ぎようが居並ぶ中、御ぎよ座ざの帝とむかいあうように一人座した東宮の背に、頭こうべを垂れる。

　突とつ然ぜんの登場に、なんだこいつは、と言わんばかりに視線の数々が突つき刺ささるのを肌はだで感じつつ、龍臣は東宮の次の言葉を待った。

「主上おかみ、お願いがひとつございます」

「なんだ」

　弟の勝手な行動に怒おこるどころか、いかにも楽しげな声音が返る。これから起こることをあきらかに面白がっている。おそらく自分の兄である朱貞も同じだろう。

「ここにいる左兵衛佐をしばしの間、お借りしたく」

「かまわん。好きにしろ」

　自分が東宮と懇こん意いにしていることは、帝が兄を重用しているのと同様、広く知られたことだ。だが、『左兵衛佐』はあくまで帝の臣下だ。

『三さん位みの局つぼね』の際はだれにも知られるわけにはいかなかったため、病欠という手段をとったが、今回は前面にでて動く必要がある。周知のこととはいえ、東宮が帝の臣下を好き勝手使うには障さわりがある。

　余計な横よこ槍やりをいれられないためにも、手順を踏ふんでおく必要があった。

「ありがとうございます」

「それで、どうするつもりだ？」

　帝の促うながしに、とり囲む公卿たちが息を吞のんで東宮を見つめる。

　射い貫ぬくような数多あまたの視線に臆おくすることなく、東宮は決然と声を放った。

「一宮の着ちやつ袴この儀ぎまでに、我が殿でん舎しやで起こっている怪かい異いをおさめてみせます」

「なっ──」

　高々となされた宣言に声をつまらせた気配がして密ひそかにうかがえば、憎にく々にくしげに扇を持つ手を震ふるわせる右大臣の姿があった。

「ほう……あれの儀式までに、ひと月とないぞ？」

「はい。謂いわれのない疑い、とは申しましたが、皆みなが不安に思うのも当然のこと。左兵衛佐ならば見事解決に導いてくれるでしょう」

　迷いなく告げる声にあわせ、龍臣は無言のまま腰こしを折る。

　しばしの無言のあと、ぱしりと膝を打つ音がした。

「わかった。ならば、この件はそなたらに一任する」

　皆もそれでいいな、と帝みかどが投げかけた言葉に否いなやはあがらない。

「二人とも、任せたぞ」

「御ぎよ意い」

　帝の声かけに、二人声を揃そろえる。

　強気で請うけ負ったものの、すでに目星がついているというわけではない。

　しかし、なにも手をうたなければ追いおとされるのを待つだけだ。東宮を──そして百合を守るためには無理だろうが無茶だろうがとおすしかない。

　──物の怪けだかなんだか知らんが、捕つかまえるまでだ。

　龍臣は面おもてを伏ふせた姿勢のまま、ぐっと拳こぶしを握にぎり締しめた。

　着袴の儀は半月余り後に迫せまっていた──。
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　御ご前ぜん会議に呼びだされた東宮と龍臣を、百合はぎりぎりする思いで待っていた。

　そのあとで話がある、と言われて主あるじ不在の場に控ひかえているものの、正直話とやらよりも会議がどうなっているかが気にかかってしかたがない。

　いきなり御前会議に召めされるなど、ここ最近の梨壺での騒さわぎが原因だとしか思えない。

　この間の公きん達だちたちが告げたように、自分のせい、とは思わない。桐壺の件は言いがかりもいいところだし、第一物の怪だのあやかしだのに憑かれるような覚えもない。

　一方で、正体不明の鳴き声やしわがれた話し声を耳にするにつれ、言いようのない不安がせりあがってくるのもたしかで、物の怪の類たぐいは信じない、と以前のように言い切れなくなっている自分もいた。

「──わたしのせいじゃなくても、桐壺の一件に関かかわったわたしがいることが噂を助長してるのは間ま違ちがいないし」

　東宮の厚こう意いを受けた身で、自分は関係ないと言えるほど、図太くも厚顔でもないつもりだ。

　零こぼれそうになった嘆たん息そくをこらえるように、百合は唇くちびるを嚙んだ。

　自分にできることは……と床ゆかの板目を睨にらむように考えこんでいた時、ふっと視界が陰かげった。

　え、と顔をあげるより早く、

「だめだよ。そんな風に嚙んでは傷になる」

　優やさしく咎とがめる声とともに伸のびてきた指先が、口元をそっとなでた。

「!?」

　思いもよらぬ出来事に、百合はぴしりと凍こおりつく。

　──……え？　なに、今、唇をなにかが──。

「百合？」

　なにが起きたのか理解できず目を見開いていると、心配そうな呼びかけとともに頰ほおに手を添そえられ、横からのぞきこまれる。

「……」

　しばしその顔を見つめ、それが東宮だと認にん識しきした瞬しゆん間かん、百合は声にならない悲鳴をあげてばっと顔をあげた。仰のけ反るようにして身を退ひく。

「と、東宮さまッ!?」

　まさかさっきのは、と軽く錯さく乱らん状態に陥おちいっていると、「大だい丈じよう夫ぶ？」と憂うれい顔でさらに手を伸ばしてくる。

「だ、大丈夫ですから！」

「おいっ」

　その手から逃にげるように顔を背そむけたのと前後して、いらだった声とともに別の手が東とう宮ぐうの肩かたをひいた。

「なにやってる！」

「なにって、見てのとおりだけれど？」

「見てのとおりって……おまえな」

　東宮の肩を押さえたまま、はーっと荒あらく息をついたのは龍臣だ。

「だけど、あの花びらのような唇に傷がつくのは痛々しいじゃない」

「花……!?」

「だからってあんなことするヤツがあるか」

「あの、」

　東宮の言動に赤くなり、龍臣のいらだちを隠かくさない様子にたじろぎ、と二人の間でおたおたする百合に気づいた龍臣がちっと舌打ちした。

「そんなことより、話があってこいつを呼びだしたんだろうが」

「ああ、そうだったね」

　龍臣の不ふ機き嫌げんさが気にかかるものの、話題がそれたことにほっとする。

「こちらに」と母も屋やの方へと招く東宮に、ひとつ深呼吸をして襟えりを正した百合は彼らのうしろに従った。

　どうやら改まった話のようだ。

　御前会議のこともあり、再びこわばった面おも持もちになった百合へ、座した東宮がすこし困ったように微笑ほほえんだ。

「別に百合がどうこうという話ではないよ。──ああ、私が今すぐどうこうという話でもないから安心して？」

　だされた名に、自分のことなどどうでもいい、という気持ちが顔にでていたのだろう。東宮がすぐに言い添えるが、それにもひっかかりを覚える。

「……今すぐ、ですか」

　その言い方では、時がきたらどうこうなると言っているようではないか。

　無礼だとは思いつつ、探さぐる目つきになった百合に、「しまったな」と東宮は弱った色を濃こくした。

「うん、まあ、百合の考えているだろうことも、あながち間違いではないと思うよ」

「──はっきり言えばいい」

　いまいち煮にえきらない肯こう定ていに、横から龍臣が口を挟はさんだ。

「一宮さまの着袴の儀までに梨壺での怪異をおさめることができなければ、責をとって東宮の座を降りることになるだろう、ってな」

「！　そんな」

　龍臣の明言に、百合はさっと青ざめた。

　例の公達たちの言葉が脳のう裏りに甦よみがえる。

「東宮さまのせいではないのに、どうして……やっぱりわたしがいるからですか？」

「それは違ちがう」

　間かん髪はつをいれず、龍臣と東宮の声が揃う。

「諸もろ々もろの要因と思おも惑わくが重なった結果だ」

「龍臣、私のことをどうこう言えないと思うけれど？　君だって言葉が足りない」

　龍臣を横目で見て嘆息した東宮が、改めてこちらへとむき直った。

「心配しなくていいよ、そうはならないために龍臣がここにいるんだから」

「……龍臣さまが？」

　百合はまだ青い顔で東宮と龍臣を交こう互ごに見やった。

「主上おかみから左さ兵ひよう衛えの佐すけを借り受けた。ここで起こっている出来事は、儀ぎ式しきまでに龍臣がなんとかする。──だからね、百合には別のことを頼たのみたい」

　なんとかと気軽に言うが、あてはあるのか。もし、儀式までにことをおさめることができなかったらどうするのか。

　そんな不安に色づいた疑念が湧わいてくる。

　けれど、東宮の力強い言葉を前に、胸のうちの懸け念ねんを口にすることはできなかった。それは彼らを信じていないのと同じことだ。

　百合は不安を吞のみこむように、小さく喉のどを上下させた。

「別のこと、ですか」

「そう、百合には一宮の着ちやつ袴この儀に際して、特別な祝いの品を用意してもらいたい」

「特別な、祝いの品……」

　東宮の言を口の中で繰くり返し、今度は違う意味で喉が鳴った。

「今回のことは、一宮を新東宮に立たせたい右大臣の思惑が大いにからんでいる。私に今の地位に執しゆう着ちやくしてもらっては困る筆頭が彼だからね。だからこそ、必要なんだ」

　いったん言葉を切った東宮のまなざしが、まっすぐに百合を捉とらえた。

「私が、時がくれば喜んでこの位を一宮へ譲ゆずり渡わたす用意があると、彼に対してなんら含ふくむところがないと、示すための特別な品がね」

「……それを、わたしに？」

「百合にしか頼めないと思っているよ」

　はっきりと首しゆ肯こうした東宮に、百合は震ふるえそうになる手をぎゅっと握にぎり締しめた。

　──そんな大任を、わたしに……。

　自分にはとても無理だと尻しり込ごみしそうになる。けれどこれは、東宮の厚意に、信しん頼らいに応こたえるまたとない機会でもあった。
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　ここで逃げたら、自分は本当に迷めい惑わくをかけるだけの存在になってしまう。

　百合は一度目を閉じたあと、意を決して東宮を見つめ返した。

「──どのような品を」

　実質の承しよう諾だくに、一いつ拍ぱく置いて東宮がふわりと笑えんだ。

「百合がこれぞと思うものを」

「わたしが、ですか？」

　まさか丸ごと任されるとは思っておらず、百合は双そう眸ぼうを見開いた。

　いいのか、と語った目に、変わらぬ笑みのまま東宮が再度頷うなずいた。

「百合にしか頼めない」

　ちらりと龍臣を見やれば、同じように頷きが返った。

「……」

　信頼が、重い。

　しかし、だからこそあとには退けない。

「──わたくしでよろしければ、精せい一いつ杯ぱい務めさせていただきます」

　百合はすっと背筋を伸のばしたあと、ゆっくりと頭こうべを垂れた。




「じゃ、俺もとりかかるとするか」

「うん、龍臣も頼んだよ」

「おう」と応えて立ちあがった龍臣が母屋をあとにする。

「あ……」

　その背になんと声をかけるべきか迷い──「がんばってください」では他人ひと事ごとのようだし、「お願いします」は筋が違う気がする──結局なにも言えず見送った百合は、苦い溜ため息いきを吐はきだした。

「百合」

「！　申しわけありません。わたしも、」

　東宮の前でとる態度ではなかった、と無礼を詫わび、自分も退出しようと腰こしを浮うかせかける。

「龍臣が心配？」

　そこへ静かに問いかけられ、百合は逡しゆん巡じゆんしたのち座り直した。

「心配、というか……どうしても、お二人にご迷惑をかけているという思いが拭ぬぐえなくて」

「むしろ、巻きこまれたのは百合の方だよ」

　怒おこってもいいくらいだ、と苦く笑しようする東宮に、まさか！　と目を瞠みはる。

「巻きこまれただなんて！　そんなこと考えたこともありません」

　梨壺付にとりたててくれたのも、もとは自分が後宮での出世を望んだからだ。感謝しこそすれ、怒るなどとんでもない。

　半ば身をのりだすようにして否定した百合に、東とう宮ぐうが柔やわらかに笑んだ。

「うん、私たちもだ。迷惑などとは思ってない。なるべくしてなった──それだけのことだよ」

「東宮さま……」

　どこか達観した様子に、諦あきらめのような色を感じ、さきほど覚えた不安とは違うざわめきが胸を揺ゆらした。

「あの」

　聞くのは失礼かもしれない。というより、確実に不敬にあたるだろう。

　けれど、その『色』の正体が知りたくて、百合は口を開いていた。

「東宮さまは、さきほど『時がくれば喜んでこの位を一宮へ譲り渡す用意がある』とおっしゃいましたけど」

「ああ、言ったね」

　なんでもないように返ったあいづちに、百合はこくりと喉を鳴らした。

「ご自身がこのまま……と思われたことはないのですか？」

　わかっている。東宮が帝てい位いを望めば、帝みかどとの間に大きな亀き裂れつが走るだろう。それは兄弟の仲を裂さくだけでなく、宮中を、ひいては国を揺るがすことになる。

　下手をすると命も危あやうい、危険な橋であることは間違いない。

「ないね」

　東宮自身もそれがわかっているのだろう。変わらぬにこやかさできっぱりと否定した。

「私の役目は、一宮が大きくなるまでなにごともなくこの座を守ることであり、波風を起こさせずこの座を降りることだから。この座についた時から、それは決められたことだ」

「決められた、役目……」

　出会ったばかりのころ、東宮が『いずれその座を逐おわれる者』だと自分を称しようしたことがあったのを思いだす。今さらながらにその意味の重さを痛感する。

「百合」

　困ったように微笑ほほえんだ東宮が音もなく立ちあがり、百合の前へと片かた膝ひざをついた。え、とあげた顔をなぞるようになでた指先があった。

「君がそんな顔をすることはないよ」

　その言葉と仕草に、百合は自分が泣きだしそうに顔を歪ゆがめていることを知った。

「っ、申しわけ」

「私はね」

　口を突つきかけた謝罪を遮さえぎるように、東宮が唇くちびるを開いた。

「なにも望まない。私自身が国にとって厄やつ介かいな存在だと自覚しているからね」

「そんなことっ」

　自らを厄介者呼ばわりした東宮に、百合はとっさに顔に添そえられていた彼の手をとっていた。必死に繫つなぎ止めるように、両手で強く握り締める。

　そうしなければどこかへ消えてしまいそうだった。

「厄介な存在だなんて、そのようなことはありません！　今も立派に役目を……東宮を務めておいでではありませんか。なにも望まないだなんて、そんな…っ」

　彼の立場がわかるからこそ、もどかしい。

　望めばいい、などと軽々しくは言えない。けれど、諦めきったその色が、悲しかった。

　不用意に彼の心を踏ふみ荒あらしただけで、所しよ詮せん自分にはなにもできないのだと、自らのいたらなさを思い知る。

「百合……」

　そんな彼女にどこか呆あつ気けにとられたようにされるがままになっていた東宮が、ふっと口元を綻ほころばせた。

「──そうだな」

　ふいに握り締めていた手が包みこまれるのを感じ、百合ははたと瞬またたいた。気づくと東宮の手を握っていたはずの両手が、逆に大きな手に握りこまれている。

「百合が私の妃きさきになってくれるのなら、今の座にしがみついてみるのも悪くないね？」

「え……？」

　笑顔で告げられたそれに、ゆるゆると目を見開く。
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　はく、と開きかけた唇を閉とざす。

　ご冗じよう談だんを、といつものようには言えなかった。だからといって、頷けるはずもない。

　今の話を聞いてしまったから、というのももちろんだが、自分の心が頷かない──頷けない。

　固まったまま言葉をなくした百合に、ふふっ、と東宮は笑いを零こぼした。

「冗談だよ」

　その一言ですませると、はらりと握っていた両手を解く。

「そういうわけだから、頼たのんだよ」

　笑顔で言い残し、奥へと姿を消す後ろ姿を、百合はぎこちない礼で見送ることしかできずにいた。
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『百合がこれぞと思うものを』

「……よく考えなくても、これって難題だよね」

　一晩が明け、改めて東宮からの依い頼らいとむきあい、百合はその難解さに頭を抱かかえた。

　時が経たてば経つほど、本当に自分にできるのかと不安がのしかかってくる。

　これを用意しろ、と命じられたのなら、多少の困難はあってもそれを工面すればすむ。

　しかし、品の選定そのものを任されるとなると、まず『なに』を選ぶかが問題になってくる。その上で、特別な品を準備しなければならない。

　命じられたものを用意する方がよほど楽だ。

　とはいえ、今さら投げだすわけにはいかない。

　百合は、うーん、と頭を捻ひねった。

「さすがに、衣い裳しよう関連ではでる幕はないし」

　着ちやつ袴ことは字のごとく幼児がはじめて袴を身につける儀ぎ式しきだが、衣裳や室しつ礼らい──飾かざりつけに使う調度類は帝、もしくは母である中宮側が揃そろえるはずだ。

「女宮なら櫛くしとか簪かんざしとか、装そう飾しよく品も選せん択たく肢しかもしれないけど……」

　身近に男児がいなかったため、そもそも祝いの品としてなにを贈おくるのかがよくわからない。

「硯すずりや墨すみなんかの文物？　もしくは笛とか」

　思いあたるかぎりを口にしてみるが、しっくりこない。

　贈り物としては問題ないかもしれないが、それらを贈ることで東宮が一宮に対して含ふくむところがないと示すことになるだろうか？

「たしかに祝いの品を贈るって点では、敬ってるってことになるかもしれないけど」

　だとしたら自分に任せるより、専門の職人などに命じた方がその道の逸いつ品ぴんが手にはいるはずだ。なまなかなものを贈ったりしたら、それこそ一宮を軽かろんじていると捉とらえられかねない。

　東宮が自らに課した役割を知ってしまったからには、自分が妨さまたげとなるわけにはいかなかった。

「わたしに任せてくださった以上、わたしに求めていることがあるはず。……わたしが、これぞ、と思うもの」

　百合は自らのうちをのぞきこむように目を閉じた。

　──わたしだから、というもの……。

　そうして瞼まぶたの裏に浮うかんでくるのは、色とりどりの輝かがやきだ。

　春の花の鮮あざやかさ、夏の草木のむせかえるような息い吹ぶき、秋の錦にしきに染まった木々、冬の雪の穢けがれのなさ。

　季節ごとに表情を変える空、それを映した水の澄すんだ清らかさ。

　朝は闇やみを白く染め、夕は薄うすらいでいく光とともに藍あいを濃こくし、夜は静けさをたたえ月の清せい廉れんなきらめきを際きわだたせる。

　一いつ瞬しゆん一瞬で違ちがう顔を見せるそれらを写しとり、色を重ねて表現することの、なんと心躍おどることか──。

　百合はひとつ頷うなずいた。

　自分にはこれしかない。

「──あ、でも衣裳は……」

　そうだった、とはたと瞼を開けた百合は、いや、とまなざしを強くした。

「衣裳でなくても、なにかあるはず」

　東とう宮ぐうが一点の曇くもりもなく一宮を祝福していると、見れば皆みなが納なつ得とくするもの。

　東宮の心が、どうやったら表現できるのか──。




　──いと……し

　　──……し…ね




　その時、思考に忍しのびこむように耳に触ふれた音に、百合は目をしばたいて顔をあげた。

「今の……」

　聞き間違いだろうか？

　しわがれたような、例の声が聞こえた気がして、神経を研とぎ澄ませるようにしてじっと耳をそばだてた。

「……」

　しかし、それ以上なにも拾えない。

　やはり、空耳だったらしい。怪かい異い騒そう動どうに意識が過か敏びんになっていて、なんでもない音がそんな風に聞こえたのだろう、と嘆たん息そくした刹せつ那な、

　ギェェ──ッ

　空気を裂さくように響ひびき渡わたった叫さけび声と激しい羽ばたきに、百合は弾はじかれたように外へ首を巡めぐらせた。

「なに!?」

　以前に聞いた時とも違う、不安を煽あおりたてるような甲かん高だかい叫びに、思わず立ちあがる。

　胸のざわめきに急せかされるように百合は御簾みすを払はらいのけると、簀子縁すのこえんへと走りでた。

　高こう欄らんに手をつき、周囲をぐるりと見渡すが、空にはすでに影かげひとつない。

「いない……」

　落らく胆たんの息をついて踵きびすを返そうとした百合は、背後から聞こえてくるざわめきに、ぴくりと足を止めた。

　見られている。

　背中に御簾越ごしの視線を感じる。叫きよう声せいともつかぬ鳴き声のせいか、はたまた自分の行動が人目をひいたのかはさだかではないが、ひとつやふたつではない。

　ひそひそと交かわされる囁ささやきは、しかとは聞きとれないものの、好意的とは言いがたかった。

　東宮と龍臣は百合のせいではないと言ってくれたが、梨壺ここの人々にとってはそうなのだ。

　ここに怪異を呼びこんだのも自分なら、東宮が窮きゆう地ちに追いこまれている原因を作ったのも──いや、原因そのものなのだ。

　東宮がいくら注意したところで、人々の心から疑いという影が晴れるわけではない。

「──そのためには、アレの正体を突つき止めないと」

　結局、いきつくところはそこだった。

　龍臣に任せればいいという東宮の言葉を信じていないわけでも、龍臣自身に不足を覚えるわけでもない。

　けれど、誤解だろうとなんだろうと自分が関かかわっているのなら、すこしでも龍臣の役にたちたかった。ことは容易には運ばないと感じるからこそ、なおさらに。

「まずは、思いこみを捨てるべきかもしれない」

　百合は自らに言い聞かせるようにして空を睨にらんだ。

　明るい最さ中なかの出来事だから、だとか、そんなものがいるはずがない、とあやかしの類たぐいだということを頭から信じていなかった。

　しかしそれでは、あやかしだの物の怪けだのと声こわ高だかに口にする人々と、言っていることが逆なだけでなにも変わらない。

　先入観を捨て、あらゆる可能性を探さぐってみる必要がある。

　幸いというか、女によう房ぼうとしての仕事をさせてもらえない今、時間だけはある。

　東宮からの依頼の品を考える合間に、龍臣の手伝いをすることぐらいはできるだろう。

「さしあたっては──」

　静かに深く息を吸いこむと、百合はおもむろに背を正した。

　やましいことはなにもない。疑いの目を前にこそこそしていては、余計勘かんぐられるだけだ。内心はどうであれ、だれに恥はじることのない姿でなければ。

　よし、と気持ちをいれ替かえて改めて御簾の方へむき直ろうとした百合は、しかし再び足を止めることになった。

「？　あれは……」

　それこそ、とぼとぼと、と表現するにふさわしい、肩かたをおとした姿で渡わた廊ろうを歩いてくる人影がちらりと見えた。

　すぐに建物の陰かげになってしまったが、あの姿は──

「──雅子さま？」

　百合は人影がでてきたであろう方へ目をやった。

「桐壺……？」

　今のが本当に雅子だったとして、桐壺で一体なにをしていたのだろうか。香子が退出して以来、あの御ご殿てんは空いたままのはずだ。

　しかも、あの落胆ぶりは一体……。

　追っていって聞いてみようか、と頭をよぎるが、しばしの思案のあと百合はくるりと踵を返した。

　あきらかに人目を避さけたあの様子で、素す直なおに話してくれるとは思えない。なおかつ、今接せつ触しよくして彼女に耳じ目もくを集めるのは、それこそ避けたい。

　すっかり怪異騒動にまぎれているが、彼女は遠くないうちに『左大臣家の姫ひめ』に戻もどる人だ。なるべく目立たない方が彼女のためでもある。

　百合はひっかかりを残しながらも、局つぼねへと戻っていった。







　自分の感性と技わざを使って、東宮の心をどう表現するのか。

　方向性は摑つかめたものの、これはこれで簡単なことではなかった。

　儀ぎ式しきで使用する衣い裳しようや几き帳ちようなどの調度類とは別に、贈おくり物としてそれらを用意するという手もある。ただ贈り物としては、やはり反たん物ものが一いつ般ぱん的だろう。

　どちらにしても問題は、そこにどのように東宮の心をこめるのか、だ。

「祝いの品だから、おめでたい吉きつ祥しよう文様をいれる、とか？」

　一宮なら桐きりや竹、鳳ほう凰おう文様などだろうか。

　とはいえ、文様をいれる、と一言に言っても方法はさまざまだ。

　布地自体に文様を織りこむにしても、浮織物や固織物など織物にも種類がある。

「……そもそも、織物までは手がでないし」

　染めから仕立てまではできるが、機はた織おりはさすがに門外漢だ。第一、儀式まで半月しかないのではまにあうかどうかだろう。

　ほかにも、白い布地に型紙をあて摺すって染める地摺り、文様を縫ぬいとる刺し繡しゆう、筆で直接描えがく描かき絵えなどがある。が──

「──地摺りはさすがに一宮さまに用いる手法じゃないよね。刺繡ならなんとかできるけど、これも半月でどこまでできるか」

　金糸や銀糸を使用すれば華はなやかなものになるだろうが、中ちゆう途と半はん端ぱなものは逆に貧相に映りかねない。

　さらに言えば、刺繡にしろ描絵にしろ、技術云うん々ぬんの前に図案が必要だ。ちょっとした意い匠しようを縫いとることくらいは可能だが、絵の心得がない以上、おおがかりなものとなると織物同様お手あげだった。

「あとは染めだけど」

　一色に染めることはもちろん、絞しぼり染めはよく用いる手法だ。生き地じに濃のう淡たんをつけた村むら濃ごや薄うすい色から裾すそへいくにしたがって濃こくする裾すそ濃ごなど、ぼかし染めもできる。

　けれど、複雑な文様を染めで描きだすには、高度な技術が必要になる。

「知識としては一応知ってるけど……さすがに、一宮さまの祝いの品で試ためしてみる、なんてわけにはいかないしね。それで失敗したら目も当てられないし」

　ふう、と百合は持っていた書きつけの束を膝ひざへとおろした。

　頼たよりない灯火ともしびの下、書きつけを見つめ続けたせいでしょぼしょぼとする両目を閉じた。じんわりと瞼まぶたが熱を持っているのを感じつつ、途と切ぎれた集中にどっと疲つかれがのしかかってくる。

「……鳳凰文様とか、いいとは思うけど」

　鳳凰は徳の高い天子の出現を告げるとされる霊れい鳥ちようだ。

　梧ご桐とうの木に棲すみ、竹の実を食べると唐から国くにの言い伝えにあり、桐竹鳳凰文は帝みかどの御ご袍ほうにも用いられている。

　東とう宮ぐうが一宮へ鳳凰文様を贈ることで、一宮が賢けん君くんとなると信じているという意思表示に繫つながるはずだ。

「でも、それが『特別な品』かっていうと……」

　ありきたりといえばありきたりだ、とぼんやりと開けた目を、書きつけへとおとす。

　色というものに興味を持ちはじめてから今日まで、得た知識や思いついたこと、試したことまで書き記したそれらの束は、今の自分そのものと言ってもいい。

　色の名や染せん色しよくの方法、使う染料など色に関することから、かさねの色目や布の地じ質しつ、さらには文様の意匠など衣裳に関することまで、とりとめもなく書きつけてある内容は多た岐きにわたる。

　だからこそ、とっかかりが摑めないかと一枚ずつ目をとおしていたのだが、『これぞ』という閃ひらめきは降りてこないままだ。

　──今、どれくらいだろう……。

　あやふやな感覚で、今の刻限を思う。

　まだ蔀しとみ戸どはおろされたままだが、外からは下の者たちが動きだしている気配がする。ということは、もう夜明けは近い。

　夢中になるあまり夜を明かしてしまったらしい。

　集中していた間は気にもならなかったが、徒労に終わった今はさすがに疲れの色を隠かくせない。もとより、ここ二、三日、方向性は見えているのにいっこうに浮うかばない案にもんもんとして、眠ねむれぬ夜が続いていただけになおさらだ。

　すこしでも横になった方がいいだろう、と百合は手にしていた書きつけの束を緩かん慢まんな仕草で文ふ箱ばこへと戻す。溜ため息いきで蓋ふたをして、文箱も唐から櫃びつへしまったあと、大きく首を回した。

　さて、と身体からだを横にしかけ──カタン、と小さく響ひびいた妻戸を開け閉めするような音に、思わず動きが止まる。

　──なに？

　やけに胸をざわめかせるそれに、頭の中にかかっていた靄もやが一気に晴れる。同時に、鼓こ動どうがすこしずつ速まっていく。

　女房たちが起きだすにはまだ早い。早いが、気配を忍しのばせたようなあの音は、おそらくだれかがでていったものだ。

　普ふ段だんなら気にも留めなかったかもしれない。しかし、だれもが得体の知れない影かげに怯おびえる今の梨壺で、人ひと気けの乏とぼしい中一人出歩くのは不自然な気がした。

　その不自然さが、百合の苦い記き憶おくを刺し激げきするのだ。

「……」

　百合は脱ぬいだ衣ころもを羽織り直すと、息を潜ひそめて立ちあがった。音を追うように、極力物音をたてないようにしつつ、すばやく外へとむかう。

「──雅子さま？」

　そこで目にした、あたりをうかがうようにして建物の陰かげへと消えていく人影に、自然と眉まゆがよった。

「やっぱり、前のも……？」

　桐壺から戻ってきた人ひと影かげのことを思いだし、一層眉み間けんが憂うれいを帯びる。

　一体なにを、と怪け訝げんに思うと同時に脳のう裏りに浮かんだのは、香子の乳ち兄弟きようだいである小こ春はるのことだった。

　桐壺の騒そう動どうの折、香子に協力させられて生霊いきすだまの噂うわさを広めたり、民みん部ぶの少輔しようとのやりとりを仲ちゆう介かいしたりしていた彼女も、あんな風に人目をはばかるように行動していた。

「まさか、ね」

　考えすぎだ。ここ最近の騒動に雅子が関かかわっているなど──かてて加えて、裏で左大臣家が関かん与よしているなどとは。

「わたしが祭で雅子さまを見つけたのだって、たまたまだし」

　……たまたまのはずだ。

　しかし、一度疑念が芽生えてしまうと前例があるだけに拭ぬぐい去ることができない。

　──自分だって疑われて嫌いやな思いをしてるくせに。

　百合はきゅっと唇くちびるを嚙かむと、人影の消えた方へと足を踏ふみだした。

　この胸のもやもやを晴らすには、行動あるのみだ。

「ようは例の怪かい異いと一いつ緒しよで、わからないから不安になるのよ」

『おかしなことを考えてるんじゃないだろうな？』

　脳裏に響く咎とがめるような声へ言い訳するように呟つぶやいて、百合は建物の角を曲がった。きょろきょろと周囲を見回す背を見つけ、

「雅子さま」

　静かに声を投げる。

「！」

　こちらの気配にまったく気づいていなかったのか、『三さん位みの局つぼね』より細い肩かたが大きく跳はねた。ぱっと振ふりむいた怯えたような表情が、まだついたままの灯とう籠ろうの灯あかりに浮かびあがる。

「……深草の、式部どの」

　こちらを認めるなり、ほっとしたような、それでいてばつが悪そうな色がよぎった。

「このような早朝に、どうされたんですか？」

　そんな雅子へ百合は真正面から切りこんだ。たださすがに根こん拠きよもなく、「ここのところの騒動にはあなたが関わっているのですか」とは聞けない。

　雅子は言葉につまったように、わずかに視線を泳がせた。

　やがて、ひとつ息をおとすと、意を決したようにこちらへとむき直る。

「深草式部どのは、宇う津つ保ほ物語を読まれたことがある？」

　唐とう突とつな問いかけに、なにがでてくるかと身構えていた百合は思わずきょとんとした。

「宇津保物語、ですか？　ええ、まあ、目をとおしたことくらいなら」

　宇津保物語とは、神秘の琴きんを守り伝える一族の数すう奇きな運命を描えがいた長編の物語だ。

　琴が題材なだけあって興味を抱いだいた父が手にいれたのか、家にあったのを読んだことがあった。物語としてよりも、様々な行事や宴うたげの様子が詳くわしく描かれていたのが参考になったのを覚えている。

　──そうだ。あれももう一度読み直すと、祝いの品の糸口が摑つかめるかも。

　しかも、あの話は天てん女によや常とこ世よの国のような場所がでてくる霊れい異い譚たんの色も濃い作品だった。梨壺で起こっている怪異についても、なにか得るところがあるかもしれない。

　いや、宇津保物語でなくとも、今起こっていることを知るには昔の書物をあたってみるのも手だろう。

「深草式部どの？」

　寝ね不ぶ足そくのせいか考えが散さん漫まんになり、つい思考を飛ばしていた百合は、こちらをうかがう雅子のまなざしにはたと我に返った。

「それで？」

　意識がそれていたことを誤ご魔ま化かすように続きを促うながした。

　ええ、と顎あごをひきながらもこちらを気にかける様子の彼女に、いささか気まずさを覚えつつ先を待つ。

「あの物語に、花の上を鳳ほう凰おうと孔く雀じやくが連れだって遊んでいる、という場面がでてくるのだけれど」

「……鳳凰、ですか」

　雅子の口からでた一言に百合はどきりとする。

　まるで胸のうちの悩なやみを見通されているかのようだ。しかし、

「いえ、鳳凰のことはいいの。あくまで伝説上の霊れい鳥ちようだから」

　あっさりそう告げられる。あたかも存在しない鳥には興味がない、といわんばかりだ。

「深草式部どのは、ここで孔雀を目にしたことはない？　もしくは、その存在を耳にしたことは？」

「ここで？　梨壺で……いえ、宮中で、ということですか？　というか、孔雀？」

　それはどんな鳥なのか、と百合は首を捻ひねった。

　いや、正確には鳥なのかどうかもわからないが、無類の鳥好きと言われる雅子が口にするからには鳥の仲間なのだろう。

　そんな百合の様子に、雅子は「そう……」と嘆たん息そくをおとした。

「その様子ではここにもいないのね、孔雀は。異国から献けん上じようされた孔雀を内だい裏りで育てていたことがあるという記録があったから、もしかしたらと思ったのだけれど……」

「じゃあ、例の影じゃなく、それを探して……？」

　たとえ、異国から献上されるような珍めずらしい鳥がいたとしても、だれの目にもつくような場所で飼われているとは思えない。だからこそ、こうしてこっそりと探さぐっていたのだろうか。

　しかし、雅子はすでにこちらの声など耳にはいっていないかのように、ここではない遠くを見つめていた。

「孔雀は異国の鳥で鶴つるのように大きいのですって。それにね、とても美しい羽を持つらしいわ。なんでも、鳳凰の羽のように五色に輝かがやくのだとか」

　語って聞かせるというより独りごちるような雅子の言葉に、百合ははっと目を瞠みはった。

「五色に、輝く……？」

「ええ。一体どのような鳥なのかしら」

　そう呟いたあと、雅子は気をとり直したように微笑ほほえんだ。

「──などと、言ってもせんないことね。ごめんなさい、騒さわがせてしまって」

　戻もどるわね、ときた時の慎しん重ちような足どりとは逆に、足早に簀子縁すのこえんを戻っていく。

　百合は追いかけるでもなくその背を見送って、たった今摑みかけたなにかを懸けん命めいに手た繰ぐりよせようとした。

「たとえば、鳳凰の羽を……ううん、それだとさっきまで考えてたことと変わらない」

　摑めそうで摑めないそれに、おちつかなげに簀子の上をうろうろする。

「じゃあ、一色一反たんで……」

「おい」

　そこへふいにかけられた声に、百合は飛びあがった。

「も、申しわけありません！　ちょっと考えごとを──って、龍臣さま!?」

　この状じよう況きようでは怪あやしいのは自分の方だと今さらに思い至り、釈しやく明めいしようとしたところで、相手の正体に気づく。

　なんだ、と百合は大きく安あん堵どの息をついた。

「こんな刻限に、こんなところで一体、」

「それはこっちの科白せりふだ」

　どうしたのか、と尋たずね終わる前に、ぎろりと睨にらまれる。

「おかしなことを考えるな、と俺は言ったな？」

　暗に責められ、百合は小さく首を竦すくめた。その言葉に心あたりがありすぎるほどあった。

「すみません。──だけど、たまたまなんです。物音が聞こえて気になってきてみたら、雅子さまがいらして……あっ、もしかして？」

　ここにいるのは同じ理由だろうか、と龍臣をうかがえば、呆あきれ混じりの嘆息が返った。

「以前おまえが、あの人の姿が見当たらないと言っていただろう。気になって、あれから時々様子を探っていた。おかしな真似まねをされたら、こっちが迷めい惑わくだからな」

「あ、あれは孔雀を探しておられたようです」

「孔雀？」

　さきほど聞いたばかりのそれを代わって説明すると、龍臣の眉まゆが怪け訝げんそうにあがった。

「異国の鳥で、以前内裏でも飼われていたことがあるそうで」

「──それを、探していた、と？」

「らしいです。なんでも、羽が五色に……」

　言葉にしている途と中ちゆうで、再び同じなにかがひっかかる。

「百合？」

　言い止さして黙だまりこんだこちらに龍臣が声をかけてくるが、今度こそそれを摑まえようとする百合の耳には届いていなかった。

　その姿になにかを察したのだろう。龍臣はそれ以上追つい及きゆうすることなく、百合の背へ手をやった。

「とりあえず、おまえは局つぼねへ戻れ。もうすぐ夜が……」

　今度は促す龍臣の声が途と切ぎれる。

　一呼吸置いて、感かん嘆たんとも恐おそれともつかない嘆息が、百合の耳じ朶だをかすめた。

「これは、また……不ふ吉きつだなんだと騒ぎそうな朝焼けだな」

「え？」

　言葉の持つ不ふ穏おんな響ひびきに、百合はつられるように顔をあげた。

　直後、視界を染めた朱しゆ色いろに目を瞠る。

「これ、は──」

　重い雲が広がる空が、深い緋あけ色いろに染まっていた。

　たなびく雲は淡あわく輝き、重なりあう雲は鈍にぶく沈しずんでいる。

　それは怖こわいほどに赤く、けれど息を吞のむほどに圧あつ倒とう的な色の景色だった。

　たしかに怖いほどに心をざわめかせる色だと、空気まで朱色に染まったような風景に立ちつくしていると、「あれは……」と龍臣の呟つぶやきが届いた。

　彼の方へ首を巡めぐらせてみれば、その目は西の空を見つめている。

　それを追って西へ視線をむけた百合は、これ以上ないというくらいに双そう眸ぼうを見開いた。

「──虹にじ？」

　まだ暗さを残す暗紅色を背景に、淡い虹が浮うかびあがっていた。

　今にも消えそうなその色の連なりを目に留めた瞬しゆん間かん、百合は今まで摑めそうで摑めなかったものを、はっきりと手に摑みとったのを感じた。

「これなら……！」

　そうなるともうじっとしてはいられなかった。

「あのっ、重ねがさねすみません。わたし、これで失礼します！」

「は？　おい──」

　百合は気もそぞろに頭をさげると、呆あつ気けにとられた龍臣がなにか言いかけるより早く踵きびすを返した。

　急がなくても逃にげたりはしない。わかってはいても、ようやく降りてきた閃ひらめきにおちついてなどいられなかった。

　物音を追ってでてきた時とは裏腹に、周囲への気き遣づかいも忘れ、局へと駆かけ戻る。

　そうして百合は、さきほどしまったばかりの文ふ箱ばこを唐から櫃びつからひっぱりだした。







　自らの閃きを形にする目め処どをたてた百合は、すぐにでも押しかけたいと逸はやる心をなだめ、あこをとおして東とう宮ぐうへの面会をとりつける。

　じりじりと呼ばれるのを待ち、やがてとおされた東宮の御ご前ぜんで『特別な品』に対する説明を終えたころには、午ひるも近い刻限になっていた。

「なるほど……」

「──いかがでしょう？」

　思案げに目を伏ふせた東宮を、百合は固かた唾ずを吞んで見守った。

　自分ではこれしかない、と思っているが、東宮から一宮への贈おくり物だ。贈り主が否いなと言うのなら考え直さなくてはならない。

「珍しい試みだけれど、百合が『できる』というのならできるんだろうね。けれど、あと半月しかないよ？」

　東宮がちらりと視線を投げた庭先は、あのあとしばらくしてから降りだした雨でしっとりと濡ぬれそぼっていた。

　季節はすでに長雨のころ。それも東宮の懸け念ねんの一因だろう。

　百合は無礼を承知で、しっかと東宮を見つめた。

「今ならなんとか……いえ、必ずまにあわせます」

　曖あい昧まいな言葉を吞みこみ、はっきりと宣言する。

「そう」

　そんな百合に、東宮はふっと相好を崩くずすと、鷹おう揚ように顎あごをひいた。

「わかった。──あこ」

　ぱちりと扇おうぎを鳴らし、乳母めのとを呼ぶ。

　あらかじめ指示を受けていたのか、ほどなくして盤ばんを携たずさえたあこが几き帳ちようのむこうから姿を現した。運んできた盤を東宮の前へと置き、礼をとるとそのまま戻っていく。

　残された盤の上には、一反の反物がのせられていた。黒くろ塗ぬりの盤に一ひと際きわ映はえる、真っ白な光こう沢たくを放っている。

「これを使うといいよ」

　東宮は微笑ほほえみを浮かべ、すっと盤を百合の方へと押しやった。

「──拝見しても？」

　反たん物ものと東宮を見比べ、たてたうかがいに頷うなずきが返るのを待って、盤の方へといざりよる。

「失礼いたします」

　百合は見るからに上等な品だとわかるそれを恐る恐る手にすると、すこしだけ広げた。真っ白な中に浮きあがる文様に、軽く目を瞠みはる。

「これは……」

　織りこまれた文様にそっと指を滑すべらせた。

「鳳ほう凰おう文様、ですね」

「そう。実は以前から用意させていてね。本来ならばこれを贈ろうと思っていた」

　鳳凰文様のはいった絹の浮織物。

　東宮の用意したそれに、やはり考えることはだれでも同じらしいと思う。だからこそ、これからやろうとしていることが『特別』になるはずだ。

　とはいえ──。

「よろしいのですか？」

　たしかにこれを使えば、より特別な品にすることができるだろう。

　けれど逆に、万が一のことがあった場合とりかえしがつかない。最悪、贈り物自体を用意できなくなる可能性があった。

　以前から用意させていた、ということはこの一反に手間も時間もかかっているということだ。今から同じだけのものを用意するのは難しい。

　そんな百合の不安を感じとったのか、東宮がくすりと笑いを零こぼした。

「なに、自信がない？」

「──いえ」

　見み透すかされた迷いに即そく答とうできなかったことを悔くやしく思いつつ、百合は反物を盤の上へ戻もどした。静かにうしろへさがると、床ゆかに手をつき、面おもてを伏せた。

「必ずや、ふたつとない特別な品に仕上げてみせます」

「うん」

　衣きぬ擦ずれの音がして、盤が横へずらされる気配がする。

　どうしたのかと顔をあげる間もなく、床についていた右手をとられた。

「！」

「百合ならできるってわかっている」

　反射的に顔をあげると、すぐそこに東宮の微笑みがあった。

　驚おどろいて身を退ひこうとするも、とられた手を両手で包みこむように握にぎられ、身動きができなくなる。

「出来上がりに期待しているよ」

「……ご期待に添そえるよう、力を尽つくします」

　かろうじて応こたえた百合に、東宮はつと眉まゆをよせた。

　なにか気に障さわっただろうか、とどきりとしていると、手から離はなれた東宮の右手が意味ありげにこちらの目元をなぞった。

「──っ」

「顔色が悪いね。もしかして、寝ねていない？」

　触ふれたぬくもりに肩かたが大きく跳はねる。なんとか声をあげるのはこらえた──が、続けられた咎とがめる色の滲にじんだ指し摘てきに、今度はうっと声をつまらせた。

「……はい」

　しかし、こちらを見つめる目力に負けて小さく認めた百合に、東宮は短く息をついた。

「熱心なのはありがたいけれど、それで身体からだを壊こわしては元も子もないからね」

　このあとは休むように、と釘くぎを刺さされ、渋しぶ々しぶ首しゆ肯こうする。

　ただ、今横になったところで眠ねむれる気はしなかった。

　贈り物の目処はたった。けれど、託たくされた反物にしても日数的な意味でも、失敗は許されない。準備は入念に、かつ急いでする必要があった。

　──まず、絹の端は切ぎれかなにかを使って……。

「百合？」

　すでに贈る品へと意識を飛ばしていた百合は、笑え顔がおの東宮にぐいっと右手をひくようにしてのぞきこまれ、ぎくりとする。

「ここで休んでいってもいいんだよ？」

　どうする？　と告げる目が笑っていない。

　百合は慌あわてて頭かぶりを振ふった。

「い、いえっ、お気遣いいただかなくても局つぼねで休みますので！」

「そう？　遠えん慮りよせずに休んでいけば、」

「本当に、お気遣いなく！　あ、お忙いそがしいところ、お時間をいただいて申しわけありませんでした。わたしはこれで──」

　このままではまずい、と東宮の言葉を遮さえぎり気味にまくしたてる。ほかに人がいたら、無礼者、と言われるだけではすまない所行だ。

　そうと自覚しつつも、一刻も早くここを立ち去らなければ、という思いに突つき動かされるままに、百合は避よけられた盤へと左手を伸のばした。

　が、届く寸前で、すっと盤が遠ざかる。

「あ──」

「これはあとであこにでも届けさせるよ」

　遠ざけた犯人──東とう宮ぐうが変わらぬ笑顔で告げた。

　あきらかに信用されていない。

　だが、ここで「お手を煩わずらわせるわけには」とでも言ったら、自身が留め置かれかねなかった。

「──承知、いたしました」

「うん。ゆっくり休んだころにでも、届けるようにするから」

　ひきつった笑顔を返した百合に、さらなる釘が打ちこまれる。

「お気き遣づかい、ありがとうございます」

　それでは、とそろりととられたままだった右手をひく。今度はすんなり外れた手にほっとしつつ、百合は頭をさげた。

　あとは辞すだけだと、そそくさと立ちあがり、むけた背中に、

「百合。──頼たのんだよ」

　さきほどまでとはうって変わった真しん摯しな声がかかる。

　百合は改めて東宮へとむき直ると、「はい」とまっすぐ返して再度頭こうべを垂れた。

　──この信しん頼らいに、応えなきゃ。

　この方の悲しくも気高い、国を想おもう心を、この一反にこめてみせる。

　そう決意も新たに、御ご前ぜんを辞す。

　局へと戻る道すがら、百合は高こう揚ようした意識とは別に、身体にずっしりと重さを覚えた。はっきりとした筋道が見えたことで、張りつめていた気持ちが緩ゆるんだのかもしれない。

「反物がなくても、やれることはあるけど……」

　さすがに、ぶっつけ本番、というわけにはいかない。今までの経験からおおよその目処はついているが、なにぶんはじめてのことだ。

　ゆえに、やろうと思えばすぐにでも準備にとりかかれる。気持ちとしてはそうしたいのは山々だが──。

「やめよう」

　百合は逸はやる気持ちを払はらうように頭を振った。

　現に疲つかれを感じているのだ。時間がない分、多少無理をする必要はでてくるかもしれないが、今からはりきりすぎていざという時に踏ふん張りが利きかないようでは元も子もない。

　今日は素す直なおに休もう、と局に戻った百合は、そこに積まれた書物に眉まゆ根ねをよせた。

「なに、これ」

　でていった時にはなかったそれらを訝いぶかしく思いつつ、一番上にあったものを手にとる。

「これは、和わ名みよう抄しよう？」

　さまざまな物事についての説明がされた辞書だが、もちろん自分のものではない。なんでこんなところに……と首を傾かしげたところで、はたと思いだす。

「そうだ、父さまだ」

　東宮との面会を待つ間に、ふと雅子とのやりとりを思いだし、父実さね茂しげに宛あてて文ふみをだしていたのだ。

　一いつ介かいの女によう房ぼうの身で、絵巻物ならまだしも、男性が見るような書物に目をとおす機会がそうそうあるわけではない。機会があるどころか、賢さかしらぶって、と敬遠される方向にある。

　東宮や龍臣に頼めば手にいれることはできるだろうが、彼らが目的を察したら「そんなことはしなくていい」と言われるだろう。現に今朝も龍臣から忠告されていた。

　自分が関かかわることですくなからず迷めい惑わくをかけているのを手伝いたいと思っているのに、それでは意味がない。

　だからこそ、一いつ般ぱん常識はないが教養と知識の幅はばだけはむだに広い父に、物の怪けや霊れい異いについて載のっているような書物はないかと尋たずねたのだ。

　さっきの今で、返事がくるより早く書物が届くとは思わなかったため、なにごとかと思ってしまった。

「それにしても、早いけど」

　さすがに心配をかけるのは……と梨壺でのことは記さなかったのだが、もしかしたら小耳にくらいは挟はさんでいるのかもしれない。ゆえに気遣ってくれたのか、なにも知らないものの娘むすめから頼たよられてはりきったのか。

　浮うかんだ考えに、百合はくすりと笑いを零こぼした。

「ありそう」

　頼りない父にあれこれ言うことはあっても、頼るということはほとんどなかった。反対に、頼れないと思って自分がしっかりしなければとやってきたのだ。

「ありがとう、父さま」

　休もうと戻もどってきたはずだった。

　けれど、思いもかけぬ書物の存在に、意思が揺ゆらぐ。今も東宮のために力を尽くしているだろう龍臣を思うと、なおさら自分だけ休めないという気になる。

「……ちょっとだけ」

　百合は書物の前に腰こしをおろすと、手にしたそれを繰くりはじめた。

　ちょっとだけだから、とだれへともなしに言い訳しながら、次し第だいに文字の羅ら列れつへと没ぼつ頭とうしていった。
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「百合の方は、例の品に本格的にとり組みはじめたよ」

　梨壺での怪かい異いをおさめる命を受けてから、七日。

　正体を突き止めるどころか、影かげさえ摑つかめない状じよう況きように焦あせりを禁じ得ない中、東宮から告げられたそれに、安あん堵どとは別に一層焦しよう燥そうがかきたてられるのを龍臣は感じた。

「──そのようだな」

「あれ、知っていたの？」

　複雑な胸中で頷うなずけば、意外そうな顔が返る。

　龍臣は隠かくすことでもない、とあっさり種を明かした。

「なにか思いついたらしい時、その場にいたからな」

「へえ……じゃあ、どんな品かも？」

「いや。閃ひらめいた瞬しゆん間かん、一目散に走り去った」

「ふぅん」

「なんだ？」

　物言いたげに目を細めた東宮に、龍臣は軽く眉まゆをよせた。

「すこし妬やけるな、と思っただけだよ。どんな風に君が彼女に閃きを与あたえたのかとね」

「──んなんじゃねえよ」

　幼おさな馴な染じみの言葉に、苦々しく呟つぶやく。

　自分が助けになったのならこの胸のざわつきも、もうすこし違ちがったものだったかもしれない。

　そんな龍臣の様子に、東宮は軽く首を傾げたあと「ああ、そうか」と頷いた。

「悔くやしいんだ？　先を越こされて」

　どこか楽しげなその指し摘てきに、龍臣は深く息をついた。

「聞くな。おまえこそ、自分の進退がかかってるんだぞ」

　人で遊んでいる場合か、と笑えみすら浮かべている東宮をねめつける。

「龍臣のことを信じているからね」

　しかし、気負いもなく返されて、龍臣は小さく舌打ちした。

「──ここんところ梨壺につめてるが、それらしい影は見当たらない。声だけは聞こえるが、それも頻ひん繁ぱんじゃない」

　探しはじめたのを察知したかのように、なかなか気配を感じさせなくなっていた。

　龍臣の報告とも言えない報告に、たしかに、と表情を改めた東宮があいづちをうつ。

「いなくなるのなら、すっぱり姿を見せなくなってくれたらいいんだけれど……ああ、でも、右大臣はそれでは納なつ得とくしないかな」

「そもそも、ソレは梨壺にいるのか？」

「──というと？」

　呪じゆ詛そのような言葉や不気味な鳴き声を梨壺近辺で聞いたという話が多いからこそ、梨壺に悪あしきものが憑ついているだのなんだの言われている。──が、だからといって梨壺にソレが棲すみついている確証はないのだ。

　人の出入りが多い分だけ、当然耳じ目もくは増える。それが『音』という広こう範はん囲いに渡わたって届くものなら、なおさらだ。

　羽ばたきとともに飛び去る影を見た、という者もいるが、鳴き声を聞いたという者に比べたら圧あつ倒とう的にすくない。

　そして、『音』というのは響ひびく。なにも、その場で鳴っているとはかぎらないのだ。

「ここの北側にある桐壺はあの女が退所してからは無人。西側にある麗れい景けい殿でんは以前は、今は藤壺にいる中ちゆう宮ぐうが使っていたが、これまた無人。南にある温うん明めい殿でんには尚侍ないしのかみがいるが、前ふたつに比べたら距きよ離りがある上、特にそういう噂うわさも聞かない」

「人がいないから取り沙ざ汰たされていないだけで、桐壺や麗景殿にも出しゆつ没ぼつ、もしくはそこに棲みついているかもしれない、ということだね」

「ああ」

　だが、右大臣たちにそう主張してみたところで、なんの意味もないだろう。

　彼らは怪異を解決したいのではなく、目の前の男をその座から追いおとしたいのだから。

　龍臣は重い息をついて、いらだたしげに襟えり足あしをなでた。

「しょうがねえ、探す範はん囲いを広げるか」

　どこにいるかわからない、というのは実に厄やつ介かいだ。

　捕つかまえようにも、姿が見えないのでは手のうちようがない。また、わからないからこそ、人の恐おそれをむだにかきたてるのだろう。

「──主に、桐壺を？」

　意味ありげに目を細めた東宮に、ああ、と頷く。

「怪あやしい影は見当たらないが、怪しい動きをしているヤツはいるからな」

　自然と顔が苦むものになるのに、苦く笑しようが返った。

「なにをしているんだろうね、彼女は」

「とっ捕まえて口を割るなら、簡単だがな」

　言い捨てるように告げて、龍臣はよっと立ちあがった。

「またくる」

「今度はいい報告がほしいね」

「簡単に言ってくれる」

　投げかけられた言葉を払はらうようにぞんざいに片手を振ふると、龍臣は人払いのされた母も屋やをあとにした。その足で桐壺へとむかう。

　──今はまだ様子を見てるが……。

　いざとなれば手段になどかまってはいられない。

「いっそ、早々に……、！」

　桐壺へむかうために昭しよう陽よう北舎を突つっ切るべく渡わた殿どのへと歩いていると、途と中ちゆう、くん、と袍ほうの袖そでをひかれる感かん触しよくがあった。

「……」

　足を止め、ちらりとうしろへ目をやる。案の定、御簾みすの隙すき間まから伸のびた手が、こちらの袂たもとを摑んでいた。

　梨壺を訪おとずれた時──というより、後宮を訪れた時、簀子縁すのこえんに面した御簾のむこうに人の気配を感じることは珍めずらしくない。女によう房ぼうたちが通りがかる公きん達だちたちを盗ぬすみ見しながら、品定めをしているのだ。

　積極的な女房ともなれば声をかけてくることもあるが、さすがに昼日中から袖をひくような女がいるとは思わなかった。

　こんな時に、と内心舌打ちして、表向きはあくまで好青年に見えるよう龍臣は口元に笑みをのせた。

「──なにか？」

「……わたくしです」

　笑顔の裏で『さっさと放せ』と威い圧あつしながらかけた声に、そっと持ちあげられた御簾の隙間からのぞいた顔がある。

　見覚えのあるそれに、龍臣はぴくりと眉をあげた。

「『三さん位みの局つぼね』どの」

「話があるのです。こちらへ」

　早く、と声を潜ひそめながら招くように持ちあげられた御簾に、さっと周囲に目を走らせたあと、すばやく身を滑すべりこませた。

「話とは？」

　足を踏ふみいれるなり低く切りこんだ龍臣に、三位局こと雅子は視線を下へむけながら、「あなたは……」と躊躇ためらうように口を開いた。

「あなたは、あの方とは親しいのでしょう？」

「あの方？」

　雅子のはっきりしない物言いに、龍臣は訝いぶかしげに彼女を見下ろした。

　──まさか、東宮のことか？

　だとしたら、それを尋たずねてどうするのかと、自然目つきが鋭するどいものになる。

　だが、彼を見ていない雅子は気づいていない様子で続けた。

「あの方よ、深草式部どの」

「は？　深草式部？」

　予想外の名に、拍ひよう子し抜ぬけするとともに素すの呟きが漏もれる。

　深草式部とはだれだ、と思いかけてすぐに百合の女房名だと気づく。

「違ちがっていた？」

　こちらの反応が意外だったのか、さげられていた視線が戻もどってくる。龍臣は「いえ」と嘆たん息そくとともに気をいれ直すと、雅子を見返した。

「彼女が、なにか？」

「──あの方を止めた方がいいわ」

「止める、ですか？」

　これまた意味深な言葉に、眉び宇うがよる。

　百合が例の品に着手したというのは今し方耳にした。だが、それを止めろとはどういうことか。

　なにをするのかは聞かされていないが、危険があるなら東宮が真っ先に止めているはずだ。

「彼女、なにをしているのかは知らないけれど、朝は早くからどこかへいっているかと思うと、夜は夜で遅おそくまで局つぼねに灯あかりが灯ともっているそうよ。そのようなことを続けていては、身体からだを壊こわしてしまうわ」

　ただでさえ、あらぬ疑いをかけられて気き疲づかれしているでしょうに……。

　そう、憂うれうというのか、どこかうしろめたそうに小声で呟つぶやいた異母姉に、龍臣はわずかに目を細めた。

「──わかりました。教えてくださってありがとうございます」

「ああ、では……」

　ほっと安あん堵どの表情を浮うかべた雅子に、顎あごをひく。

「私の方から声をかけておきましょう。──ですから、あなたもくれぐれもおかしな真似まねをなさらないように」

「え、ええ……」

　龍臣は低い声で言い置くと、気け圧おされたように顔をこわばらせた異母姉を無視してさっさと踵きびすを返した。そのまま渡わた廊ろうへ足をむかわせながら、

「──なにやってるんだ、あいつは…っ」

　短く吐はき捨て、思案を巡めぐらせはじめた。
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　パラリ……と頼たよりない薄うす明あかりの中、紙を繰くる音がおちる。

「……唐から国くにの鳥のあやかしは、人のような顔を持つものが多いのね」

　ならば人語くらい解するだろうかと思ったあと、百合は緩かん慢まんに首を傾かしげた。

「いくら人語を解しても、外とつ国のあやかしがこの国の言葉をしゃべるものかしら？」

　あやかしだからそのあたりは関係ないのだろうか、と埒らちもない考えが浮かんでは消える。

「……」

　いつのまにかぼんやりとただ紙を眺ながめるだけになっていた百合は、はたと瞬またたくとぶるぶると頭かぶりを振った。眠ねむ気けを飛ばし、また紙面に目をおとす。

　しかし、視線は文字をなぞるだけで、意味などろくに頭にはいってこなかった。

　ふう……と息を吐くと、百合はぐるりと首を回した。

　昼間は最良を見み極きわめるために感覚を研とぎ澄すませ、夜は夜で父の持ってきてくれた書物を繰る日々に、さすがに疲つかれが溜たまっているのがわかる。

　染そめ殿どのに籠こもっている時は苦にもならないが、夜、こうして揺ゆらぐ灯火の下もとで読み慣れぬ文字の羅ら列れつを追っていると、瞼まぶたが重たくなってくる。昨夜など、途中で意識を手放してしまったらしく、書物を広げたまま文ふ机づくえに突っ伏ぷすようにして眠ねむっていて、慌あわてたものだ。

　休んだ方がいいことは重々承知している。だけど……、と百合は文机の隣となりに積まれた書物へしょぼつく目をやった。

「あとすこしだし」

　謂いわれのないこととはいえ自分が原因で迷めい惑わくをかけている以上、すこしでも役にたちたい。助けられるばかりではなく、力になりたい。

　今の百合を支えているのは、その気持ちだけだった。

「龍臣さま……」

　怖こわいくらいの朝焼けが空を染めた日から見ていない面おも影かげが脳のう裏りに浮かぶ。

　あのあと、これといった話を聞かない以上、彼の方は難航しているに違いない。

「──よしっ」

　両手で頰ほおを強めに叩たたくと、百合は再び書物へと目をおとした。

　だが、いくらも進まないうちに、耳が小さな物音を拾った。

　きぃ……と細く軋きしむ音は、妻戸を開閉する時のものだ。

　気づいたそれに、はっと書物から顔をあげる。あたりの気配をうかがい、満ちる静けさに、違った、と胸をなでおろす。

「また、やっちゃったのかと思った」

「──なにをだ？」

「人の出入りする気配がしたから、もう夜明けかと……、っ!?」

　呟きにさし挟はさまれた言葉になにげなく応こたえて、百合はぎょっと振ふり返った。

　そこにあるはずのない姿に、零こぼれおちんばかりに目を見開く。

「龍っ──む…っ」

「騒さわぐな」

　予測していたのだろう。あげかけた叫さけびに、すばやく掌てのひらに口を塞ふさがれる。

「なんのために、こんな格好をしてきたと思ってる」

　吐と息いきがかからんばかりの間近からよこされた脅おどすような低い声に、百合は瞬きを忘れたままぎこちなく顔を上下させた。

　前にもこんなことがあったな、と胸を突つき破らんばかりに鳴る鼓こ動どうとは裏腹に、逃とう避ひした思考でぼんやりと思いつつ、外された掌にそろりと息を吐きだした。

「……『三さん位みの局つぼね』さま」

　百合はひさしぶりに目にする姿を見上げた。

　そう、左さ兵ひよう衛えの佐すけでも、今の『三位局』でもない、本来の『三位局』の姿がそこにはあった。

「どうしてそんな格好で、ここに」

「あっちの姿でここに忍しのびこむのは、外聞が悪い」

　皆みなが寝ね静しずまったころとはいえ万が一ということもある、と説明をよこす彼に、戸と惑まどいは拭ぬぐえない。

「いえ、そういうことでは──」

「理由はおまえが一番わかってるんじゃないのか？」

　そんなことが聞きたいわけではない、と言いかけたところで、ひやりと耳をなでた冷たい声に、百合は声をつまらせた。

　龍臣の視線が文机からその横に積まれた書物へ、そして百合へと戻ってくる。

「だれがこんなこと頼たのんだ」

「──っ」

　冷ややかな追つい及きゆうに、ひくり、と喉のどが鳴る。

「……すみま、」

「あー、くそっ」

　反射的に謝罪しかけたところで、ふいに唸うなった龍臣がぐしゃりと自らの前まえ髪がみを摑つかんだ。

「なんでおまえが謝る」

　荒あらい嘆息とともに髪を放した手がこちらへ伸のびてくる。

　びくっと顔をひいた百合に、その手は一いつ瞬しゆん躊躇ためらいをみせたあと、そろりと頰を包みこんだ。親指がそっと目の下をなぞる。

「こんな隈くままで作りやがって……」

「龍臣、さま……」

　どこか痛みをこらえるように眉まゆをよせ、悔くいるように紡つむがれた呟きに、百合のまなざしが揺らぐ。

　彼にこんな顔をさせているのは自分なのだと思うと、胸が軋んだ。

　役にたちたい。そう思ったはずなのに、自分は彼の負担になっているのだろうか？

　龍臣は一度目を閉じたあと、痛むような色を拭い去った双そう眸ぼうでまっすぐこちらをのぞきこんできた。

「これはおまえの仕事じゃない。おまえにはおまえのやるべきことがあるはずだ」

「──それは、わかってます。だけど」

　百合は視線をおとし、唇くちびるを嚙かんだ。

「わたしがここにいるから」

「おまえのせいじゃない」

　言い終わるか終わらないかのうちに否定が返る。あの時──二人組の公きん達だちから責めたてられた時と同じだ。違ちがうのは、

「むしろ怪あやしいのは──」

　独りごちるように続いた意味ありげなそれに、百合は「え？」と目をあげた。

「今、なんて」

「ともかく！　おまえは口実に利用されただけだ。いいから今すぐ休め」

「でも……」

　そうは言われても、はいそうですか、と簡単に胸におちた影かげが拭えるわけではない。

　ちらりと、動かせない顔の代わりに目だけで文机を見やった百合に、龍臣は剣けん吞のんに双眸をきらめかせた。

「あくまで聞けない、っていうならこっちにも考えがある」

「考え？」

　いつもなら、変わった気配を察知できていたかもしれない。けれど、寝不足で鈍にぶった感覚ではどだい無理な話だった。

　くいっと肩かたを押され、上体がうしろに傾かしぐ。

　急なことに驚おどろくより呆あつ気けにとられた百合は、気がつけば床ゆかの上へと押し倒たおされていた。

　きょとん、と見上げた百合の顔に、影がおちる。

「──眠れないなら、添そい寝が必要か？」

「龍臣、さま？」

　覆おおい被かぶさるように顔の脇わきに手をついた龍臣の表情は、灯火ともしびが逆光になって見えなかった。

「なに、を……」

「それとも」

　こちらの戸惑いを無視して、ゆっくりと影が近づいてくる。

「よく眠れるよう、呪まじないでもするか？」

　囁ささやきが、唇をなでる。

　いつのまにか吐息が触ふれあうまでに縮まっていた距きよ離りに、どきりとする。

　下手に身動きもとれず、百合はこくりと喉を鳴らした。

「……まじ、ない？」

「なるほど」

　それはどういう意味なのかと唇にのせた言葉に、龍臣が目を細めたのがわかった。

　なにかを間ま違ちがった気がする、と思った瞬間、

「呪いをご所しよ望もうってわけか」

　床についた手とは反対の手が、再び百合の頰を包みこんだ。

「!?　あ、あのっ」

　ひんやりとしたその感かん触しよくに、いよいよなにかがおかしいと狼狽うろたえる間にも、吐息が唇におち──

「！」

　龍臣のそれが柔やわらかに重なった。

「──ん…っ」

　なにを、とあげかけた声は、形になることなく吞のみこまれる。代わりに漏もれた艶なまめかしい声に、かあっと顔といわず全身の血が沸わきかえるようだった。

　──なんで、こんな……!?

　彼に口づけられている。

　遅おくればせながら感覚に追いついてきた認にん識しきに、もはや驚くどころではない。ただただ、頭が真っ白になる。

「ぁ……」

　もともと無理がたたっていたところへ襲おそった衝しよう撃げきに、心身ともに限界を超こえた百合は、意識がゆっくりと遠のいていくのを感じた。
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　くったりと身体からだから力が抜ぬける。

　そのまま意識が闇やみに吞みこまれる寸前、

「……莫ば迦かが」

　痛むような呟つぶやきが胸を揺ゆらした、気がした。







　さわさわ、とざわめきが意識に触れる。

　──……もう、朝？

　眠ねむりの淵ふちから緩ゆるやかに浮うかびあがってきた百合は、周囲の気配に目覚めの時が近いことを感じとった。

　──あれ？　そういえば、わたし、いつ……

　眠ったんだろう、と思った瞬間、百合はがばりっと身を起こした。

「たっ──あ、れ？」

　脳のう裏りに残った面おも影かげに、起きあがりざまに周囲を見回し、いつもどおりの──いや、いつもより遅おそいくらいの朝の風景に呆気にとられる。

「……」

　百合は黙もく然ぜんと上体から滑すべりおちた夜具を見下ろした。ついで、のろのろと改めて局つぼねの中を見み渡わたす。

　灯明の火は消え、文ふ机づくえの上にはなにものっていない。書物は文机の隣となりにきちんと積まれて置かれていた。一番上にあるのは、昨夜目をとおしていた──はずのものだ。

　百合は這はうようにして夜具を抜けだすと、一番上のそれを手にとった。ぱらり、と捲めくってみる。

「──覚えがあるような、ないような」

　眉をよせ、三度あたりへ視線を走らせる。

　昨夜、自分以外のだれかがいた形けい跡せきは、当然ながら、ない。

「……夢？」

　龍臣がきたと思ったのは、夢だったのだろうか？　連日の夜よ更ふかしにさすがに限界を感じ、昨日は諦あきらめて寝たのだっただろうか？

「たしかに、やけに頭がすっきりしてるけど」

　寝ぼけていたのか、そのあたりの記き憶おくがない。

「──だとしたら、やっぱりあれも……」

　夢？　と無意識のうちに指で唇をなぞっていた百合は、気づいてぱっと手を放した。

　かぁっと顔に熱が集まってくる。

「っ、夢だとしたら、なんであんな夢……！」

　羞しゆう恥ちのあまり床に突つっ伏ぷしかけ、今度は勢いよく頭を振ふる。

　──夢じゃなかったら、なんなの！

　あれが現実なわけがない。三さん位みの局つぼねの格好をした龍臣が自分に口づけたなど、そんなことあるはずがないではないか。

「そんなことより、早く準備しないと！」

　ただでさえ寝ね過すごしているのだ。のんびりしている場合ではなかった。

　百合は考えることを放ほう棄きして、すっくと立ちあがった。

　今日やるべきことを頭の中にあげていきながら、手早く身み支じ度たくを整えていく。

　──そういえば。

　そんな慌あわただしさの中で、髪かみを梳すきながらふと思いだす。異性の夢を見るのは、相手が自分のことを想おもってくれているからだと、昔から言われていることを。

　物の怪けともどもそういった迷めい信しんは信じていない百合だったが、知らず知らずのうちに口元が綻ほころぶ。

「──ちょっとは、会えないことを寂さびしいって思ってくれてたりするのかな」

　ぽつりと呟いて、耳に届いた自分の声に我に返る。再びのぼってきそうになる熱を、せっかく櫛くしをとおした髪を振って払はらう。

　夢でも現実でも、これ以上考えていたらなにも手につかなくなる。時は待ってくれない以上、そんなことでむだにはできない。

　なにより──苛さいなむような羞恥のむこうにあるものになど、気づかない方がいい。

　百合は心に蓋ふたをするように一心に髪を梳とかし直すと、よし、と鏡の自分にむかって頷うなずいた。

「深草式部」

　どうにかこうにか朝の支度を終え、前日にひき続いて染そめ殿どのへむかおうとしたところで、呼び止める声がかかった。

　あいかわらず遠巻きにされている中、珍めずらしいと足を止めれば「あなたに来客です」とつっけんどんに告げられる。

「来客？」

　瞬しゆん時じに脳裏をよぎった面影に、鼓こ動どうが小さく跳はねる。

　怖こわいような、面おも映はゆいような、なんとも言いがたい心境で指示された場所に出向いた百合は、そこにあった人影に驚きの声をあげた。

「父さま！」

「おはよう、百合。ひさしぶりだね、元気にしてたかい？」

　しばらくぶりに見る父実茂の姿に、百合は足早に歩みよった。驚きに染まった顔が自然と綻んでいく。

「どうしたの？　仕事は？」

「宿直とのい明けでね、これから帰るところだよ。その……あのあと、どうなったのかと思ってね」

　おっとりしたいつもの笑えみに、憂うれいを滲にじませた実茂に、やっぱり、と苦く笑しようする。梨壺の噂うわさは世せ俗ぞくに疎うとい父の耳にも届いているらしい。

「ありがとう、心配してくれて。あ、書物も早さつ速そくありがとう」

「すこしは役にたったかい？」

　当然といえば当然の問いかけに、百合は眉まゆをさげた。

「すこしずつ、見てはいるんだけど……」

　言葉を濁にごした娘むすめに、かんばしくない成果を察したのだろう。実茂は、そう、とひとつ頷いたあと、「百合」と笑みを消してこちらを見つめた。

「私が不ふ甲が斐いないばかりに、おまえが家のためにがんばってくれているのは、知っている。けれど、無理はしなくていいんだ。いつでも帰ってきたらいい」

　こんなこと私が言えた義理ではないけれどね、と寂さみしげに表情を曇くもらせる。

「父さま……」

　そんな父親の意外な一面に、百合は目を瞠みはった。

　頼たよりないけれど、親として娘を想ってくれる父の姿に、じんわりと胸にあたたかさが灯ともる。

「──ありがとう、父さま」

　だけど、と言葉を切って、百合はひたと実茂を見つめ返した。

「わたしが東とう宮ぐうさまの……東宮さまたちのお役にたちたいの」

　そのまなざしに、実茂はふっと優やさしい笑みを浮かべた。

「そうかい。なら、がんばりなさい」

　私で力になれることならなろう、と言い添そえながら、ぐるりとあたりを見回す。

「それで、今はその怪かい異いとやらは？」

　恐おそろしげにというより興味深げに尋たずねる父の姿に、こういうところは親子だと苦笑しつつ、そういえば、と思い返す。

　最近、鳴き声や話し声らしきものを耳にしていない。ただ、明るいうちは梨壺にいないことの方が多いため、そのせいかもしれなかった。

「なくなった、っていう話は聞かないけど……。なんにしても、叫さけび声みたいな鳴き声や羽音はまだしも、あの怨うらみ言めいた声がね」

　あれが物の怪だなんだという噂を助長させ、調べを難航させていることは間ま違ちがいない。

　それがなければただの鳥の仕し業わざですむのに、と憂いがちに零こぼした百合に、実茂が小首を傾かしげた。

「怨み言めいた声？」

「ええ。聞いたことない？　いと憎にくし、うれたし、って言っているように聞こえるしわがれた声がするって」

　実際は、言っているように聞こえるだけで、はっきりとは聞きとれないのだと噂を補足した娘に、実茂がふむと顎あごをなでた。

「人の言葉を話す鳥か……まるで鸚おう鵡むのようだね」

「え？」

　なにげなく口にされたそれに、百合は目をしばたかせた。

「おうむ？　おうむって、あの鸚鵡文様の？　あれって実在の鳥なの？」

「そうだよ。異国の鳥でね、人の言葉を覚えて真似まねてしゃべるらしい。もっとも、一度や二度聞かせたくらいでは無理だそうだけど」

「人の言葉を、真似る……」

「百合も読んだ宇津保物語にもでてきただろう？　孔く雀じやく鸚鵡の鳥遊ばぬばかりなり、とね」

「宇津保物語……孔雀……」

　父の言葉に、ひとつずつ、過去の出来事が浮うかびあがってくる。

　今とりかかっている品を作るきっかけになったのが、彼女の口からでた『孔雀』だった。その時も、『宇津保物語』がひきあいにだされてはいなかっただろうか？

　にもかかわらず、鸚鵡の名がでてこなかったのはなぜだろう。異国の鳥という点では、孔雀も鸚鵡も同じはずだ。

　──……もしかして、でてこなかったんじゃなくて、ださなかった？

　思い起こしてみると、あの時雅子にはやけにこちらの反応をうかがう素そ振ぶりがあった。

　こちらの様子を見た上で、あえてださなかったのだとしたら？

「そうでもなきゃ、『鳥愛めづる姫ひめ君ぎみ』ともあろう方が……」

　目を伏ふせがちにして記憶を手た繰ぐるように思案していた百合に、ああ、と実茂があいづちをうった。

「左大臣家の姫君のことだね。そうか、珍しい鳥も飼われているということだから、鸚鵡もいるかもしれないねえ。飼えるとしたら、それこそ主上おかみか大臣方くらいのものだろうから」

　一度くらい拝見してみたいものだ、と自身が浮うき世よ離ばなれしているからこそ同類には興味があるのか、意外にも呼び名を知っていた父の言に、百合は弾はじかれたようにその顔を凝ぎよう視しした。

「飼う……」

　彼女が梨壺に残ると言いだしたのは、例の現象を見聞きした直後だった。

　朱貞は「鳥好きの血が騒さわいだんだろう」と言っていたが……もし、順序が逆だったとしたら？

「……そういえば」

　あの祭の時、倒たおれた彼女の傍そばには木くずのような残ざん骸がいが散らばっていなかっただろうか？

　あれが、鳥とり籠かごだったとしたら──。

「ありがとう、父さま！」

　すべてが細いながらも糸で繫つながった瞬間、百合は身を翻ひるがえしていた。

「百合っ？」

　珍しくも慌てた父の声を背に聞きながら、百合は母も屋やへと足を急がせた。

　よくよく思い返すと、雅子は例の影かげを気にかけながらも、自分からその話題を持ちだすことはなかった。あの朝だってそれを捜さがしていると言う方が、宇津保物語などを持ちだすよりよほど自然だったはずだ。

　にもかかわらず、そうしなかったのは──捜している、と知られたくなかったからではないだろうか？

「やっぱり休まないとだめってことね、こんなことにも気づかなかったなんて」

　まともに頭が働いていたら、もっと早く力になれていたかもしれない。

「左さ兵ひよう衛えの佐すけを借り受けたって東宮さまは言われてた。ということは、衛え府ふじゃなくてこちらにおられるはず……」

　が、さすがに前まえ触ぶれもなく御ご前ぜんにのりこむわけにはいかない。

「まずはあこどのに……、！」

　算段を巡めぐらせつつ角を曲がろうとしたところで、百合は慌あわてて足を止めた。反対側から現れた人影とあわやぶつかりかける。

「申しわけ──」

　緋あけの袍ほうを纏まとった武官らしき人物にすぐさま頭をさげ、脇わきへどきかけたところで、

「百合？」

　相手から零れた声に動きを止めた。

「たつ、左兵衛佐さま！」

　がばりと顔をあげれば、そこには捜していた龍臣の姿があった。

　目があった瞬間、わずかに見開かれた双そう眸ぼうに怯ひるみにも似た色がよぎる。それとは逆に、百合はちょうどよかったとばかりに表情を輝かがやかせた。

「あのっ、わかったかもしれません！」

「──は？」

　前置きもなにもなく語気も荒あらく告げた百合に、龍臣が呆あつ気けにとられた表情を晒さらす。ただそれも一いつ瞬しゆんのこと、すぐに訝いぶかしげに眉がよせられた。

「わかった？」

「はい、怪異の正体が」

「！」

　龍臣は再び目を瞠ると、無言のままさっとあたりへ視線を走らせた。

「さっき父がきて──」

　そのまま話し続けようとした百合を片手で制すると、手近な御簾みすから中をのぞきこむ。

「こっちだ」

　人がいないことをたしかめて龍臣が顎をしゃくる。

　頷うなずいて躊躇ためらいなく続いた百合の頭の中はようやく摑つかんだ手がかりのことでいっぱいで、どこか複雑そうな彼の表情に気づくことはなかった。
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　どうしよう……と焦あせりばかりが日々募つのっていく。

　こんなことになるとは思わなかった。彼女に迷めい惑わくをかけるつもりなど、毛頭なかったのだ。

　予定ではもっと早くここをでていくつもりだったのに、いまだ動けずにいる。

「早く、なんとかしないと」

　知らず知らず口から零れた呟つぶやきに、一層焦しよう燥そうが煽あおられる。

　東宮は一宮の着ちやつ袴この儀ぎまでにことをおさめると宣言したと聞く。それがなせなければ梨壺の主あるじは替かわることになると、交かわされる囁ささやきは日ごとに大きくなっていた。

「……」

　こうなった以上、ひた隠かくしにしてきたことを明るみに晒すのも覚かく悟ごしなければならないだろう、と唇くちびるを嚙かむ。

　そうすることで、東とう宮ぐうに代わって親兄弟を窮きゆう地ちに追いこむことになるかもしれないが、背に腹は代えられない。

　それよりなにより恐れているのは、このまま手をこまねいていてあのコを失うことだ。

　あやかしだのなんだのと言われている以上、ことをおさめる、とはすなわち、退治する、ということにほかならない。彼に見つかってしまえば、最悪射落とされてしまうことは十分考えられる。

　そうなる前に、彼に見つかる前に、手をうたなければ……。

　物もの陰かげに身を潜ひそめ、息を殺し、用意したそれによってくるのをじっと待つ。

　前に失敗したせいで人の気配があると姿を見せなくなってしまったが、鳴き声は聞こえるし、用意したものは翌日にはなくなっている以上、他所よそへ移ってしまったわけではない。

　どのみち身を偽いつわることができるのも長くはない。ならば、それらしくとりつくろう必要ももうない。

　開き直って待ち続けることしばし、その機会はやってきた。

　バサバサッと聞こえた羽音に、耳をそばだてる。

　網あみ代わりの衣ころもを持つ手にぎゅっと力をこめながら、そっと物陰のむこうをのぞこうと足に体重をのせた時、ギッ、と床ゆか板いたが鳴った。

　直後、バササッと大きな羽ばたきが聞こえる。慌てて物陰から飛びだすものの、時すでに遅おそく、そこには名残なごりのように白い羽が一枚おちているだけだった。

「あ……」

　ふいにしてしまった機会に、茫ぼう然ぜんとあたりを見回す。

　当然ながら見つけられない白い影に大きく肩かたをおとした。──と、その背に、

「こそこそと桐壺に出入りしていると思えば──やはりあなたのせいでしたか、姉上」

　最近聞き知ったばかりの声がかかる。

　はっと振ふりむいた雅子の目に飛びこんできたのは、冷ややかな顔つきの龍臣と頰ほおをこわばらせた百合の姿だった。
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「──父が、一宮さまへの祝いの品として、あのコを、わたくしの飼っている鸚おう鵡むを献けん上じようする、と言いだしたのです」

　そう、雅子はことの発ほつ端たんを語った。

　百合の推測と龍臣の見聞から、今回の騒そう動どうの中心には雅子がいる、ということはほぼ間ま違ちがいがなかった。

　そうして彼女の動きを見張り、今は無人の桐壺でエサを使って件くだんの影をおびきよせようとしていたところを押さえたのが今朝のこと。

　勤めを終えた貴族たちが退出する午後を待ち、龍臣は東宮とともに帝みかどのもとを訪おとずれていた。

「彼女は父親に反発して、祭の慌ただしさに乗じて左大臣邸ていを出しゆつ奔ぽんし、同母兄である左大将の屋や敷しきへ身をよせようとしたとのことです」

　御前ということもあり、龍臣に代わって東宮があげた報告に、帝と同席した朱貞はやれやれと苦笑いだ。

「今まで屋敷からでたこともない姫ひめが、祭の日に単身家出とは……」

「あの人ひと混ごみで無事にたどりつけるわけがないだろうに、まったくあの子は」

「ええ、案の定、慣れない喧けん噪そうに暴れだした鸚鵡に驚おどろいて鳥とり籠かごをとりおとし、壊こわれた拍ひよう子しに逃にげだしてしまったとのことです」

　続けた東宮に、二人は「だろうな」とばかりに苦笑を深めた。

「そうして、疲ひ弊へいと激しい動どう揺ように意識を失ったあと、運びこまれた内だい裏りで逃げだした自分の鳥を見つけた、というわけか」

　東宮のあとを継ついだ朱貞がこれみよがしに嘆たん息そくする。

「おそらく、祭の喧噪とは逆方向に逃げた挙句、人ひと気けのすくない内裏に迷いこんだんだろうが……見つけたのはあくまで偶ぐう然ぜんだろう。今日にいたるまで棲すみついてるということは、エサでもやっていたか」

「ご明察です」

　帝の推察に、東宮もまた微び苦く笑しようを返した。

　怪かい異いだのなんだの騒さわがれていたが、蓋ふたを開けてみればなんのことはない。雅子が人目につかないようやっていたエサを目当てに鸚鵡が居着いていただけのことだ。

　もっとも最初こそ梨壺の片かた隅すみでおこなわれていたが、すぐ北側の桐壺が無人だと知ってからはエサやりの場はそちらへ移っていたようだが。

「そういえば、怨うらみ言のような声というのは？　鸚鵡は人の言葉を真似まねるとは言いますが、まさかかわいがっている鳥にむかって、いと憎にくし、だの、うれたし、だの言ったりはしないでしょう」

　小首を傾かしげた朱貞に、龍臣は東宮とちらりと顔を見合わせた。

　それも真相を知ってしまえばくだらないことだ。

「──愛いとしい、美しい、だと」

「ん？」

　突とつ然ぜん龍臣の口にした賛美に、朱貞が理解の及およばない顔つきになる。なにもかも見通したような兄にしては珍めずらしい表情だが、鼻をあかしたという気分には到とう底ていなれなかった。

「鸚鵡にむかって毎日、愛しい、だの、美しいわね、だの言ってたんだと」

「……まあ、たしかに、聞こえなくはないね」

　ことの経けい緯いを察したらしい朱貞が、苦笑をとおり越こし呆あきれたように呟く。

「『愛しい』が『いと憎し』とは……まるきり逆だろうに」

「響ひびきは似ていますからね。所しよ詮せん、人は聞きたいように聞くものですから」

　こちらも呆れかえった様子の帝に、東宮が悟さとったようなことを告げている。

「そういうわけで、害を及ぼすようなものではないとひとまずご報告にあがった次し第だいです」

　ことの次第を説明し、そう締しめくくった東宮に、帝はゆったりと瞬またたいた。

「ひとまずもなにも、正体を突つき止めたんだ。あとは捕つかまえて終わりだろう？」

「そのとおりなのですが──」

　言うほど簡単にはすみそうもない、と横目でこちらを見た東宮に、龍臣は苦虫を嚙み潰つぶしたような表情になった。

「雅子姫は、懐なついているからと、見つけることができれば簡単に捕ほ獲かくできると思っていたようです」

「──いかにも世間知らずが考えそうなことです」

　東宮の言に、朱貞が呆れを隠さず息をついた。

「急激な環かん境きようの変化に、動物だからこそ警けい戒かいしないわけはないだろうに……内裏に留とどまっているだけいい方でしょう」

「ああ。とはいえ、もともと慣れてたこともあって、近づいても逃げないようにはなったらしい。そのころにはすでに東宮が危あやうい立場に立たされていたこともあって、早く捕まえないとと焦った挙句、」

「失敗して、鸚鵡は一層人をよせつけなくなった──と？」

　龍臣が一度切った言葉の先を朱貞がさらっていく。

　わかりやすすぎる展開に、一同は揃そろって溜ため息いきをついた。

「──だが、捕とらえないことには右大臣らは納なつ得とくすまい」

「それは、重々承知しております」

　帝のもっともな指し摘てきに東とう宮ぐうともども顎あごをひく。

　いくら言葉で怪あやしのものではないと告げたところで、それで解決、となるはずがない。正体は鸚鵡だとあかしたところで同じことだ。ならば証しよう拠こをみせろ、ということになる。

　さらに、この騒動の発端が左大臣家にあると知れたら、ここぞとばかりに責任を追つい及きゆうされるのは火を見るよりあきらかだ。

　ひと月前までなら『それがどうした』と思っただろうが、目の前の幼おさな馴な染じみにこれ以上の差を開けられないためにも、ここで右大臣側に足をとられるわけにはいかない。

　業ごう腹はらではあるが、人々の目が百合にむいている今──『三さん位みの局つぼね』が怪あやしまれておらず、正体も割れていない今のうちにアレを捕らえる必要があった。

　それが東宮を守り、百合へのばかばかしい疑いと彼女の憂うれいを晴らすことに繫つながる。

「近日中に、捕まえてごらんにいれます」

「なるべくなら生け捕どりが望ましいね」

　龍臣の宣言に、朱貞が難しい要求をさらりとよこす。

「言われずとも」

　しかし、それにも龍臣は力強く頷うなずきを返した。

　実際に話すところや鳴き声を聞かせないことには、でっちあげだのなんだのと難なん癖くせをつけられる可能性が高い。つけいられる隙すきは極力与あたえないのが定石だ。

「……それにうっかり『退治』したりしたら、あの人がうるさいでしょうからね」

　ぼそりとつけ足せば、残りの三人が、ああ……と言わんばかりに苦笑する。

「まあ、そうならないためにも、頼たのんだぞ左さ兵ひよう衛えの佐すけ」

　呼ばれた官名に、龍臣は「はっ」と頭こうべを垂れた。







「近づけないとなると弓矢を使うしかないけれど……できる？」

「やるしかないだろ」

　梨壺へと戻もどる道すがらよこされた問いに、できるできないの問題ではないと答える。

「幸い弓は得意だ」

　おまえよりもな、と言外に含ふくませたそれに気づいたのだろう。

「笛の腕うで前まえなら負けないけれどね。──そうだ、試ためしに吹ふいてみる？」

　鳥も仲間だと思ってよってくるかもしれない、と雅子のようなことを言いだした幼馴染みに、龍臣は「やめろ」とげんなりと返した。

　くすくすと楽しげに笑ったあと、すっと気配が『東宮』のものになる。

「百合には例の品に専念するように言ってある。あとは──」

「わかってる。任せろ」

　いくら東宮の心を示す特別な品を用意しようと、根本の問題が残ったままでは意味がない。

「うん、任せたよ」

　あっさりと返された頷きは信しん頼らいの証あかしだ。

　正体は摑つかんだ。現れる場所もほぼ絞しぼれた。

　あとは根気と、いかに時を逃のがさず捉とらえるか、だ。

　──問題は、この時季続く雨空が例の鳥の行動にどんな影えい響きようを与えるか、か。

　そこが厄やつ介かいだ、とちらりと空を眺ながめやった時、「ところで」と東宮が足を止めた。

「なにか隠かくしているんじゃない？」

　肩かた越ごしにこちらを見返った顔を思わずまじまじと見やる。

「なにをいきなり」

「百合を見る目。自覚がないとは言わせないよ？」

「！」

　言いだすのだ、と続けようとしたところを遮さえぎってよこされた指摘に、龍臣は目を瞠みはった。

　意識的に頭の外へ追いやっていたそこへ思いがけず踏ふみこまれ、とっさにでた素すの反応に内心舌打ちする。

　これでは彼の言い分を肯こう定ていしているようなものだ。

「──別に、隠してることなんてねえよ」

　そう、隠していたわけではない。意識的に頭から閉めだしていただけだ。

「それで？　なにがあったの？」

　だが、それでひくような相手でもない。にっこりとたたみかけてくる。

　龍臣は、はっと苦い息をおとした。

「……なにも」

　そう、なにもなかったことにされているのだ、百合に。

　翌朝顔をあわせた際、彼女は動どう揺ようの欠片かけらも見せなかった。おまけに人目のないところで二人きりになることにも、なんの抵てい抗こうも示さなかった。

　百合の感情のわかりやすさなら、多少なりとも態度にでそうなものなのに、まったくだ。ゆえに、つい探さぐるような目になっていたのは否いなめない。

　時が時だけにそれどころではないというのもあったかもしれないが──おそらくあれは覚えていない。もしくは、夢かなにかだと思いこんでいる可能性が高い。

　意識をおとすことが目的だったとはいえ──面おも白しろくはない。

　百合が覚えていないならなにもなかったのと同じだろう、と口を閉とざした龍臣に、なにを察したのか、へえ、と東宮は目を細めつつ顔を前へ戻した。

「まあ、そういうことにしておこうか。お互たがいさまだしね」

「は？　それはどういう──」

「別に？」

　意味深な言葉を残してなにごともなかったように歩きだした背に、龍臣は小さく舌打ちした。

「──譲ゆずる気はない」

　その生まれと立場から、ほとんどと言っていいほど望んでこなかった東宮が、もしかしたら初めて欲ほつしたもの。

　けれど、競きそって負けるならともかく──そのつもりもないが──譲る、などというつもりはさらさらなかった。むこうもそんなことを求めてはいないだろう。

「当然だね」

　証拠に、振ふり返らない背からそんな言葉が返る。

　──全部終わったら、覚かく悟ごしとけ。

　今ごろ自分の役目に没ぼつ頭とうしているだろう百合のいる方を一いち瞥べつし、東宮のうしろに続く。

　このままなかったことになど、させない。

　そのためにもまず、なすべきことをなさねばならない。

　彼の意志を映したかのように、重く垂れこめていた雲の隙間から薄うす日びがさしはじめていた。
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　干しておいた反たん物ものの色具合に、よし、と百合は頷いた。

「藍あいは思うような色がでたわ」

　あとはこの部分を檳びん榔ろうで染めて……と必要な染せん料りようの配合を頭の中で復習さらいながら、反物の続きへと目を走らせていく。

「ここはもっと色が濃こい方がいい」

　けれど、濃くなりすぎては思い描えがく色合いとは違ちがってきてしまう。

　生き地じの風合いを生かす意味でも、淡あわい色合いの方がいい。とはいえ、薄付きすぎてはめりはりがない。

　理想は手にとった時には鮮あざやかに、広げた時には柔やわらかな風合いに映ることだ。

　そのためには近くから遠くからたしかめながら、理想の色へ根気強く近づけていくしかない。

「──焦あせりは禁物」

　こうしている間も焦しよう燥そうに疼うずく胸に言い聞かせる。

　ことを急いで見み極きわめを誤れば、ここまでの苦労が水の泡あわだ。

「せめて、天気がいいといいんだけど……」

　染料はものによって扱あつかいが異なる。布を染める時間の長短で濃のう淡たんが決まるものもあれば、染めを繰くり返すことで徐じよ々じよに濃くしていくものもある。

　染めを繰り返す必要があるものは、当然それだけ日数がかかる。乾かわいていないといるとでは色味も変わるから、単純に回数をこなせばいいというものではない。

　扱う染料が同じなら結果も同じ、というわけにはいかないのだ。

　空が毎日同じ色ではないように、どんなに同じにしようとしてもちょっとしたことで色は変わってしまう。そこを見極めるのは、やはり己おのれの目しかない。

「いざとなったら、火ひ鉢ばちでもひっぱりだしてこないと」

　どんよりした空を見上げながら、百合は次の染料の用意をはじめた。

　理想をいうと原料からすべて自分の手で工程を経たいところだが、染液を作るのもただ原料を煮に出だせばいいというものではない。揉もみこんだり、何度も洗ったり、寝ねかせたり、ととかく手て間ま暇ひまのかかるものが多いのだ。

　さすがに今回はそれをするだけの猶ゆう予よがない。

　ゆえに、自分で用意できるものはする一方、無理なものは用意された染液の染まり具合を絹の端は切ぎれでたしかめながらの作業だ。

「よい、しょ」

　染液のなみなみとはいった重い甕かめや盥たらいを持ちあげるのもお手の物だ。そんな自分を染そめ殿どので働く者たちが目を丸くして見ているのも、もう慣れた。

　──めざせ『三さん位みの局つぼね』には、ほど遠いなぁ。

　鈍にぶく染まった指先に苦く笑しようしつつ、百合は用意した染液の中へ慎しん重ちように反物を浸ひたした。染まり具合を計りつつ、むらなく染まるよう液の中で布を繰っていく。

　──だけど、これが『わたし』。

　荒あれて染まった指先は、貴族の娘むすめらしくはないけれど、自分らしい。

　そういう意味では、雅子に共感できるものがあった。

　迷めい惑わくをかけられて困りはしても不思議と憎にくめないのは、だからなのかもしれない。

「……雅子さまのためにも、うまくいくといいんだけど」

　空のような青を目に留めつつ、もう一つの役目を負って今ごろ怪かい異いの──鸚おう鵡むの捕ほ獲かくにのりだしているだろう龍臣を思う。

　近づけないものを捕とらえるなど、どうすればできるのだろうか。しかも、相手は空を飛ぶ生き物なのだ。

　なんでもいいから退治するのと、生きたまま捕らえるのとでは、わけが違う。

　思わず考えごとに没頭して止まりかけていた手に、百合ははっと頭かぶりを振った。

「今はこっちに集中しなきゃ」

　布の具合を見つつ、気をひき締しめる。

　龍臣の方が首しゆ尾びよくいったのに、こちらが失敗したせいで東とう宮ぐうの心が疑われる余地を与あたえるようなことがあってはならない。

　この計画はふたつでひとつなのだ。どちらが欠けても成りたたない。

　あれ以上、怪異騒そう動どうについて自分にできることはない。あとは龍臣を信じるだけだ。

　──龍臣さまにも言われたじゃない。わたしにはわたしのやるべきことがある。

　自分にできる最高のものを作りあげる。

　それが龍臣を信じることであり、自分を信じて託たくしてくれた東宮に応こたえるということだ。

「──よし！」

　今だ、と百合は染液の中から、ざばりっと反物をひきあげた。
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　今は無人の殿舎の中で、じっと耳をすませ、時を待つ。

　開け放たれた半はじ蔀とみからは、久々の青空がのぞいていた。

「──今日こそ現れてくれよ」

　睨にらむように空を見つめ、龍臣は口の中で呟つぶやく。

　昨日は時折小雨がぱらつく空模様の下、夜明けから一日粘ねばったが件くだんの鳥は姿を現さなかった。天気が影えい響きようしたのか、人の気配を察知したのかはわからない。

　ただ念には念をいれ、今日は物もの陰かげではなく建物内に身を潜ひそめることにした。エサの置かれた場所に面した廂ひさしの間の半蔀を上半分だけあげ、下部分に姿を隠かくしながら弓を片手に息を殺す。

　いつ訪おとずれるとも知れない瞬しゆん間かんをただ静かに、けれど集中を切らさずに待つというのは、神経を消しよう耗もうさせる。

　その上、着ちやつ袴この儀ぎまであと五日と迫せまった時が、龍臣を焦らせた。

　まだ時はある。しかし、そろそろ右大臣側が「どうなっているのか」「やはりこうなったら」と騒さわぎはじめるころだ。

　思わず零こぼした呟きが、祈いのるような響ひびきをまとったのもいたしかたのないことだろう。

　ただ待つ、というのは思いのほか苦痛だ。

　──そうじゃないのも、いるけどな。

　ちらりと、よりエサの置かれた場所に近い廂で、これまたじっと外を睨みつけている異母姉を横目に見やる。石のように動かない姿は、鳥に対する執しゆう念ねんのすさまじさを感じさせ、感心をとおり越こして呆あきれるほどだ。

　件の鳥がきても、自分の合図があるまではけっして動かないよう言い含ふくめてあるが……

「……まあ、大だい丈じよう夫ぶだろ」

　鳥を見た途と端たん、飛びだしていきそうな勢いではあるが、ここで失敗すれば東宮が追いこまれるだけでなく、自分の手元に鳥が戻もどってこないことも重々理解しているはずだ。

　微び動どうだにしない雅子の姿に、龍臣は自身の焦りを押し殺す。

　昨日にひき続き影かげも見えない鳥の姿にあたりを捜さがし回りたくなるが、それが逆効果なのは、実際に捜して歩いた数日間で実感している。いくら焦じれても、人の気配を警けい戒かいする鳥相手には待つのが得策だ。

　それにしても、と目だけで室内を見回す。

「またここに足を踏ふみいれることになるとはな」

　ほんのひと月ほど前までとりどりの色にあふれ、女たちが集つどう華はなやかな場だったとは思えないほど、がらんと静まりかえっている。

　今は庭に植えられた夏の花が、見る者もなくひっそりと咲さいているだけだ。

　春の終わり、ここで『深草式部』とはじめて顔をあわせたのはいつだったのだろう。それくらいありふれた女によう房ぼうたちと変わらぬ存在でしかなかったはずなのに……。

「！」

　遠くはないはずの日々に不思議と懐なつかしみを覚えていた龍臣は、バサッ……と耳をかすめた羽音にはっと弓を握にぎる手に力をこめた。

　──きたか？

　視線だけをあたりに走らせ、様子をうかがう。と、視界の端はしにはいった雅子が食いいるように一点を見つめているのに気づく。

　たどるように顔を動かした龍臣は、木の枝にある白い影に双そう眸ぼうを細めた。

「あれか」

　視線を影に据すえたまま、上体を動かさないよう注意しながら、ゆっくりと胡座あぐらをかいていた右みぎ膝ひざをたてる。

　下手に大きな動きを見せれば、いくら建物の中とはいえ、警戒しているむこうに気づかれる恐おそれがある。だからといって、近づいてきてから慌あわてて身構えていてはまにあわない。

　勝負は一瞬だ。

　その一瞬がいつきてもいいよう、じりじりと体勢を整えていく。

　むこうも警戒しているのだろう。一息に飛んでくる気配はない。枝から枝へ移りながら、すこしずつ距きよ離りをつめてくる。

　そのままこっちへこい、と念じながら龍臣は弓を握る手とは反対の手で、床ゆかに置かれていた矢をとった。

　届かない距離ではない。

　もしかしたら、このまま飛び去ってしまうかもしれない。そうなる前に、と囁ささやく衝しよう動どうを抑おさえつけ、じっと近づいてくるのを待つ。

　どのくらい根比べが続いただろうか。ついに白い影が動いた。

「──っ」

　羽ばたく動作に息を吞のむ。反射的に動きそうになった手を留とどめたのは正解だった。

　鳥は軽く羽ばたいて地面へおりたつと、きょろきょろとあたりを見回しつつ、ぴょんぴょんと弾はずむようにしてエサへと近づいていく。

「……そうだ、こい」

　龍臣は吐と息いきで囁き、時を待つ。

　雅子が焦れたようにこちらを見たのに気づいたが、まだだ、と小さく首を横に振ふる。

　この距離から射るのは簡単だ。だが、生け捕どりにするならば『今』ではない。

　やがてエサのもとへとやってきた鳥はそれを啄ついばみはじめた。用心深く、時折周囲へ首を巡めぐらせるのも忘れない。

　その様子を半蔀の格こう子し越ごしにうかがいながら、龍臣はおもむろに弓へと矢をつがえた。

　弦つるをひき、きたるべき一瞬に備える。

　いつもより速い鼓こ動どうを感じつつ、深く静かに呼吸を整える。まわりから音が消え、ただ目の前の獲え物ものへ意識が集中する。

「……」

　エサを食べ終えたのか、顔をあげた鳥に、龍臣もまた音をたてることなく立ちあがった。

　次の時、鳥が大きく羽を広げた。

「──龍臣っ」

　それに痺しびれをきらしたのは雅子だった。

　逃にげてしまう！　とばかりに高らかにあがった声に、集中を乱され舌打ちが突ついてでる。

　しかし、狙ねらっていた一瞬を逃のがすわけにはいかなかった。

　声に驚おどろいた鳥が、バサリと翼つばさをはためかせる。

　飛びたつその瞬間、龍臣はひき絞しぼった弓を迷いなく放った。

　ヒュッと風を切ってまっすぐに飛んだ矢は、広げられた白い翼を過あやまたず射い貫ぬいた。

　ギャァッ──と叫さけびじみた鳴き声をあげ、鳥がおちる。

「今だ！　とり押さえろっ」

　異母姉にむかって鋭するどく声を投げれば、立ち竦すくんでいた雅子が弾はじかれたように御簾みすをはねあげ、外へ走りでていった。

　バタバタと暴れる鳥へ、手にしていた衣ころもを投げるように覆おおい被かぶせる。そのまま必死の表情で雅子は衣を押さえつけた。

　だが、相手は鷹たかほどもある大型の鳥だ。

　彼女が暴れる勢いに負けて獲とり逃がす前に、龍臣もまた傍そばに置いてあった鳥とり籠かごを摑つかむと妻戸から外へむかった。階きざはしを使うなどまどろっこしいことはせず、高こう欄らんを飛び越えて庭におりたつと、雅子のもとへと駆かけつける。

「替かわれ！」

　布の下で蠢うごめく塊かたまりを衣ごと摑みあげる。これ以上傷つけないようにという躊躇ためらいのある雅子とは違ちがい、その手つきに遠えん慮りよはない。

「龍臣っ、もっと丁てい寧ねいに」

「いいから籠を開けろ！」

　悲鳴じみた非難を一いつ蹴しゆうし、慌てて開かれた籠へと衣ごと押しこむ。

　雅子に目顔で合図を送った龍臣は、鳥を放すと同時に衣とともに腕うでをひき抜ぬいた。その手を挟はさむ勢いで、すばやく籠が閉とざされる。

　籠におさまった鳥の姿に、二人はどちらからともなく大きく息を吐はきだした。







　着袴の儀まであと三日と迫ったその日、公く卿ぎようたちが顔を揃そろえた御ご前ぜん会議の場で、口を切ったのは右大臣だった。

「──ところで、その後、梨壺の怪異の方はどのように？　いっこうに解決したとの報告をいただけませんが」

　いくら儀式の日まで、といったところで限度がある。せっかくのめでたい席にけちのつくような事態は避さけるべきだ。

　そうした内容を遠回しに説く右大臣に、幾いく人にんかがそうだそうだとばかりにあいづちをうつ。

「おや、まだあと三日あるというのに、早計ではありませんか？」

　その中にあって、異論をあげたのは左大将である朱貞だった。

　しかし、右大臣は意に介かいした様子もなく、鼻を鳴らした。

「まだ、ではない。あと三日しかない。にもかかわらず、進しん捗ちよくすら知らされていない状じよう況きようでは、気を揉もむなというのが無理な話だとは思わんか」

「なるほど。右大臣は心配性しようであられる」

　笑えみを含ふくんで返した朱貞に、かっと右大臣が気色ばんだ。

「当然のことであろう！　そもそも、そなたの弟が安やす請うけあいせねばもっと違う手が──」

　御前でつい声を荒あらげた右大臣が、ぱちりと鳴った扇おうぎの音に我に返ったように口を閉ざす。

　その場の視線がいっせいに上座へむけられるのと時を同じくして、なにか急ぎの報しらせを持ってきたらしい女によ官かんがさがっていく。

　鳴らした扇を口元にあてた帝みかどが集まった者たちを見み渡わたした。

「噂うわさをすれば、だな。あれがくるそうだ」

『あれ』の一言に、さわりと空気が揺ゆれる。

　ほどなくして、さわさわと聞こえてきた衣きぬ擦ずれの音とともに、

「東とう宮ぐうさまがおいでになりました」

　先導の女官が告げた到とう着ちやくに、帝は鷹おう揚ように顎あごをひいた。

「とおせ」

　その一言に、しばしの間を置いてから二人分の足音が近づいてくる。

　やがて龍臣をうしろに従えて姿を現した東宮に、今度は大きく場がざわついた。

「左さ兵ひよう衛えの佐すけの抱かかえている、あれはなんだ？」

「まさか……」

　好こう奇きと疑いの混じる視線の中、簀子すのこに龍臣を控ひかえさせた東宮が帝の前へと進みでてくる。

「突とつ然ぜんのご無礼をお許しください」

「かまわん。どうした？」

　非礼を詫わびる東宮に問いかけながらも、帝のまなざしは弟をとおり越こし、簀子に置かれたものへとむいている。

　龍臣の前に置かれたそれは大きな箱のような形で、上から布が被せられており、中をうかがい知ることはできなかった。

　興きよう味み津しん々しんといった帝の表情に、東宮は「はい」と微笑ほほえみで応こたえながら、脇わきへ退くように身をひいた。

「実は──」

　そう口を開きかけた時、




　ぃとおし

　　……くしぃわね




　しわがれた、けれど妙みように甲かん高だかい声が突然あたりに響ひびき渡わたった。

「なっ……今のは」

　一同──いや、四人を除いた面々が一様に表情をこわばらせる。

　ついでバサバサッと羽ばたきが聞こえたかと思うと、揺らいだ箱にかけられた布に、ぎょっとしたように視線が集まる。

「まさか…っ、怪あやしのものを連れこんだのか!?」

　糾きゆう弾だんめいた叫びをあげて、右大臣が腰こしを浮うかせた。

　だが、謎なぞの箱を持ちこんだ東宮と龍臣には慌あわてた素そ振ぶりもない。おちつき払はらったまま「ええ」と首しゆ肯こうした東宮を、公卿たちが信じられないものでも見るように凝ぎよう視しする。

「怪しのものの正体をお持ちしました」

「なにを……血迷われたかっ！」

　のうのうと告げた東宮に、右大臣が床ゆかを蹴けって立ちあがる。今にも摑みかからんばかりの勢いに、片かた膝ひざ立ちで控えていた龍臣が鋭い目つきでわずかに腰を浮かした。

「──おちつけ、右大臣」

　それを制したのは、動じた様子もない帝だった。

「東宮は『怪しのものの正体』と言ったのだ。怪しのものとは言ってない」

「！　しかしっ」

「たしかめてみる方が早い。──左兵衛佐」

　いきりたつ右大臣を尻しり目めに、帝が龍臣へと声をかける。

　委細承知とばかりに、「はっ」と頭こうべを垂れたあと、龍臣は箱へかけられた布に手をかけた。

「お待ちください、主上おかみ！」

「失礼いたします」

　思い留とどまらせようとする右大臣の声を無視して、彼はばさりと布をとり払った。

　いくつもの息を吞のむ音とともに、ざっと身をひく気配がする。

　それでも見ずにはいられないのか、箱と思おぼしきものへ目をむけた一同は、数すう拍はく後、呆あつ気けにとられた表情を晒さらすことになった。

「……これ、は」

「鸚おう鵡むです」

　だれかの啞あ然ぜんとした呟つぶやきに、打てば響くように東宮が答える。

　皆みなが戦せん々せん恐きよう々きようとのぞきこんだ箱──籠の中には、大きな白い鳥が佇たたずんでいた。急にとられた布に驚いたのか、羽をばたつかせ、ギャアギャアッとけたたましい鳴き声をあげる。

　ほとんどの者が見たこともない鳥の姿に目を丸くした。

「おうむ……」

「一度くらい聞いたことがあるのでは？　人の話す言葉を覚えて真似まねる、異国の鳥です。左兵衛佐がその弓の腕をもってして捕とらえました」

「なるほど、怨うらみ言のような声、というのはこれですか」

　たしかに知らずに聞けば不気味に響くでしょうね、と怪異騒さわぎの次し第だいに納なつ得とくをみせた朱貞に、幾人かがそういうことかと得心顔になる。

　一方で、それですまないのは右大臣だった。

「っ……なぜ、このようなものが内だい裏りに…っ」

　今にもへし折らんばかりに手にした扇を握にぎり締しめる彼に、事情を知る者たちはそれとなく左大臣の様子をうかがう。

　ここまで一言も発していない左大臣は、けれどさすがと言うべきか顔色ひとつ変えずに、たしかに、と難しい顔だ。もっとも、見えないところで冷たい汗あせをかいていることだろう。

　しかし、ここで真実を暴あばくことに益はない。

「おおかた、飼っていた者か商売にしようと都に持ちこんだ者が逃にがしてしまったのだろう。たまたま内裏に棲すみついたのは、奇きなことと言うよりないな」

「ええ。その者の不注意でとんだ騒ぎでしたが……左兵衛佐のおかげで、無事儀式までにことをおさめられてなによりでした」

「これで右大臣らも安心だろう。それにしても、血の穢けがれをださず生きたまま捕らえるとは、見事な腕うで前まえだ──手て柄がらだったな、左兵衛佐」

　この件はこれで終わりとばかりに交かわされた帝と東宮のやりとりに、口を挟はさめる者がいるはずもなく、

「ありがたきお言葉にございます」

　ことを解決に導いた功労者である龍臣の一言で、梨壺の怪かい異い騒そう動どうは幕をおろしたのだった。
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　晴れ渡った空を背景に、藤壺の東ひがし廂びさしに公く卿ぎようや殿てん上じよう人びとらが居並んでいる。その背後に控える形で、百合は簀子縁えんに座っていた。

　本来なら女によう房ぼうの座があるのだが、今は東宮の供ということでここにいる。周囲は大臣を筆頭とした宮きゆう廷てい人ばかりで場ば違ちがいの感は否いなめない。

　しかしながら、当の百合は不ふ審しんや興味深げなまなざしなど気にもならないほど、表情を固くこわばらせていた。

　──あの御簾みすがあげられたら、いよいよなんだ……。

　東廂には御簾がおろされ、今まさにそのむこう、室しつ礼らいの施ほどこされた南廂の額の間では一宮の着ちやつ袴この儀ぎがおこなわれている最中だった。

　儀式の様子をうかがうことはできないが、はかせた袴はかまの腰を結ゆう役は通常父君が担当することになっているから、一宮の御ご袴はかまの腰を結うのは父である今きん上じよう帝ていだろう。

　それが終われば御簾があげられ、公卿たちは南廂へと招きいれられ、饗きよう宴えんを賜たまわる──というのが一連の流れらしい。

　その饗宴の場で、東とう宮ぐうの祝いの品は披ひ露ろうされることになっていた。

　──東宮さまはさすがだって言ってくださったけど。

　実際に帝みかどや周囲の反応を見るまでは、本当の意味で成功したかどうかはわからない。

　儀式がはじまってから……いや、今日という日を迎むかえてから、胸はどきどきしっぱなしだ。

　大だい丈じよう夫ぶだろうか、と盤ばんの上にのせられた反たん物ものをじっと見つめていた百合は、ふと視線を感じて顔をあげた。と、左兵衛佐として廂の間に控えた龍臣と目があう。

　途と端たん、小さく唇くちびるを持ちあげて片かた笑えんだ彼に、大丈夫だ、と言われたようで、すこしだけ肩かたから力が抜ぬけた。

「……うん、大丈夫」

　自分に言い聞かせるように、口の中で呟く。

　ここ数日天候がよく、暑いくらいの日が続いたおかげで作業もはかどった。自らの目で見み極きわめながら、東宮の贈おくり物として恥はずかしくない、納得のいくものを作りあげたではないか。

　祝いの席にこんなひきつった顔は似合わない。それこそ不満があるのではないかと勘かんぐられてしまう。

　ふぅ、とこわばっていた身体からだから力を抜いて、表情を和やわらげる。

　そうやって百合が緊きん張ちようを鎮しずめていた時、御簾のむこうで動きのある気配がした。

　はっと崩くずれてもいない居住まいを正し、御簾の方を見つめる。

　まもなくするすると御簾が巻きあげられ、のぞいた女によ官かんの晴れがましい表情に儀式が滞とどこおりなくすんだことが知れた。

　いよいよだ、と密ひそかに意気込む。──が、そこからが長かった。

　予定どおり公卿たちが召めされ、饗宴がはじまったらしい南廂の様子を、百合は内心戸と惑まどいつつうかがう。

　以前参加した藤とう花かの宴うたげのようなものだと思っていたのだが、どうにも雰ふん囲い気きが違う。どうやら上座の方から盃さかずきが回され、列席者が同じ盃から酒を吞むというのがしきたりのようだ。

　そうして盃が一いち巡じゆんしたあと、祝いの言葉が述べられる。

　それらのあと、場はようよう宴らしい雰囲気へと移っていく。

　管かん弦げんが催もよおされ、各おの々おのが飲み食いし、と百合の知る宴の様子になるころには、気負いなどどこかへ消え失うせていた。待ちくたびれた、と言った方がいいだろう。

　──こんなこと、なにかあるたびにやってるの？

　宴といえど儀式のひとつなのだと、痛感する。

「これは、龍臣さまじゃなくても嫌いやになるかも」

　病弱を装って宮中から遠ざかっていたという、以前の龍臣の気持ちがなんとなくわかってしまった。

　百合が嘆たん息そく混じりに頷うなずいていると、ふいに龍臣がこちらを見た。

　まるで今の呟きが聞こえたような間合いにどきりとすると、意味ありげに目配せされる。

　その意味に気づいて、百合はぐっと表情をひき締めた。

　次の時、

「主上」

　人々のむこうで東宮のあげた声が耳に届いた。

　とりたてて大きいわけでもないそれは楽の音の中でも不思議とよくとおり、談だん笑しようしていた宮廷人たちがなにごとかと座の中心へと顔をむける。

　自然、楽の音色以外聞こえなくなった藤壺の空気が、どこか張りつめたものになる。

「どうした？」

　それを意に介かいした様子もなく、むしろ面おも白しろがるような色をした帝の声が人々の頭越ごしに聞こえてくる。

「今日のために一宮に祝いの品を用意いたしました。ぜひ、受けとってはいただけませんか」

「一宮に？　それは、受けぬ道理はないだろう」

　東宮の申し出に帝が気軽に応こたえる。

　祝いの品の一言に、場の空気が緩ゆるむ。ざわめきが戻もどり、皆、興きよう味み津しん々しん近くの者たちと囁ささやきあっている。

　そんな中、百合は再び頰ほおがひきつりそうになるのに、深呼吸をして肩から力を抜いた。

　──難しいことじゃない。ただこれを東宮さまのもとに運ぶだけ。

　贈り主はあくまで東宮だ。それ以上、自分のでる幕はない。

「深草式部」

　例のものをここへ、と百合の準備が整うのを待っていたかのように東宮から声がかかる。

「──はい。ただいま」

　百合は一呼吸置いて、盤を手にゆっくりと立ちあがった。

　男たちの、いや藤壺付の女房たちも含ふくめた場の視線がいっせいに突つき刺ささる。

　今ばかりは顔がひきつっても緊張しているからだと思ってもらえるだろうか、と頭の片かた隅すみで考えつつ、百合は竦すくみそうになる足を慎しん重ちように踏ふみだした。頭のてっぺんから足の先まで神経を配って簀子すのこ縁を進んでいく。

　百合は正面の手前で立ち止まると膝ひざを折り、中へむかって礼をとった。

「こちらにございます」

　さしだした盤をよってきた女官が受けとり、東宮のもとへと運んでいく。

　手元に届いたそれを、東宮は流れるような仕草で帝へと呈ていした。

「こちらです」

　役目を果たした以上、さがるのが礼れい儀ぎなのだろう。

　だが、やはり人々の反応が気になって、すでにだれもこちらなど見ていないのをいいことに、百合は息を潜ひそめるようにして帝と東宮のやりとりをうかがい見た。

「反物か」

　帝が独り言ごつようにしながら、盤の上へ目をおとした。

　それは一見、黒く染められただけの反物だった。祝いの品というには地味な一反に、公卿たちの間にざわりと細波さざなみがたつ。

　その反応に、東宮が薄うすく微笑ほほえんだのが、斜ななめうしろからうかがう形の百合にはわかった。

「どうぞ、お手にとってご覧ください」

「──ほう、鳳ほう凰おう文様だな」

　勧すすめられるままに反物を手にした帝が、織りこまれた文様に目を留める。そして、

「……ん？」

　なにかに気づいたように、手にした反物を傾かたむけた。巻き重ねられた側面の様子にわずかに眉まゆをあげると、やおら反物を床ゆかへと放ほうる。

　帝の行動に公卿たちがぎょっと目を瞠みはった。
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　それはそうだろう。弟である東宮から息むす子こへの祝いの品だと贈られたものを、放り投げたのだ。癇かんに障さわったようにしか見えない。

　しかし、東宮は動じる風もなく、自分の横を転がっていく反物に見向きもしない。

　百合はといえば、さすがに帝の行いに息を吞のむと広がっていく反物を目で追った。

「あ……」

　それはだれがあげた声だっただろうか。

　驚おどろきに彩いろどられたその声を皮切りに次々と声があがる。

「色が──」

「なんと、美しい……」

　彼らの目の前には、見たこともない光景が広がっていた。

　帝の手から離はなれた反物は、はじめ黒い帯となって転がっていった。だが、次し第だいに深い藍あい色いろへと変化したかと思うと、目に鮮あざやかな青へ、そして水色へと見る見る移り変わっていく。

　よくよく見れば単に黒に見えたそれも、どこか青みを帯びた奥行きがある。

　黒から水色へ、色はたしかに変わっているのに、どこから、とはわからない。目で追っていくと気づいた時には違う色になっているのだ。

　鮮やかなぼかし染めに、周囲から感かん嘆たんの息が漏もれる。

　けれど、驚きはそれだけでは終わらなかった。

「なんとっ、次は萌もえ黄ぎ色いろに」

　布がごく淡あわい藍色へと変わったあと、次にのぞいたのは萌黄だった。色は淡いがどう見てもそれは草木の萌もえ出いずる緑だ。

　その緑もすぐに、さながら黄葉する木々のように色を変えた。

　緑同様濃こくはない、けれど鮮やかな黄は、日を受けて輝かがやくかのごとき様相だ。

　そうして移ろう空を写しとったように、布地は赤みを帯びはじめ、ついには朱しゆへと染まる。

　やがて、溶とけゆくように色が滲にじんでいき、ついには真っ白に──絹本来の色へといたるまで、もはやだれもが声もないままに見送った。

　床の上に一筋描えがかれた色の変へん化げに、だれからともなく溜ため息いきがおちる。

　なにが起こっているのか見ることができない東ひがし廂びさしの殿てん上じよう人びとたちは、困こん惑わくしきりながら、それを問える雰囲気でもなく口を閉とざしたままだ。

　その沈ちん黙もくと零こぼれおちた吐と息いきが、なにより雄ゆう弁べんに百合にことの成功を伝えていた。

「黒、青、黄、朱、白……五色の反物か」

　そんな中、最初に口を開いたのは帝みかどだった。

　人々の驚きよう愕がくを微笑みで受け止めていた東とう宮ぐうは、笑えみを深めるとおもむろに口を開いた。




　ひさかたの　天あま照てる光　かぎりなく　まれなる色に　思い染しむかな




　返事の代わりに口ずさまれた歌が、静せい寂じやくの中に溶けこむ。

「──そのような想おもいをこめて、瑞ずい雲うんを模しました」

　そう、厳おごそかに頭こうべを垂れる。

　瑞雲とは、めでたいことの前兆として現れる雲のことで、紫むらさきもしくは五色に輝くという。

　百合はそれを東宮の心として、反たん物ものの上へ描きだしたのだ。

「鳳凰文様を織りこんだ反物で、瑞雲を模したか」

　帝の呟つぶやいたその意味をわからぬ者は、この場にはいないだろう。

　鳳凰も瑞雲も、一宮を寿ことほぐものにほかならない。これで東宮の心を疑う者があれば、その者こそが東宮に対してよからぬ心を持つ者として人々の目に映るだろう。

「見事だ」

　短い一言に、百合は身体からだからどっと力が抜ぬけるのを感じた。

　すべての労力が報むくわれた瞬しゆん間かんだった。

　帝は、「それにしても」と笑い混じりに続けた。

「大空にあって照る光はかぎりなく優すぐれていると、めったにない風ふ情ぜいにしみじみと心深く思う──とはな。『光』とは我が子高たか光みつのことだろうが、鳳凰に瑞雲にと、少々大おお仰ぎようすぎはしないか？」

　なあ、と周囲を見回す帝に、公く卿ぎようたちは我に返ったように慌あわてて頭かぶりを振ふった。

「そのようなことはございません」

「さようです。一宮さまの素す晴ばらしさを余すところなく表現されておいでです」

　さすが東宮さま、とついこの間の怪かい異い騒そう動どうのことなどなかったかのように、一宮を讃たたえるとともに東宮のことも持ちあげる。

　その変わり身の早さはさすがというよりほかない。

　帝はそんな公卿たちを見やったあと、東宮へとまなざしを戻もどした。

「そなたの一宮を想う心、父としてありがたく思う」

「恐おそれいります。本日はまことにおめでとう存じます」

　改めて頭を垂れ言こと祝ほいだ東宮が、一瞬、こちらを見て笑みを浮うかべたのがわかった。さらに面おもてをあげざま彼が見やった方を目で追えば、貼はりつけたような笑顔の右大臣の姿があった。

　怪異の一件に続いてのこの贈おくり物に、すぐにでも新東宮擁よう立りつを、という思おも惑わくを退けられた形になったからだろう。その目は笑うどころか憎にく々にくしげに東宮を見み据すえている。

　それらに、百合の胸にじわじわと熱いものがこみあげてくる。

　──わたし、お役にたてたんだ。

　うまくいったことに対する安あん堵どもある。けれどそれ以上に、自分の力が役にたったということに喜びが湧わいてくる。

　単に与あたえられた立場ではなく、自らの足でこの場に立っている実感がある。東宮付として恥はじない働きができたことが、内裏ここに──彼らの傍そばにいてもいいのだと思わせてくれた。

　──って、喜びに浸ひたってる場合じゃなかった。

　反物の行方ゆくえは見届けたのだ。早々にこの場を立ち去らなければ。

　戻ってきたざわめきに乗じてそっと御ご前ぜんをあとにしようとした百合は、しかし、

「ああ、そうだ。忘れていたな──左さ兵ひよう衛えの佐すけ」

　唐とう突とつに龍臣を呼ばわった帝に、え？　と動きを止めた。それが失敗だった。

「はっ」

　間を置かず応こたえた龍臣が、簀子縁すのこえんを渡わたってこちらへとむかってくる。公卿も殿上人もなにごとかと彼を注視しており、ここで下手に動けば悪目立ちしそうで身動きができなくなる。

　さっさとさがればよかった、と悔くやんだ時には、すぐそこまで龍臣がきていた。こうなるとさきほど同様、なるべく気配を殺して小さくなっているよりほかはない。

　龍臣はといえば、まるでなにも存在しないような自然さで、百合の横を通りすぎていく。

「お呼びでしょうか」

　正面に控ひかえた彼に、帝が鷹おう揚ように頷うなずいた。

「梨壺の騒動の折はご苦労だった。このあと皆みなには禄ろくを授さずける習いだが、先の褒ほう美びの意味もこめてそなたには左さ近この衛えの権ごんの少しよう将しようの地位を与える」

「！」

　帝の言葉に、百合は思わず龍臣の顔を見上げた。

　左近衛権少将といえば、権ごん官かん──正官の定員外の官職ではあるが、その権利は正官、つまりは左近衛少将となんら変わりはない。地位も今の従五位上から正五位下へとあがることになる。

　早い話が、出世だ。

　公卿たちも知らされていなかったのか、左大将──朱貞以外がざわりと揺ゆらぐ。

　褒賞の建前をとってはいるが、これが一種の牽けん制せいであることは百合にでもわかった。

　男宮が誕生し勢いづいている右大臣を、表向きにはどうこうできない代わりに、左大臣の子息である龍臣を重用する意を示すことで、右大臣側に『待った』をかけたのだ。

　当然その意味するところに気づいただろう龍臣は、驚きに目を瞠みはったあとすぐに礼をとった。

「──御ぎよ意い。謹つつしんで拝命いたします」

「これからもよく仕えよ」

　笑いを含ふくんだその言葉にはこれまでの彼──宮中を嫌きらい、病弱を装っていたことを揶や揄ゆするような響ひびきがあった。

　朱貞と昵じつ懇こんの仲だと聞いているから、帝もそのことを知っていてもおかしくはない。

　とはいえ、言われた当人は表情ひとつ変わらないから、思いすごしだろうか。

　まあいいか、と予定外の事態に騒さわがしくなりはじめた場にまぎれ、百合は今度こそ御前を辞すべく立ちあがる。

　今重要なのは、互たがいの苦労が報われたということだ。

「……一時はどうなることかと思ったけど」

　終わりよければすべてよし、とまではいかないが、龍臣の地位もあがることになり、結果的にはよかったのだろう。

　百合は頭上に広がる空のように晴れやかな気持ちで、その場をあとにした。
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　布を被かぶせられた鳥とり籠かごを前に、雅子がゆっくりと頭をさげた。

「色々とご迷めい惑わくをおかけいたしました」

「本当ですね」

　それに東宮が応えるよりも早く、苦い顔つきの龍臣が同意する。東宮もまた『そんなことはない』とは言えないのだろう、笑みを返すに留とどめている。

　龍臣の隣となりに控える形で見ていた百合もまた、騒動を思い返し、苦く笑しようするしかなかった。

　結局、捕ほ獲かくした鸚おう鵡むは雅子とともに左大臣邸ていへと戻ることになった。

　さすがに左大臣も、怪異騒動のもとになった鸚鵡を献けん上じよう品にするわけにはいかなかったようだ。さらに、捕獲する際に矢を使ったことで羽を傷いためた、というのも宮中に置いておくには不向きな要因になったらしい。

　ゆえに、『鳥愛めづる姫ひめ君ぎみ』の噂うわさを逆に利用して、左大臣邸にひきとる、ということで朱貞が決着をつけたらしい。

　もっとも、傷めた羽は安静にしていれば治る程度のもののようだ。雅子は鳥が傷ついたからといって放ほうりだすような真似まねはしないはずだが、治るのなら鳥のためにもその方がいい。

「そろそろいこうか」

　雅子を迎むかえにきた朱貞が促うながす。鸚鵡はともかく、いないはずの雅子は人目につかないうちに後宮をでていく必要があった。

「はい、お兄さま」

　雅子が、それでは、と東とう宮ぐうに一礼したあと、大事そうに鳥籠を抱かかえて立ちあがる。

　百合もまた殿でん舎しやの外まで見送るために立ちあがった。

「雅子さま、お元気で」

「ええ、深草式部どのも」

　もう二度と会うこともないだろう、と一いち抹まつの寂さびしさを覚えつつ、互いに笑えみを交かわす。

「車まで送ってくる」

「うん、頼たのんだよ」

　見送りというよりは見張り代わりに連れられた龍臣が、二人に続いて御前をあとにする。

　兄弟三人の後ろ姿を見送って、百合はふと不思議な感かん慨がいを覚え、小さく息をついた。

「どうかした？」

　いつのまにか廂ひさしまで足を運んでいた東宮に見み咎とがめられ、いえ、と笑う。

「ああ、今度こそ本当に『三さん位みの局つぼね』はいなくなるんだなぁ、って──っ」

　そう口にした瞬しゆん間かん、例の夢──三位局の格好をした龍臣が自分に口づけた夢が甦よみがえり、百合は言葉をつまらせた。

　故意に忘れていたにもかかわらずありありと浮かんだそれに、かあっと顔が熱くなる。

　──いくら最後の『三位局』の記き憶おくがそれだからって、なんで今思いだすの……！

　とっさに頭を振ふりかけ、東宮の御前だったと思い留まる。代わりに、あれは夢だ、と自分に言い聞かせ、なんとか熱さを冷まそうとするが、一度あがった熱は簡単にはさがらなかった。

　せめても、と失礼にならない程度に背そむけた横顔に、ひしひしと視線を感じる。

「──龍臣と、なにかあった？」

「え!?」

　まるで心を読んだようにだされた名に、ぎょっとする。思わず東宮へと顔を戻し、これではなにかあったと言っているようだと遅おそまきながらに気づく。

「あのっ、違ちがうんです、これは……！」

　かといって夢のことを言うわけにもいかず、慌あわてふためく百合に、東宮がくすりと笑った。

「あいかわらず、口以上に豊かに語る表情だね。──たしかに、龍臣も『なにも』とは言っていたけれどね」

　なにを語ってるの!?　と頰ほおに手をやった百合は、独りごちるように続けられた言葉に、え？　と軽く目を瞠った。

　──龍臣さまも、なにもって言っていた……？

　そんな、それではまるで、あれが夢ではなかった──現実の出来事のようではないか。

「……まさか、そんなこと」

「百合」

　夢じゃなかったなんてことが、と瞳ひとみを揺らがせた百合は、東宮の声に我に返った。ついで出会ったこちらを見つめるまなざしの強さに、息を吞のむ。

「東宮、さま……？」

「ねえ、百合。私の妃きさきに、という言葉が冗じよう談だんなんかじゃない、と言ったら、どうする？」

「！　そ、れは」

　返答に、つまる。冗談だと濁にごされたあの時とは違う、まっすぐな感情に目をそらせない。

　縋すがるように袖そでを握にぎり締しめた手を、東宮の両手にやんわりと包みこまれた。

「今まで、いかに平へい穏おん無事にこの座を降りるかだけを考えてきた。その先なんて、見えてもいなかった。だけど百合といたら、『いずれその座を降りる者』でなく『東宮』でいられるように、東宮ではない自分になれる──そんな気がするんだ。この先を、私に見せてはくれないかな？」

　掌てのひらから、瞳から伝わってくる東宮の心に、胸が揺らぐ。

　自分はどうしたらいいのか、揺らぎながら捕とらえられたようにその瞳を見つめ返し、

「……東、宮、さま」

　開いた唇くちびるからこぼれおちた言葉に、百合ははっと瞬またたいた。

　今のが、すべての答えだった。

　百合は泣き顔に歪ゆがみそうになるのをこらえ、口元に笑みを浮うかべた。

「──どうして、命じてはくださらないのですか……？　そうしたら、頷うなずくしか、ないのに」

　こらえきれず唇を震ふるわせながら、握られた手をそっとひき抜ぬく。それは呆あつ気けなく、するりと解ほどけた。

「申しわけありません。わたしには、『東宮さま』としてしか、見られません」

　ゆっくりとさげた頭に、長く長く思える数すう拍はくののち、小さな溜ため息いきがおちた。

「──うん、わかっていたよ。君が、そうとしか見ていないことは」

「東宮さま……」

「ああ、でも百合のおかげで、東宮の位を降りたらやってみたいことができた」

　曇くもらせた顔をあげた百合に、東宮はいつもとはすこし違ういたずらめいた笑みを閃ひらめかせた。

「やってみたいこと、ですか？」

「普ふ通つうの恋こいを楽しんでみたいな。噂に胸をときめかせて、文ふみに一いつ喜き一いち憂ゆうして、忍しのんで訪ねる夜を重ねて……そんな、梨壺ここにいてはできない恋をね」

　たとえば、百合の自じ慢まんの妹と。

　唐とう突とつにだされた妹に百合が目を丸くすると、その隙すきを衝つくようにして東宮に背を押された。

「だからそんな顔をしないで、百合も自分の心とむきあっておいで」

「え？　むきあうって、あのっ」

「私を振ったんだ、嫌いやとは言わせないよ？」

　戸と惑まどっているうちに簀子縁すのこえんへと押しだされ、にこやかに告げた東宮が、だめ押しとばかりに手ずから巻きあげられていた御簾みすをおろしてしまう。

　あとには途と方ほうに暮れた百合が残された。

「……自分の心とむきあっておいで、って」

　東宮の申し出に頷けなかった、その意味を考えろということだろうか？

　なんにしろ、いつまでもそこに立っているわけにもいかず、百合はとぼとぼと歩きだした。東宮の心を受けいれられなかった痛みや、彼に告げられた言葉の意味深さに胸がざわめき、足は自然と人ひと気けのない方へとむかう。

「どうしてわたし、頷けなかったんだろう……」

　もちろん、あの方を『東宮』としてしか見られない、というのも自分の心だ。

　けれど、嫌きらいなわけではない。でなければ、こんなに胸が痛むはずがない。

　なのに、受けいれられなかったのは──……

　そう、心の奥底をのぞきこんだ時、

「百合！」

　遠くからかけられた声に、百合はかみなりに打たれたように立ちつくした。

　たった今、脳のう裏りに浮かんだ面おも影かげが──龍臣の姿が、渡廊のむこうにあった。

　閃きのように降ってきた、いや、あることを知っていながらずっと見て見ぬふりをしていた感情が、一気にあふれだしてくる。

　あんなに必死に彼の力になりたいと思ったのも、夢のアレが恥はずかしいばかりで嫌ではなかったのも、東宮の想おもいに頷けなかったのも──

「──わたし、龍臣さまが、好き、なんだ……」

　意地悪で強ごう引いんで──でも不器用な優やさしさを持つ彼が、いつしか心深くに棲すみついていた。

　けれど、想ったところでどうなるのかと、気づかないふりをしていたのだ。

　相手は左大臣家の子息だ。片や自分は、藤ふじ原わら一門とはいえ、没ぼつ落らく貴族。立場が違いすぎる。

　百合でさえ自覚していなかったそれを見抜いて、東宮はああ言ったに違いない。

「……『わが恋は　むなしき空に　みちぬらし　思ひやれども　ゆく方もなし』」

　恋心が空いっぱいに満ち、どんなに想ってみてももうこの想いの行き場もない──やるせない恋心を詠よんだ歌が、思わず口を突つく。

　やり場のない想いでも、どうにもならないのが心なのだと、今まで知識としてしか知らなかった古いにしえの歌人たちの気持ちにはじめて触ふれた気がした。

「おいっ」

　自覚した想いに茫ぼう然ぜんと佇たたずんでいた百合は、強く肩かたを摑つかまれ、おぼつかない心ここ地ちのまま目の前の人物を見上げた。

「龍臣さま……」

「どうした、なにがあった？　まだ性しよう懲こりもなくおまえになにか言ってくるヤツが、」

「東とう宮ぐうさまが」

　あきらかにおかしい百合の様子に矢や継つぎ早に問い質ただしていた龍臣の声が、東宮、の単語にぴたっと止まる。代わりに、なにかを察したようにぴくりと眉まゆをあげた。

「わたしを、妃にと……『東宮』の先を、見せてほしいと」

「……で？」

「わたし、頷けなくて。そうしたら、自分の心とむきあっておいでって……それで、」

　頭の中がまとまらないまま、零こぼれでるままに口にして、百合ははたと正気づく。

　──わたし、なにを…っ

　危あやうく龍臣への想いまで口走りそうになり、手で口元を押さえて顔を伏ふせる。おまけに、好きだと自覚したばかりの心にはこの距きよ離り感は近すぎて、頰が赤くなるのが止められない。

　まるであの夢の時のようで、と思ってしまったら、もうだめだった。

「あのっ、なんでもないんです！　わ、わたしっ、局つぼねに戻もどりますね」

　こうなったら逃にげるしかないと、身み動じろいで龍臣から離はなれると、そそくさとその脇わきを通り抜けようとして──とん、と柱につかれた手に行く手を遮さえぎられた。

「！」

「なんでもない？」

　頭上からおちてきたそれに、どきっとする。けれど、顔をあげることなどできない。

　そんな百合に龍臣は軽く鼻を鳴らした。

「そんな真っ赤な顔してか？──俺はまた」

　おもむろに頭をさげた龍臣の吐と息いきが耳じ朶だにかかり、ぞくりと震えが走る。

「口づけのことでも思いだしたかと思ったがな？」

　身のうちへと吹ふきこまれるような囁ささやきに、百合は零れおちんばかりに目を瞠みはった。

「どうして、それを…っ」

　反射的に伏せた顔をあげ、龍臣を凝ぎよう視しする。

「あれは、夢なんじゃ……」

　震える声で紡つむいだ、夢、の一言に双そう眸ぼうを細めた龍臣は、にやりと口元に笑えみを浮かべた。

「夢かどうか、たしかめてみるか？」

「え……？」

　呆気にとられるうちに、ついっと伸のびてきた手に顎あごをとられる。

　びくりと無意識に距きよ離りをとろうとしてさがった背中に、なにかがあたって阻はばまれる。動かせない顔の代わりに走らせた目に、柱が映った。

　柱を背に逃げ場を失ったことに気づき、百合はようやく自分の陥おちいっている状じよう況きようを理解した。

「っ、からかうのは止やめてください！」

　これ以上ないというくらい顔を赤く染めながら、きっと涙なみだの滲にじんだ目で龍臣を睨にらみつける。

「心外だな」

　どうせこれもこっちの反応を面おも白しろがっているだけなのだ、と必死に自分に言い聞かせていた百合は、唇に触れた低い囁きに、ぶつかった強い意思を宿した瞳ひとみに、ふるりと肩を震わせた。

「兄貴でもあるまいに、だれが好いてない女相手にこんな真似まねするか」

　ゆっくり、それこそ言い聞かせるように告げられた科白せりふに、百合は瞳を揺ゆらがせた。

「今……え？」

　状況がうまく吞のみこめないでいると、龍臣が舌打ちした。かと思うと、ぐいっと顎を持ちあげられる。

「気づけよ、おまえのことが好きだって言ってるんだ」

「！　好き、って」

　まっすぐこちらを射い貫ぬくまなざしを、百合は信じられない思いで見返した。

　次の瞬しゆん間かん、柔やわらかな感かん触しよくが唇に押しあてられる。

「──！」

　夢で覚えたのと同じぬくもりに、目を見開く。

　──っ、じゃあ、あれは……!?

　夢ではなかったのか、と狼狽うろたえている間に、小さく音をたてて離れた唇に、かっと身体中の血が沸ふつ騰とうしたかのように熱くなる。

　ばっと唇を手で押さえて柱に張りついた百合に、龍臣がふっと片笑んだ。

「で、おまえは？」

　ここで返事を求められているとわからないほど、鈍にぶくはないつもりだ。けれど、簡単に同意できるなら、この想いにもっと早く気づけていただろう。

「……わ、たしは、」

「『利用できるうちに利用できるものはしておかないと』──おまえの言葉だ」

　え、と双眸を瞬またたかせた百合に、ふん、と龍臣が鼻先で笑った。

「どうせおまえのことだ。立場が違ちがうだのなんだの考えてるんじゃないのか」

「っ……そのとおりじゃ、ないですか」

「だから、利用すればいいと言ってるんだ。俺の後ろ盾だてだって、俺のものじゃない。が、おまえを手にいれるためなら、遠えん慮りよなく利用してやるよ」

　自分のために逃げ回っていたものも利用すると言う龍臣を、百合は驚おどろきをもって見上げた。

　そんな彼女に、龍臣は口元に企たくらむような笑みを刻んだ。

「それに左大臣家を利用すれば、おまえの望む妹の婚こん姻いんもぐっと有利になる。ここにきたのはそれが目的だろう？」

　どうだ？　と悪わる巧だくみを持ちかけるような彼に、百合はしばし啞あ然ぜんとしたあと──くす、と長息混じりの声を漏もらしていた。

「わたしの、負けです」

　ひとつ息を置いて、龍臣を見つめ返した。




「わたしも、あなたのことが好きです、龍臣さま」




「──遅おそい」

　やっと言ったかとばかりに、ぐいっとその腕うでの中に抱だきこまれる。

　百合はくすくすと止まらない笑しよう声せいを零こぼしながら、そっと力を抜ぬいて龍臣へと身体からだを預けた。

　この先、どうなるかはわからない。

　けれど今はこの想おもいに、返る言葉の力強さに、身を包むぬくもりの心地よさに身を任せていたいと、百合はゆっくりと目を閉じた。
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　こんにちは、岐き川がわ新あらたです。おひさしぶりになってしまいましたが、『平安あや恋語』もなんとか二巻をお届けすることができました。

　梨なし壺つぼに移った百合ゆりへ新たに舞まいこんできた厄やつ介かいごとや、龍たつ臣おみと東とう宮ぐうのライバル関係など、楽しんでもらえたらと思います。

　目もあやなイラストでキャラたちに息い吹ぶきを吹ふきこんでくださった、このかさま。前巻の龍臣の艶あで姿すがたが綺き麗れいなのに格好よくてドキドキしました！　ありがとうございました。担当さま。色々と尽じん力りよくいただき、ありがとうございました。これからもよろしくお願いします。

　最後にこの本を手にとってくださった皆みなさまに、この上ない感謝を。こうしてデビューから十年目を迎むかえることができたのも、読者の方々がいてくださったからこそです。本当にありがとうございます。これからも応おう援えんしてもらえたら嬉うれしいです。

　それでは、願わくは、また皆さまとこうしてお会いできる機会がありますように──。
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「……自分の心とむきあっておいで、って」

　途方に暮れたように呟きながら、おぼつかない足どりで立ち去っていく百合ゆりの後ろ姿を御簾みす越しに見送って、東とう宮ぐうは彼女の背を押した掌てのひらへゆっくりと視線をおとした。

「なぜ、命じてくれないのか、か」

　淡い笑いが口元に浮かぶ。

　たしかに『命じ』れば、百合は自分のものになっただろう。だれの目もない、非公式なものだったとしても、それができるのが『東宮』だ。

　政治的な権限はほぼないといってもいい、けれど背負うには厄介なしがらみのある、この仮の位にもその程度の力はある。それが藤原氏といえど、権力からはほど遠い式しき部ぶの大たい輔ふの娘が相手なら、なおさら容易たやすい。

　だから、手にいれようと思えばいれられた。

「それが、君だからだよ」

　すでにここにはない姿にむかって独りごちる。

　あの『願い』も人によっては『命』だと捉えたはずだ。宮中に染まっていたらいただけ、そう響いただろう。

　けれど、百合は百合のまま応えてくれた。押し殺した心ではない気持ちをまっすぐに返してくれた。

　それが、この手をとる、という応えなら、いうことはなかったけれど──。

「振られる、というのもこの身の上ではできない経験ではあるかな」

　口にして、東宮は笑いを微苦笑に変えた。

　言っておいてなんだが、我ながら強がりにしか聞こえない。

　だが、百合の飾らないまっすぐな心を好ましく想うのも本当なら、龍たつ臣おみを主従ではなくかけがえのない友だと思っているのも違えようのない事実だ。それらをねじ曲げてまで、得られない心を手にしたいとは思わない。

　ただ、龍臣のとらわれなさが、すこし羨ましくもある。

　東宮は、気軽に触れることはできても、それ以上踏みこむことはできなかった──肩を抱くことすらできなかった、しがらみにからめとられた掌を見つめた。

　龍臣のように心に動かされるまま抱きよせることができていたなら、結果はまた違っていただろうか？

「……思えば、最初に出会った時からそうだったっけ」

　甦よみがえった記憶に、東宮はくすりと零した。

「そういえば、あの時もこのあたりだった」

　懐かしく目を細め、御簾越しに庭先へと視線を移す。

　たしか、あの時自分は簀子縁すのこえんへでていたのだ。気まぐれに母が押しかけてくる時以外は静かな梨なし壺つぼの周辺に、なにやら慌ただしい雰囲気が漂っていて、なにごとかと外で様子をうかがっていた。

　その時、床下からひょっこり姿を現したのが、子どもだった龍臣だった。

『もしかして、おまえが東宮とかいうヤツか？』

　突然のことに、わっ、と声をあげて立ちつくしたこちらに、悪びれるでもなくあっけらかんと投げてよこした。

　同じ年ごろの子どもとほとんど顔をあわせたこともなければ、だれかにそんなぞんざいな口をきかれたこともない。むろん、床下からでてきた人間に遭遇したことも、だ。

　呆気にとられているうちに、叫び声を聞いて駆けつけてきた左さ大だい将しよう──当時は頭とうの中ちゆう将じようと呼ばれていたが──をはじめとする大人たちに、龍臣はこっぴどく叱られるはめになった。

　どうやら自分の学友として童わらわ殿てん上じようで出しゆつ仕ししたものの、望みもしない場所に連れてこられたことが気に食わず、大人たちの目を盗んで逃げだしたらしい。その先で当の本人と出会うことになったのは、皮肉というよりほかはなかったが。

　ただあの出会いと、置かれた境遇など似た者同士でありながらも互いに正反対だったからこそ、彼とここまで気の置けない関係を気づくことができたのだろう。

「──とはいえ、惹かれる女性まで一緒だとは思わなかったけれどね」

　いや、やはりそこは似た者同士ということだろうか。

　もし、地位はあっても、いや、なまじあるからこそ不自由なこの身でなければ、もうすこし張りあうことができただろうか？

　そう考えて、東宮はふっと吐息に笑いを滲ませた。

「私も未練がましいものだね」

　今の地位になければ出会うこともなかった以上、もし、を考えることに意味はない。

　吹っ切るように踵きびすを返そうとした時、ニアー、という鳴き声とともに、すりっと足に触れたぬくもりがあった。

　視線をおとすと、またいつのまに抜けだしていたのか、足に擦りよる黒猫の姿があった。

「小こ丸まる」

　東宮は腕を伸ばし、飼い猫を抱きあげた。喉元をくすぐってやれば、ゴロゴロと気持ち良さそうに目を細めて身を委ゆだねてくる。

「ふふっ、慰めにきてくれたのかい？」

　その姿に自然と顔が綻ぶ。

「小丸に免じて、今回は幼馴染みの幸せを祝ってやるとしようか」

　ここまでお膳立てをしたのだ。これで百合という花を手にいれることができないのなら、その時こそ自分が手折ってしまってもいいだろう。

「──まあ、彼にかぎって手にいれそびれることもないだろうけれど」

　独りごち、東宮は御簾越しに見える空を見上げた。

　梨壺ここにいてはできない恋を楽しんでみたい──それは百合を気に病ませないためにとっさに口からでた言葉だったけれど……

「……うん、悪くない」

　与えられる花ではなく、この空の下のどこかに咲いている花を自分で捜すなど、『東宮』ではできないことだ。

「私の花はどこに咲いているだろうね？」

『東宮』のその先を、ほのかに照らす色が胸に灯るのを覚えながら、東宮はゆっくりと奥へと戻っていった。
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